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東京六甲クラブ移転のお知らせ

　帝劇ビル建替えに伴い、下記の「有楽町電気ビル」に移転します。

　　場　所：東京都千代田区有楽町一丁目 7 番 1 号　有楽町電気ビル南館　地下 1 階

　　広　さ：約36坪（現状の 6 割程度）

　　時　期：2025年 3 月 3 日(月)予定、帝劇ビル利用は 1 月末終了

　　電話番号・メールアドレス：現在と同じ

　　　　　　03-3211-2916　　tokyo@rokko-club.jp

　1966年10月に東京凌霜クラブとして帝劇ビル 5 階出光興産内で発足し、1970年12月に

現在の帝劇ビル地下 2 階に移転、2011年 4 月には一般社団法人神戸大学東京六甲クラブ

として新たに設立登記しました。60年に亘り当地で活動してまいりましたが、帝劇ビル

の建替えに伴い有楽町電気ビルに移転します。

　神戸大学卒業生の関東における唯一の活動拠点として当クラブは貴重な存在です。皆

様に少しでも役に立てるような活動を続けたく思っています。今後ともご支援、ご協力

をよろしくお願い申し上げます。

以　上　

2025年 1 月吉日

東京六甲クラブ　理事長　番　尚志



謹　賀　新　年
凌霜ＣＰＡ会有志一同

髙谷　晋介（昭 49 経）　　東　誠一郎（昭 50 営）
後藤　研了（昭 55 営）　　増田　明彦（昭 56 営）
髙田　　篤（昭 62 経）　　高濱　　滋（昭 62 営）
石田　博信（昭 63 営）　　西野　裕久（平 元 営）
安井　一浩（平 元 営）　　田邉　太郎（平 4 営）

凌霜ＣＰＡ会は公認会計士、公認会計士試験合格者等で
構成される神戸大学の同窓会です。

謹　賀　新　年
凌霜法曹会有志一同

中嶋　進治（昭 52 法）　 金井美智子（昭 59 法）
張　　界満（平 7 法）　 中嶋　勝規（平 8 法）
本元　宏和（平 9 法）　 伊藤　芳晃（平 10 法）
藤原　孝洋（平 10 法）　 杦山　栄理（平 11 法）
小島豊一郎（平 12 営)　 籔内　俊輔（平13法､平14法修)

凌霜法曹会は、神戸大学・神戸大学法科大学院を卒業・修了した法曹有資
格者を中心として構成される同窓団体です。活動、行事等については、凌
霜法曹会のウェブサイト(https://ryousouhousoukai.wixsite.com/website)
をご覧ください。
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企画デザイン・印刷・ホームページ制作・動画制作・アプリ制作等、お気軽にお問合せください｡
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第18回　神戸大学ホームカミングデイ

応援団と応援団吹奏楽部によるパフォーマンス 混声合唱団アポロンによるコーラス

全体式典で挨拶をされる藤澤学長(左)と
校友会会長・坂井信也氏(昭45経､右)

作家・福田和代氏(平 2工)に
よる講演
｢人生に無駄なことはない」

10月26日　出光佐三記念六甲台講堂　全体式典 (関連記事 9 、14ページ)



六甲台 5部局企画講演会
シティライツ法律事務所
弁護士　水野祐氏(平19法科大学院)
による講演会

藤澤学長の挨拶でランチパーティースタート
アカデミア館　BELBOXにて



凌霜12回生(昭39)　卒業60周年記念の集い
10月26日　六甲台、神戸三宮「餐」

(関連記事49ページ)



(関連記事49ページ)

経・営・法学部　昭59年卒　卒業40周年同期会
10月26日　六甲台アカデミア館　さくら

鈴木直子さん（左端）の名司会で
終始和やかに進行



(関連記事50ページ)

経・営・法学部　平 6年卒　卒業30周年同期会
10月26日　六甲台アカデミア館　BELBOX

近況報告や思い出話に花を咲かせました

参加者全員で記念撮影



(関連記事30ページ)

ここが変わった神戸大学　｢六甲台祭」パンフレットの表紙
提供　六甲祭実行委員会

1971年 1972年 1973年

1977年 1978年 1979年

1974年 1975年

「昔、カラスは白かった」

1976年



広告編 昭和初期：第二次大戦前まで

凌霜会創立　 年100
会誌「凌霜」を辿

たど

る

昭和 5年 5月30日発行　凌霜37号
YAMAHAピアノの「YAMAHA」が「山葉｣
とは知りませんでした。 大正 8年 4月10日発行　凌霜54号

現在のラジオとは違って、重厚感
があります。

昭和 4年 9月28日発行
凌霜33号

昭和15年 2 月15日発行
凌霜皇紀2600年記念号
表紙と裏表紙



昭和 2年 5月15日発行　凌霜19号
昭和 2 年からシャープペンシルがあったと
は驚きですね。しかも2 色！当時、シャープ
ペンシルは高級品だったようですね。

昭和15年 2 月15日発行　凌霜皇紀2600年記念号
戦況を感じる広告だが缶詰のパッケージは英語も混じりとてもしゃれている。

昭和 2年 3月15日発行　凌霜18号
文字が手書き風でかわいいですね。

昭和10年12月 7 日発行　凌霜70号
右から左に読む広告は新鮮で面白
いですね。



快晴の空とイチョウで彩られた六甲台本館

様々な色の葉が生い茂る

夕日が差し込む兼松記念館

六甲台キャンパスの四季だより（晩秋)



先日行われた六甲祭のステージで
うりぼーたちが前日リハーサルを行っていました

三木記念館前の美しいイチョウ

三木記念館前にも秋を感じます
真っ青な秋の空の高さに吸い込まれそうです



凌霜寄附講義　社会科学の実践　特別編「久元神戸市長を迎える公開授業｣
11月 1 日　六甲台第二学舎263教室

凌霜会×神戸大学ベルカンキャリア支援室共催　業界セミナー
10月20日、27日、11月 4 日、17日　六甲台キャンパス　アカデミア館

日曜開催にもかかわらず様々な業界から神大OBOGを含む人事
の方たちが来訪。

パネルディスカッションや座談会など有意義なセミナーとなり
ました。

久元喜造神戸市長の貴重なお話を聞くためにたくさんの学生が集まりました。職・住・観光それぞれの観点から
の神戸市の魅力・行政の取り組み、神大生への期待について熱く語られました。



(関連記事42ページ)

神戸大学学生震災救援隊の活動
令和6年 3月　石川県七尾市

集会所
支援物資が置かれた棚(左)
憩いの場(右）

被災した家屋の清掃

3日目

2日目

1日目　災害ゴミの仕分けの様子

災害廃棄物分別所



ホームカミングデイ　神戸大学ベルカン　ハロウィンイベント

仮装した子どもも多く、子どもたちや学生スタッフらの笑顔が大学にあふれていました

マジックショーを楽しむ子どもたち

(関連記事45ページ)



六甲祭2024　テーマ「上で、待ってる｣

天気にも恵まれて、多くの来場客でにぎわいました。模擬店の呼び込み合戦も趣向を凝らした看板を手に声を張り
上げ、熱く楽しいひと時を過ごした学生たちでした。

11月 9 日、10日　六甲台第一キャンパス、六甲台グラウンド

(関連記事46ページ)



さ　ん　さ　ん　会（昭33）　関　東
11月29日　東京六甲クラブ

二本松市　円東寺の糸ザクラ 本宮市　日輪寺のシダレ

上田市
上田城跡公園

む し の 会（昭39)　東京 9月度例会

(関連記事54ページ)

9 月19日

134.2

(関連記事52ページ)



関 東 四 四 会（昭44）　納涼会
8月26日　有楽町「綴」

東　　京　　18　　会　(昭45)
10月18日　東京六甲クラブ

(関連記事57ページ)

(関連記事58ページ)



石川県校友会　　令和 6年度　総会・懇親会
10月17日　ANAホリデイイン　金沢スカイ

神 戸 凌 霜 午 餐 会　　第1579回
10月 9日　湊川神社「楠公会館」

(関連記事59ページ)

(関連記事63ページ)



東　京　六　甲　ク　ラ　ブ

ホームカミングデイin東京

出光美術館 ミュージカルライブ

木曜会 9月 東京六甲クラブ杯ゴルフ大会

あ り が と う 帝 劇 ビ ル

(関連記事59ページ)



愛　媛　県　支　部
8月 3日　ネストホテル松山

福 岡 凌 霜 会　　令和 6年家族会
10月25日　稚加栄

(関連記事65ページ)

(関連記事65ページ)



スケート部創部 70 周年祝賀会
令和 6年 6月29日　アカデミア館「さくら」

(関連記事34ページ)

ひょうご西宮アイスアリーナで練習するスピード部員

全兵庫フィギュアスケート選手権大会で
演技する壷井達也君（国人 4年）
壷井君は11月 8 日～10日に行なわれた
フィギュアスケートGPシリーズ第 4 戦
(NHK杯）において自己最高の 3 位に入
り、GPシリーズ初の表彰台に上りました



幸ゼミ(新野ゼミ)　2024年度総会
9月22日　六甲台アカデミア館

グ リ ー ク ラ ブ 関 西 O B 会
9月21日　神戸大学大阪クラブ

(関連記事66ページ)

(関連記事67ページ)



宝生流謡会　東京地区OB・OG例会
10月17日　東京六甲クラブ

東京六甲クラブ囲碁会、神戸KUC囲碁クラブ　箱根囲碁研修会
11月20日～21日　箱根仙谷原　ホテル花月園

(関連記事67ページ)

(関連記事68ページ)
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築
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
カ
ギ
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た

今
年
４
月
に
は
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催
が
控
え
て
い
ま
す
。
こ
の
国

家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
関
西
を
中
心
に
、
よ
り
一
層
わ
が
国
の
経
済
を
盛

り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

世
界
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
昨
年
11
月
の
米
国
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
、

共
和
党
の
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
が
民
主
党
の
カ
マ
ラ
・
ハ
リ
ス
氏
に

勝
利
し
、
第
47
代
大
統
領
に
選
出
さ
れ
る
と
い
う
大
き
な
出
来
事
が
あ
り

ま
し
た
。
今
後
、
石
破
総
理
大
臣
と
ト
ラ
ン
プ
新
大
統
領
の
間
に
、
緊
密

な
信
頼
関
係
、
強
固
な
同
盟
関
係
が
生
ま
れ
、
両
国
関
係
が
一
層
発
展
し

て
い
く
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
一
方
、
ト
ラ
ン
プ
新
大
統
領
は
、
ア
メ

リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
の
政
策
を
掲
げ
て
お
り
、
世
界
経
済
の
デ
カ
ッ
プ
リ

　

凌
霜
会
会
員
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
各
地
で
穏
や
か
に
、

そ
し
て
健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
凌
霜
会
は
１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
９
月
の
設
立
か
ら
１
０
０

周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ

た
凌
霜
の
歴
史
を
守
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
次
代
を
担
う
若
い
凌
霜
の
皆

様
へ
歴
史
と
伝
統
を
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
、
そ
し
て
会
員
各
位
に
と

っ
て
有
益
か
つ
有
意
義
な
組
織
で
あ
り
続
け
る
よ
う
、
次
の
１
０
０
年
に

向
け
て
、
会
の
運
営
に
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。
皆
様
に
は
、
引
き
続

き
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
元
日
か
ら
能
登
半
島
を
震
源
と
す
る
地
震

に
見
舞
わ
れ
、
そ
の
後
も
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
の
発
出
に
つ
な

が
っ
た
宮
崎
県
日
向
灘
の
地
震
、
鹿
児
島
県
に
上
陸
し
た
台
風
10
号
、
復

興
に
向
け
て
取
り
組
む
能
登
地
方
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
な
記
録
的

豪
雨
な
ど
、
多
く
の
自
然
災
害
が
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
現

在
、
政
府
は
防
災
庁
の
設
置
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
近
年

年
頭
に
あ
た
っ
て

一
般
社
団
法
人
凌
霜
会
理
事
長　

大　
　

坪　
　
　
　
　

清
（
昭
37
経
）

（
レ
ン
ゴ
ー
㈱
代
表
取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
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ン
グ
が
進
行
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
中
東
情
勢
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
展
開
す
る
政
策
に

注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
２
０
２
４
年
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
の
は
、
Ａ
Ｉ
の

技
術
の
中
核
で
あ
る
「
機
械
学
習
」
や
「
デ
ィ
ー
プ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
の

基
礎
を
築
い
た
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
ジ
ョ
ン
・
ホ
ッ
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
教

授
と
ト
ロ
ン
ト
大
学
の
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ヒ
ン
ト
ン
教
授
で
し
た
。
ノ
ー
ベ

ル
化
学
賞
で
は
「
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ル
ド
」
と
呼
ば
れ
る
、
た
ん
ぱ
く
質

の
折
り
た
た
み
構
造
を
高
精
度
に
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ

ム
を
開
発
し
た
デ
ミ
ス
・
ハ
サ
ビ
ス
氏
と
ジ
ョ
ン
・
ジ
ャ
ン
パ
ー
氏
が
受

賞
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｉ
技
術
の
基
礎
と
応
用
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
対
象
と
な
っ

た
こ
と
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
Ａ
Ｉ
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
を
象
徴
す
る
出
来
事
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
は
じ
め
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
メ
タ
バ
ー
ス
、
ア
ン

ド
ロ
イ
ド
と
い
っ
た
技
術
が
社
会
に
ま
す
ま
す
浸
透
し
、
経
済
活
動
や
生

活
様
式
の
変
革
が
進
ん
で
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
肝
心
な
こ
と
は

デ
ジ
タ
ル
技
術
（Cyber

）
と
そ
れ
を
扱
う
人
間
（Physical

）
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
い
か
に
と
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
調
和
の
う

え
に
成
り
立
つ
Ｃ
Ｐ
Ｓ
（Cyber-Physical System

）
の
構
築
に
つ
い

て
社
会
全
体
で
真
剣
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
Ｃ
Ｐ
Ｓ
の
観
点

か
ら
技
術
の
本
質
を
見
極
め
な
け
れ
ば
、
人
間
本
来
の
創
造
性
を
奪
っ
て

し
ま
う
側
面
も
あ
る
で
し
ょ
う
。Sentim

ent

（
感
情
）、Passion

（
情
熱
）、

Sym
pathy

（
共
感
）
と
い
っ
た
人
間
本
来
の
思
考
の
源
泉
か
ら
も
た
ら

さ
れ
る
活
力
を
、
引
き
出
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

さ
て
、
母
校
神
戸
大
学
は
「
学
理
と
実
際
の
調
和
」
と
い
う
建
学
の
理

念
の
下
、「
真
摯
・
自
由
・
協
同
」
の
精
神
を
発
揮
し
、
社
会
で
活
躍
す

る
多
く
の
人
間
性
豊
か
な
人
材
を
創
出
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
時

代
の
変
遷
に
即
し
た
変
革
を
推
し
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
価
値
を

創
造
し
続
け
て
い
か
れ
る
こ
と
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
１
月
17
日
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
発
生
か
ら
30
年
を
迎
え
ま

す
。
神
戸
大
学
は
こ
の
震
災
で
学
生
と
教
職
員
合
わ
せ
て
47
人
の
尊
い
命

を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
原
点
に
、
被
災
地
の
国
立
大

学
と
し
て
、
防
災
・
減
災
や
復
興
に
か
か
わ
る
研
究
に
取
り
組
み
、
研
究

成
果
の
発
信
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
進
め
て
こ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
１

月
11
日
に
は
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
30
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
研
究
成
果
を
発
信
さ
れ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

30
年
と
い
う
の
は
一
つ
の
節
目
に
す
ぎ
ず
、
今
後
も
震
災
の
記
憶
や
教
訓

を
風
化
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
次
世
代
へ
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
点
で
も
神
戸
大
学
は
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

凌
霜
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
迎
え
た
創
立
１
０
０
周
年
を
記
念
す

る
事
業
と
し
て
、
神
戸
大
学
六
甲
台
後
援
会
と
連
携
し
て
、
学
生
が
自
由

に
勉
学
や
懇
談
・
交
流
で
き
る
場
所
と
し
て
「
凌
霜
ガ
ー
デ
ン
」
の
設
置

や
、
大
学
が
実
施
す
る
最
先
端
社
会
科
学
研
究
教
育
へ
の
支
援
活
動
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

神
戸
大
学
に
は
、
先
人
達
が
築
き
上
げ
た
１
２
０
年
以
上
に
お
よ
ぶ
輝
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か
し
い
歴
史
と
伝
統
が
結
び
つ
い
て
創
り
あ
げ
て
き
た
文
化
が
根
付
い
て

い
ま
す
。
神
戸
高
商
の
初
代
校
長
水
島
銕
也
先
生
の
「
凌
霜
雪
而
香
」（
霜

雪
を
凌
い
で
香
ば
し
）、
人
生
の
試
練
に
耐
え
て
菊
の
よ
う
に
香
り
高
く
、

美
し
か
れ
、
と
い
う
教
え
を
胸
に
、
困
難
な
時
代
に
立
ち
向
か
う
と
と
も

に
、
良
き
伝
統
は
そ
の
ま
ま
に
、
た
ゆ
み
な
き
変
革
に
よ
っ
て
新
た
な
伝

統
を
築
い
て
い
く
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
も
大
学
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
の
干
支
は
乙
巳
（
き
の
と
み
）
で
す
。「
乙
」
は
十
干
の

二
番
目
に
あ
た
り
、
草
木
が
し
な
や
か
に
伸
び
て
広
が
っ
て
い
こ
う
と
す

る
状
態
を
表
し
、「
巳
」
は
、
脱
皮
し
て
成
長
す
る
様
子
や
強
い
生
命
力

か
ら
不
老
不
死
の
象
徴
と
さ
れ
、
神
聖
な
生
き
物
と
し
て
あ
が
め
ら
れ
て

き
た
蛇
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
２
０
２
５
年
は
再
生

や
変
化
を
経
な
が
ら
、
柔
軟
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
年
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
現
在
、
令
和
の
時
代
を
生
き
て
い
ま
す
。
人
口
増
加
と
高
度

成
長
を
前
提
と
し
た
仕
組
み
や
デ
フ
レ
社
会
に
最
適
化
し
た
政
策
の
う
え

に
成
り
立
っ
て
い
た
「
昭
和
モ
デ
ル
」「
平
成
モ
デ
ル
」
か
ら
脱
却
し
て
、「
令

和
モ
デ
ル
」
と
い
え
る
共
助
経
済
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
を
早
急

に
推
し
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
年
は
「
令
和
モ
デ
ル
」
に
つ

い
て
真
剣
に
考
え
て
み
る
の
に
格
好
の
年
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
凌
霜
会
諸
兄
姉
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
、
会

員
の
増
強
、
寄
附
金
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
も
引
き
続
き
、
凌
霜
生
と
し
て
の
誇
り
と
絆
を
繋
ぐ
よ
り
ど

こ
ろ
と
し
て
の
当
会
活
動
を
何
と
ぞ
ご
支
援
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
我
々

も
凌
霜
会
の
目
的
で
あ
る
「
会
員
相
互
の
研
鑽
と
親
睦
」
そ
し
て
「
母
校

支
援
」
を
胸
に
、
共
に
母
校
の
よ
り
一
層
の
発
展
に
向
け
て
努
力
し
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈

念
申
し
あ
げ
、
新
年
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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凌
霜
四
四
四
号
目
次

表
紙
絵　

昭
45
営　

押　

上　

重　

郎

カ
ッ
ト　

昭
34
経　

松　

村　

　

郎

年
頭
に
あ
た
っ
て 

大　

坪　
　
　

清　

1

目　

次 

4

母
校
通
信 

松　

尾　

貴　

巳　

6

六
甲
台
だ
よ
り 

行
澤
一
人
、
鈴
木　

純
、
清
水
泰
洋
、
四
本
健
二
、
村
上
善
道　

11

本
部
事
務
局
だ
よ
り 

一
般
社
団
法
人
凌
霜
会
事
務
局　

14

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
の
開
催
／
ご
芳
志
寄
附
者
ご
芳
名
と
お
願
い

（
公
財
）神
戸
大
学
六
甲
台
後
援
会
だ
よ
り
（
79
） 

　

15

凌
霜
会
創
立
１
０
０
周
年
特
別
企
画

　

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
再
録
（「
凌
霜
」
２
９
６
号
・
昭
和
62
年
１
月
）

　

凌
霜
の
語
源
「
貞
松
擢
秀
、
金
菊
凌
霜
」
に
め
ぐ
り
あ
う　

澤　

田　

修　

二　

18

　
　
　
　
　

神
戸
大
学
と
の
ご
縁 

安　

永　

祐　

司　

22

　
　
　
　
　

１
年
間
の
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ 

ヴ
ィ
エ
シ
ボ
フ
ス
カ　

ア
ガ
タ　

24

学
園
の
窓

　
　
　
　
　

着
任
の
挨
拶
に
か
え
て 

田　

頭　

拓　

己　

26

　
　
　
　
　

国
際
教
育
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
と
い
う
新
た
な
挑
戦 

米　

沢　

竜　

也　

28

戦
後
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
と
学
内
メ
デ
ィ
ア
で
見
る
「
こ
こ
が
変
わ
っ
た
神
戸
大
学
」

 

住　

田　

功　

一　

30

表
紙
の
こ
と
ば　

追
憶 

押　

上　

重　

郎　

32

凌
霜
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

ス
ケ
ー
ト
部
創
部
70
周
年
祝
賀
会 

阿　

片　

仁　

孝　

34

凌
霜
ひ
ろ
ば

　
一世
を
風
靡
し
た
旧
官
立
神
戸
高
商
の
当
時
の
教
え
を
再
現
し
よ
う
！ 

松　

熊　
　
　

忍　

35
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本
と
凌
霜
人
『
岡
田
卓
也
の
時
代

　
　
　
　
　
　
　

公
器
の
理
念
が
支
え
た
静
か
な
る
流
通
革
命
』 

石　

井　

淳　

蔵　

36

六
甲
台
就
職
相
談
セ
ン
タ
ー
N
O
W

　

就
活
体
験
談 

浅　

田　

恭　

正　

38

学
生
の
活
動
か
ら

　

神
戸
大
学
学
生
震
災
救
援
隊
の
活
動
に
参
加
し
て 

西　

谷　

彩　

香　

42

　

第
18
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
で
の
学
生
企
画
を
終
え
て 

松　

本　

暖　

生　

45

　

２
０
２
４
年
度
六
甲
祭
を
終
え
て 

津　

島　

風　

斗　

46

ク
ラ
ス
大
会　

凌
霜
12
回
生
、
経
・
営
・
法
学
部
昭
59 

49

　
　
　
　
　
　

経
・
営
・
法
学
平
成
６
年

ク
ラ
ス
会　

し
ん
ざ
ん
会
、
さ
ん
さ
ん
会
、
イ
レ
ブ
ン
会
、
む
し
の
会
、　

52

　
　
　
　
　
　

神
戸
六
七
会
、
関
東
四
四
会
、
東
京
18
会
、
互
礼
会

支
部
通
信　

石
川
、
東
京
、
神
戸
、
愛
媛
県
、
福
岡 

59

つ　

ど　

い　

藤
蔭
四
の
会
、
幸
ゼ
ミ
、
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
関
西
Ｏ
Ｂ
会
、　

66

　
　
　
　
　
　

宝
生
流
謡
会
、
東
京
六
甲
ク
ラ
ブ
囲
碁
会
・
神
戸
Ｋ
Ｕ
Ｃ
囲
碁
ク
ラ
ブ
、

　
　
　
　
　
　

水
霜
談
話
会
、
大
阪
凌
霜
短
歌
会
、
東
京
凌
霜
俳
句
会
、

　
　
　
　
　
　

大
阪
凌
霜
俳
句
会
、
凌
霜
川
柳
ク
ラ
ブ
、

　
　
　
　
　
　

神
戸
大
学
ニ
ュ
ー
ス
ネ
ッ
ト
委
員
会
Ｏ
Ｂ
会

ゴ
ル
フ
会　

名
古
屋
凌
霜
ゴ
ル
フ
会
、
茨
木
凌
霜
会
、 

74

　
　
　
　
　
　

西
宮
高
原
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
K
U
C
、
廣
野
如
水
凌
霜
K
U
C
会
、

　
　
　
　
　
　

芦
屋
凌
霜
Ｋ
Ｕ
Ｃ
会
、
花
屋
敷
Ｋ
Ｕ
Ｃ
会

物
故
会
員 

78

国
内
支
部
連
絡
先 

79

編
集
後
記 

行　

澤　

一　

人　

80

投
稿
規
定 

　

80
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「
母
校
通
信
」
を
お
届
け
し
ま
す
。
８
月
か
ら
11
月
ま
で
の
動
き
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

テ
ネ
シ
ー
大
学
ノ
ッ
ク
ス
ビ
ル
校
と
海
外
拠
点
設
置
に
係
る
覚
書
を
締
結

　

８
月
21
日
、
国
際
文
化
学
研
究
科
に
て
テ
ネ
シ
ー
大
学
ノ
ッ
ク
ス
ビ
ル

校
と
相
互
の
拠
点
設
置
に
係
る
覚
書
の
調
印
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
神

戸
大
学
と
テ
ネ
シ
ー
大
学
ノ
ッ
ク
ス
ビ
ル
校
は
２
０
０
６
年
か
ら
国
際
文

化
学
部
（
現
国
際
人
間
科
学
部
）・
国
際
文
化
学
研
究
科
が
部
局
間
協
定

を
締
結
し
、
交
流
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
２
２
年
か
ら
は
大
学
間

協
定
を
締
結
し
、
様
々
な
分
野
で
の
教
員
の
相
互
派
遣
や
学
生
交
流
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
テ
ネ
シ
ー
大
学
ノ
ッ
ク
ス
ビ
ル
校
内
に
新
規
設
置
す
る

拠
点
は
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
お
け
る
本
学
２
つ
目
の
海
外
拠
点
と
な
り
ま
す
。

今
後
ア
メ
リ
カ
中
部
地
域
に
お
け
る
ハ
ブ
と
し
て
国
際
文
化
学
研
究
科
を

中
心
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
教
育
研
究
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

松
尾
雅
文
客
員
教
授
がScholarG

PS

のTop Scholars by Expertise

に
選
出

　

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
の
松
尾
雅
文
客
員
教
授
が
、

ScholarGPS

に
お
い
て
、
デ
ュ
シ
ェ
ン
ヌ
型
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

（D
uchenne m

uscular dystrophy:

Ｄ
Ｍ
Ｄ
）
の
研
究
分
野
で
世
界
の

18
位
、
日
本
で
は
ト
ッ
プ
に
ラ
ン
ク
さ
れ
ま
し
た
。
Ｄ
Ｍ
Ｄ
は
小
児
期
発

症
の
進
行
性
筋
萎
縮
症
で
、
30
歳
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
の
患
者
が
死
亡
す
る

致
死
性
の
難
病
で
あ
り
、
世
界
の
人
類
共
通
に
男
児
約
５
、０
０
０
人
に

１
人
が
罹
患
す
る
、
小
児
で
は
最
も
頻
度
の
高
い
遺
伝
性
筋
疾
患
で
す
。

　

こ
の
難
病
を
克
服
す
る
た
め
、
世
界
中
で
多
く
の
研
究
者
が
Ｄ
Ｍ
Ｄ
に

関
し
て
様
々
な
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
松
尾
客
員
教
授
は

ア
ン
チ
セ
ン
ス
核
酸
を
用
い
た
エ
ク
ソ
ン
ス
キ
ッ
ピ
ン
グ
に
よ
る
Ｄ
Ｍ
Ｄ

の
治
療
法
を
世
界
に
先
駆
け
て
提
唱
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
有
効
性
を
実

証
し
Ｄ
Ｍ
Ｄ
に
治
療
の
道
を
拓
き
ま
し
た
。
こ
の
エ
ク
ソ
ン
ス
キ
ッ
ピ
ン

グ
治
療
は
、
現
在
Ｄ
Ｍ
Ｄ
の
標
準
治
療
と
な
る
な
ど
、
松
尾
客
員
教
授
の

貢
献
度
の
高
さ
が
こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
示
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
回
「
地
域
防
災
の
未
来
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

　
８
月
28
日
、
神
戸
大
学
は
「
つ
な
が
り
か
ら
広
が
る
、
地
域
防
災
の
未
来
」

第
１
回
セ
ミ
ナ
ー
を
「K

O
BE　

Co
　

CREA
T
IO

N　
CEN

T
ER

」（
一

般
社
団
法
人
「
大
学
都
市
神
戸
産
官
学
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
拠
点
）

で
開
催
し
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
は
、「
能
登
半
島
地
震
か
ら
次

母 校 通 信
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の
30
年
を
考
え
る
」。
神
戸
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
神
戸
学
院
大
学
、
兵

庫
県
立
大
学
、
神
戸
市
看
護
大
学
、
神
戸
松
陰
女
子
学
院
大
学
、
神
戸
市
、

企
業
関
係
者
、
大
学
生
ら
約
１
０
０
人
（
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
む
）
が
参
加

し
、
地
震
、
水
害
な
ど
多
様
な
災
害
に
対
応
す
る
神
戸
、
国
内
の
地
域
防

災
力
を
ど
う
向
上
さ
せ
て
い
け
ば
い
い
の
か
を
考
え
、
地
域
防
災
の
未
来

像
を
描
き
ま
し
た
。

㈱
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
と
の
共
同
研
究
で
Ａ
Ｉ
ス
マ
ー
ト
空
調
を
社
会
実
装

　

９
月
６
日
、
神
戸
大
学
は
、
株
式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
と
の
共
同
研

究
に
よ
る
Ａ
Ｉ
ス
マ
ー
ト
空
調
の
社
会
実
装
を
発
表
し
ま
し
た
。
神
戸
大

学
の
特
許
技
術
で
あ
る
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
空
調
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
シ
ス
テ

ム
を
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
70
店
舗
に
導
入
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
同

社
に
お
け
る
年
間
の
空
調
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
約
50
％
、CO

2

排

出
量
２
万
２
、０
０
０
ト
ン
の
削
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

パ
イ
ロ
ッ
ト
モ
デ
ル
と
な
る
神
奈
川
県
川
崎
市
の
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

グ
ラ
ン
ツ
リ
ー
武
蔵
小
杉
店
で
は
学
長
と
社
長
に
よ
る
記
者
会
見
が
行
わ

れ
、
大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

「SD
G
s

未
来
ビ
ジ
ネ
ス
学
生
コ
ン
テ
ス
ト2024

」
に
て
、
神
戸
大
学
起

業
部Skin N

otes

が
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

　

９
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
「SD

Gs

未
来
ビ
ジ
ネ
ス
学
生
コ
ン
テ
ス
ト

2024

」
に
お
い
て
、
神
戸
大
学
起
業
部
のSkin N

otes

（
代
表
：
竹
内
悠

人
さ
ん
、
農
学
部
４
年
）
が
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年

度
グ
ラ
ン
プ
リ
の
Ｈ
Ｉ
Ｍ
（
代
表
：
髙
橋
英
眞
さ
ん
、
農
学
部
２
年
）
が
、

事
業
の
進
捗
と
発
展
が
認
め
ら
れ
、
特
別
賞
に
あ
た
る
「
エ
ク
ス
ト
リ
ー

ム
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

両
チ
ー
ム
は
、
来
春
４
月
に
開
幕
す
る
大
阪
・
関
西
万
博
で
の
発
表
も

予
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
際
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス “The 9th Annual International C

onference 

on Applied Econom
ics in H

aw
aii” 

を
開
催

　

９
月
25
日
、
今
回
で
９
回
目
に
な
るInternational Conference on 

A
pplied Econom

ics in H
aw

aii

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
イ
ベ
ン
ト
は
、

神
戸
大
学
を
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
研
究
大
学
へ
と
押
し
上
げ
る
べ
く
、

経
済
学
研
究
科
が
主
要
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　

今
年
は
、
経
済
学
研
究
科
の
衣
笠
智
子
教
授
企
画
の
下
、
研
究
科
の
教

員
を
は
じ
め
、
ハ
ワ
イ
大
学
マ
ノ
ア
校
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
）、
国
立
台

湾
大
学
（
台
湾
）、
南
洋
理
工
大
学
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
か
ら
研
究
者
が

集
ま
り
、
密
度
の
濃
い
研
究
会
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
の
た
め
、
２
０
２
１
、
２
０
２
２
年
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
、

２
０
２
３
年
度
に
は
、
神
戸
大
学
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
て
開
催
し
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
後
初
め
て
ハ
ワ
イ
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、
金
京
拓
司
次
期
研
究
科
長
（
11
月
15
日
よ
り

研
究
科
長
）
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
６
名
の
報
告
者
か
ら
質
の
高
い
報
告
が

あ
り
、
活
発
に
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ハ
ワ
イ
大
学College 

of Social Sciences

の
デ
ニ
ス
・
コ
ナ
ン
学
長
も
ご
参
加
く
だ
さ
り
、

Closing Rem
arks

で
ス
ピ
ー
チ
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
経
済
学
研
究

科
か
ら
は
、
金
京
拓
司
教
授
、
衣
笠
智
子
教
授
、
茂
木
快
治
准
教
授
、
井

上
ち
ひ
ろ
講
師
の
４
名
が
参
加
し
、
茂
木
准
教
授
と
井
上
講
師
が
研
究
報
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告
を
し
ま
し
た
。

京
阪
神
の
３
大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　

９
月
27
日
、
本
学
な
ど
京
阪
神
の
３
国
立
大
学
（
京
都
、
大
阪
、
神
戸
）

の
総
長
・
学
長
が
経
済
界
と
討
論
す
る
「
３
大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
日

本
経
済
新
聞
社
、
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
）
が
大
阪
市
内
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
人
口
減
社
会
に
挑
む
〜
産
学
共
創
が
ひ
ら
く

未
来
」。

　

神
戸
大
学
の
藤
澤
正
人
学
長
、
京
都
大
学
の
湊
長
博
総
長
、
大
阪
大
学

の
西
尾
章
治
郎
総
長
、
化
学
メ
ー
カ
ー
・
ダ
イ
セ
ル
（
大
阪
市
）
の
小
河

義
美
社
長
、
働
く
母
親
を
総
合
的
に
支
援
す
る
マ
ザ
ー
ネ
ッ
ト
（
大
阪
市
）

の
上
田
理
恵
子
社
長
が
、
人
口
減
社
会
に
お
け
る
産
学
の
役
割
や
連
携
な

ど
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

メ
ド
テ
ッ
ク
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
竣
工

　

10
月
12
日
、
神
戸
大
学
医
学
研
究
科
は
、
メ
ド
テ
ッ
ク
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
（M

IC

：M
edT

ech Innovation Center

）
の
竣
工
式
及

び
開
所
記
念
式
典
を
同
セ
ン
タ
ー
に
て
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

メ
ド
テ
ッ
ク
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
内
閣
府
の
地
方
大
学
・

地
域
産
業
創
生
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、
神
戸
市
と
共
に
推
進
し
て
い
る

神
戸
未
来
医
療
構
想
の
下
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
地
区
に
位
置
す
る
医
学

部
附
属
病
院
国
際
が
ん
医
療
・
研
究
セ
ン
タ
ー
と
直
結
す
る
新
た
な
医
療

機
器
開
発
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
冒
頭
に
藤
澤
正

人
学
長
、
村
上
卓
道
医
学
研
究
科
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
神
戸
大
学
や
医

学
研
究
科
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
医
療
機
器
開
発
な
ど
に
関
す
る
取
組

と
関
係
者
へ
の
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
学
長
表
彰
式
を
開
催

　

10
月
17
日
、
神
戸
大
学
は
令
和
６
年
度
学
長
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

学
長
表
彰
は
、
教
育
研
究
、
事
務
運
営
、
そ
の
他
業
務
上
の
功
績
が
極
め

て
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
教
職
員
と
、
外
部
資
金
に
措
置
さ
れ
る
間

接
経
費
の
獲
得
を
通
じ
本
学
の
財
務
上
の
貢
献
が
著
し
い
研
究
者
（
財
務

貢
献
者
）
に
対
し
、
そ
の
功
績
を
称
え
る
と
と
も
に
、
今
後
の
一
層
の
活

躍
を
願
っ
て
学
長
か
ら
行
う
も
の
で
、
本
年
度
の
被
表
彰
者
は
３
グ
ル
ー

プ
と
教
員
１
名
、
財
務
貢
献
者
は
83
名
で
し
た
。
表
彰
式
は
、
教
育
研
究

評
議
会
後
、
大
会
議
室
に
お
い
て
行
わ
れ
、
被
表
彰
者
（
財
務
貢
献
者
は

代
表
２
名
が
出
席
）
に
学
長
か
ら
表
彰
状
と
報
奨
金
の
目
録
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

第
３
回
日
印
大
学
等
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加

　

10
月
19
日
、
イ
ン
ド
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
市
内
のT

he Grand N
ew

 

D
elhi

に
お
い
て
「
第
３
回
日
印
大
学
等
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、

本
学
か
ら
玉
置
久
理
事
・
国
際
連
携
推
進
機
構
長
、
富
永
圭
介
分
子
フ
ォ

ト
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
「
日
印
頭
脳
循
環
の
促
進
と
そ
の
人
材
の
活

用
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
印
双
方
の
大
学
長
等
が
一
堂
に
会
し
、
両
国
大
学

間
の
連
携
拡
大
に
向
け
た
懇
談
や
、
共
通
の
課
題
等
に
つ
い
て
議
論
し
ま

し
た
。
日
本
側
か
ら
は
43
機
関
、
イ
ン
ド
側
か
ら
は
36
機
関
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
中
に
設
け
ら
れ
た
個
別
会
合
で
は
、
イ
ン

ド
側
出
席
大
学
等
６
校
と
懇
談
し
、
今
後
の
交
流
拡
大
や
学
術
交
流
協
定
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締
結
に
向
け
た
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
加
を

通
し
て
、
今
後
の
本
学
と
イ
ン
ド
と
の
学
術
交
流
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

令
和
６
年
度
収
穫
祭
を
開
催

　

10
月
25
日
、
農
学
研
究
科
附
属
食
資
源
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
（
加
西
市
）

で
令
和
６
年
度
収
穫
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
収
穫
祭
は
、
主
と
し
て
農
作

物
の
収
穫
に
感
謝
し
、
翌
年
の
豊
作
を
祈
念
す
る
祭
り
で
す
。

　

来
賓
と
し
て
、
高
橋
晴
彦
加
西
市
長
、
塩
谷
嘉
宏
兵
庫
県
立
農
林
水
産

技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
ら
を
お
招
き
し
、
ま
た
、
学
内
か
ら
は
藤
澤
正

人
学
長
を
は
じ
め
木
戸
良
明
理
事
、
森
山
睦
理
事
ら
が
出
席
し
て
、
総
勢

61
名
が
収
穫
祭
に
参
加
し
ま
し
た
。

第
18
回
神
戸
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
を
開
催

　

10
月
26
日
、
第
18
回
神
戸
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
催
前
は
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
雨
に
降
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
午

前
に
全
学
式
典
、
ラ
ン
チ
パ
ー
テ
ィ
ー
、
午
後
は
各
学
部
企
画
や
留
学
生

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
等
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

の
方
も
含
め
、
卒
業
生
や
地
域
の
方
、
学
生
、
教
職
員
等
延
べ
約
２
千
人

の
方
に
参
加
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は
初
の
企
画
と
し
て
、O

N
E 

K
O
BE FA

M
ILY

を
テ
ー
マ
と
し
た
国
際
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
を
、
留
学

生
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
後
に
百
年
記
念
館
ホ
ワ
イ
エ
で
開
催
し
、
国
際

色
豊
か
な
卒
業
生
、
在
学
生
、
教
職
員
等
の
盛
況
な
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

出
光
佐
三
記
念
六
甲
台
講
堂
に
お
い
て
実
施
し
た
全
学
式
典
は
、
応
援

団
吹
奏
楽
部
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
始
ま
り
、
学
長
挨
拶
、

校
友
会
長
挨
拶
、
本
学
卒
業
生
で
小
説
家
の
福
田
和
代
氏
（
平
２
工
）
に

よ
る
記
念
講
演
、
職
員
に
よ
る
統
合
報
告
書
・
シ
ン
ダ
イ
シ
ン
ポ
に
つ
い

て
の
発
表
、
医
学
部
生
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「K

obe M
ed 

Connect

」
の
能
登
半
島
地
震
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告
、
混
声

合
唱
団
ア
ポ
ロ
ン
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
、
応
援
団
と
応
援
団
吹
奏
楽
部
に
よ

る
演
舞
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
in
東
京
」
が
東
京
六
甲
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
、

関
東
在
住
の
卒
業
生
23
名
の
方
々
が
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
通
し
て
式
典
を

楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

六
甲
台
５
部
局
企
画
で
は
、
六
甲
台
講
堂
で
弁
護
士
の
水
野
祐
氏
（
平

19
神
戸
大
学
法
科
大
学
院
修
了
）
に
よ
る
記
念
講
演
会
を
開
催
（
演
題

「
21
世
紀
に
必
要
な
法
の
デ
ザ
イ
ン
」）。
そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
昭
和

59
年
卒
（
卒
業
40
周
年
）
と
平
成
６
年
卒
（
卒
業
30
周
年
）
の
同
期
会
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
企
画
と
し
て
、
子
供
向
け
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
企
画
（H

allow
een Children’s D

ay

）
が
開
催
さ
れ
、
地
域
住

民
の
方
々
が
家
族
づ
れ
で
た
く
さ
ん
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

第
21
回
留
学
生
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
を
開
催

　

10
月
26
日
、
第
21
回
留
学
生
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
を
六
甲
ホ
ー
ル
に

て
開
催
し
ま
し
た
。
司
会
は
、
神
戸
大
学
修
了
留
学
生
の
ヘ
リ
ニ
ャ
ン
・

ア
ン
ド
レ
イ
・
マ
リ
ャ
ン
さ
ん
（
２
０
２
２
年
人
文
学
研
究
科
修
了
）
と

在
学
留
学
生
バ
ル
ジ
ン
ニ
ャ
ム
・
ハ
ジ
ド
ツ
ェ
ツ
ェ
ク
さ
ん
（
経
営
学
部
）

の
２
人
が
務
め
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
（
日
・
英
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
企
画
の
「
よ
う
こ
そ
先
輩
！
神
戸
大
学
へ
」
で
は
、
村
上
春
樹

作
品
の
ス
ペ
イ
ン
語
翻
訳
者
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ア
ル
バ
レ
ス
・
マ
ル
テ
ィ
ネ

ス
さ
ん
（
２
０
１
４
年
国
際
文
化
学
研
究
科
修
了
）
が
、「
言
語
と
異
文
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化
へ
の
愛
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
多
様
な

言
語
と
の
関
わ
り
や
神
戸
大
学
で
の
思
い
出
、
翻
訳
者
と
し
て
の
経
験
を

語
ら
れ
、
言
語
と
異
文
化
へ
の
情
熱
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
マ
ル
テ
ィ
ネ

ス
さ
ん
の
翻
訳
者
と
し
て
の
経
験
は
多
く
の
聴
衆
の
関
心
を
捉
え
た
よ
う

で
、
翻
訳
に
関
す
る
質
問
も
な
さ
れ
活
発
な
や
り
取
り
が
あ
り
ま
し
た
。

神
戸
医
療
産
業
都
市
一
般
公
開
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

11
月
２
日
、
神
戸
大
学
デ
ジ
タ
ル
バ
イ
オ
・
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
リ
サ

ー
チ
パ
ー
ク
推
進
機
構
統
合
研
究
拠
点
は
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
地
区
で

開
催
さ
れ
た
神
戸
医
療
産
業
都
市
機
構
主
催
の
「
神
戸
医
療
産
業
都
市
一

般
公
開
」
イ
ベ
ン
ト
に
参
画
団
体
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
神
戸
大
学
企

画
と
し
て
「
神
戸
大
学
が
つ
く
る
ミ
ラ
イ
の
か
た
ち
」
と
題
し
た
講
演
会

や
神
戸
大
学
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く

の
天
気
と
な
り
ま
し
た
が
、
神
戸
市
内
の
み
な
ら
ず
、
市
外
、
そ
し
て
県

外
か
ら
も
約
５
６
０
人
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
神
戸
大
学
が
つ
く
る
ミ
ラ
イ
の
か
た
ち
」
で
は
、「
ミ
ラ
イ
を
つ
く
る
、

こ
こ
か
ら
始
ま
る
。
神
戸
大
学
が
つ
く
る
ミ
ラ
イ
は
あ
な
た
の
未
来
に
つ

な
が
る
の
か
？
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
微
生
物
を
使
っ
た
も
の
づ
く
り
と

新
し
い
医
療
機
器
の
開
発
に
つ
い
て
発
表
し
、
約
40
人
の
方
々
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

第
３
回
学
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
トO

-BU
C
s

で
神
戸
大
学
起

業
部
のSkin N

otes

が
理
事
長
賞
（
グ
ラ
ン
プ
リ
）
を
受
賞

　

11
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
３
回
学
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス

トO
-BU

Cs

（
オ
ブ
ッ
ク
ス
）」（
主
催
：
大
阪
信
用
金
庫
）
に
お
い
て
、 

神
戸
大
学
起
業
部
のSkin N

otes

（
代
表
：
竹
内
悠
人
さ
ん
、
農
学
部
４

年
）
が
「
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
小
学
生
向
け
痒
み
を
抑
え
る
緑
茶
染
め
シ

ャ
ツ
開
発
事
業
」
を
発
表
し
、
理
事
長
賞
（
グ
ラ
ン
プ
リ
）
を
受
賞
し
ま

し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
竹
内
悠
人
さ
ん
（
農
学
部
４
年
）、
中
野
拓
実
さ

ん
（
経
営
学
部
３
年
）、
北
野
ま
ど
か
さ
ん
（
経
営
学
部
３
年
）。

（
理
事
・
副
学
長
、
経
営
学
研
究
科
教
授　

松
尾
貴
巳
）
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◇
各
部
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
法
学
研
究
科
・
法
科
大
学
院
・
法
学
部
】

〇
令
和
６
年
11
月
６
日
（
水
）
に
令
和
６
年
度
の
司
法
試
験
合
格
者
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
神
戸
大
学
法
科
大
学
院
は
、
合
格
者
51
人
で
全
国
９

位
、
合
格
率
37
・
５
％
で
全
国
10
位
（
首
位
の
予
備
試
験
合
格
者
を
除

く
と
そ
れ
ぞ
れ
８
位
、
９
位
）
で
し
た
。

　
　

ま
た
、
11
月
９
日
（
土
）
午
後
５
時
か
ら
、
合
格
者
祝
賀
会
が
瀧
川

記
念
学
術
交
流
会
館
に
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

〇
神
戸
大
学
六
甲
法
友
会
主
催
「
企
業
法
務
と
神
戸
大
学
法
科
大
学
院
の

歩
み
」
が
下
記
要
領
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日　

時　

令
和
６
年
11
月
19
日
（
火
）
午
後
６
時
30
分
〜
午
後
９
時

　

場　

所　

東
京
六
甲
ク
ラ
ブ
（
帝
劇
ビ
ル
地
下
２
階
）

　

講　

演　
「「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
企
業
内
法
務
」
が
法
科
大
学
院
及
び
法

学
研
究
に
も
た
ら
し
た
も
の
」

　
　
　
　
　
神
戸
大
学
法
科
大
学
院
教
授　

中
川　

丈
久　

氏

　
　
　
　
　
「
取
引
契
約
書
作
成
・
審
査
の
着
眼
点
」

　
　
　
　
　
㈱
日
立
製
作
所
法
務
本
部
（
鉄
道
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
経
営

企
画
本
部
兼
務
）　

飯
田　

浩
隆　

氏

〇
砂
原
庸
介
教
授
が
、
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
で
行
わ

れ
た
ア
ジ
ア
行
政
学
会
ほ
か
の
共
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（T

he 2024 
A
A
PA

-ERO
PA

-A
GPA

-IA
PA

 Joint Conference

）
に
てBest 

Paper A
w
ard

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
法
学
研
究
科
教
授　

行
澤
一
人
）

【
経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部
】

〇
髙
橋
眞
一
名
誉
教
授
が
令
和
６
年
秋
の
叙
勲
で
瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

〇
佐
野
晋
平
教
授
が
第
67
回
日
経
・
経
済
図
書
文
化
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
　

受
賞
作
品
『
教
育
投
資
の
経
済
学
』（
日
本
経
済
新
聞
出
版
）
は
、

経
済
学
を
用
い
教
育
問
題
を
分
析
す
る
教
育
経
済
学
の
知
見
を
紹
介
し

た
も
の
で
あ
り
、
海
外
だ
け
で
は
な
く
日
本
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
豊
富
に

紹
介
し
た
優
れ
た
啓
蒙
書
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

〇
「
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
セ
ミ
ナ
ー
〜
Ｉ
Ｍ
Ｆ
で
未
来
を
描
く
〜
」

が
本
学
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
２
０
２
４
年
11
月
18
日
）。

　
　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
人
事
局
長
や
同
ア
ジ
ア
太
平
洋
局
次
長
等
が
登
壇
さ
れ
、
経

済
学
や
関
連
分
野
を
学
ぶ
学
生
た
ち
に
向
け
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
で
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
の
可
能
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

（
経
済
学
研
究
科
教
授　

鈴
木　

純
）

六
甲
台
だ
よ
り
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【
経
営
学
研
究
科
・
経
営
学
部
】

〇
「
神
戸
大
学
Ｍ
Ｂ
Ａ
多
様
性
推
進
基
金
」
を
設
立
し
ま
し
た

　
　

こ
の
度
、
神
戸
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
は
「
神
戸
大
学
Ｍ
Ｂ
Ａ

多
様
性
推
進
基
金
」
を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
基
金
は
、「
神
戸

大
学
Ｍ
Ｂ
Ａ
に
も
っ
と
多
様
性
を
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
よ
り
多
様
な

知
識
と
経
験
を
持
つ
人
材
が
Ｍ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
切
磋
琢
磨
で
き
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
ま
す
場
合
、
神
戸
大
学
基
金
よ
り
寄
附
の

項
目
と
し
て
「
神
戸
大
学
Ｍ
Ｂ
Ａ
多
様
性
推
進
基
金
」
を
選
択
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
ご
寄
附
い
た
だ
け
ま
す
。

〇
Ｍ
Ｂ
Ａ
論
文
審
査
及
び
修
了
式
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

　
　

Ｍ
Ｂ
Ａ
学
生
に
対
す
る
博
士
課
程
前
期
課
程
の
修
了
判
定
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
判
定
に
合
格
し
た
の
は
、
２
０
２
３
年
度
入
学
生
66
名
全
員

が
合
格
を
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
合
格
Ｍ
Ｂ
Ａ
学
生
に
対
し
て
は
、
９
月

28
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
学
位
授
与
式
に
お
い
て
國
部
克
彦
経
営
学

研
究
科
長
か
ら
学
位
記
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
修
了
式
に
先
立
つ
９
月
14
日
（
土
）
に
は
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
論
文
の

報
告
会
と
し
て
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

で
は
、
ポ
ス
タ
ー
の
内
容
を
説
明
す
る
学
生
と
、
そ
れ
を
聞
く
参
加
者

と
の
活
発
な
討
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

○
Ｍ
Ｂ
Ａ
35
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　
　

神
戸
大
学
Ｍ
Ｂ
Ａ
は
２
０
２
４
年
に
35
周
年
を
迎
え
、
記
念
イ
ベ
ン

ト
をM

BA

 Cafe

、
現
代
経
営
学
研
究
所
と
合
同
で
次
の
通
り
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
神
戸
大
学
Ｍ
Ｂ
Ａ
と
Ｍ
Ｂ
Ａ
カ
フ
ェ
の
こ
れ
ま
で
と

こ
れ
か
ら
」

　

日　

時　

11
月
３
日
（
日
）
午
後
１
時
〜
５
時

　

会　

場　

神
戸
大
学
出
光
佐
三
記
念
六
甲
台
講
堂

○
Ｍ
Ｂ
Ａ
体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

　
　

以
下
の
日
程
に
お
き
ま
し
て
、
神
戸
大
学
Ｍ
Ｂ
Ａ
公
開
セ
ミ
ナ
ー
を
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

・
第
81
回
「
ハ
ー
ド
ル
の
あ
る
人
の
Ｍ
Ｂ
Ａ
ラ
イ
フ
」

　

日　

時　

９
月
11
日
（
水
）
午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

　

担　

当　

石
神　

理
予　

氏
（
神
戸
大
学
Ｍ
Ｂ
Ａ
２
０
２
３
年
入
学
生
）

　
　
　
　
　

多
賀
麻
利
恵　

氏
（
神
戸
大
学
Ｍ
Ｂ
Ａ
２
０
２
３
年
入
学
生
）

　
　
　
　
　

田
中　

優
元　

氏
（
神
戸
大
学
Ｍ
Ｂ
Ａ
２
０
２
３
年
入
学
生
）

　
　
　
　
　

井
澤
久
美
子　

氏
（
神
戸
大
学
Ｍ
Ｂ
Ａ
２
０
２
２
年
入
学
生
）

　
　
　
　
　

佐
々
木　

優　

氏
（
神
戸
大
学
Ｍ
Ｂ
Ａ
２
０
２
３
年
入
学
生
）

　
　
　
　
　

谷
本
香
奈
枝　

氏
（
神
戸
大
学
Ｍ
Ｂ
Ａ
２
０
２
３
年
入
学
生
）

・
第
82
回
「
神
戸
大
学
Ｍ
Ｂ
Ａ
修
士
論
文
の
リ
ア
ル
」

　

日　

時　

10
月
９
日
（
水
）
午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

　

担　

当　

田
島　

功
規　

氏
（
神
戸
大
学
Ｍ
Ｂ
Ａ
２
０
２
３
年
入
学
生
）

　
　
　
　
　

豊
原　

彩
加　

氏
（
神
戸
大
学
Ｍ
Ｂ
Ａ
２
０
２
３
年
入
学
生
）

　
　
　
　
　

西
山　

英
毅　

氏
（
神
戸
大
学
Ｍ
Ｂ
Ａ
２
０
２
３
年
入
学
生
）

○
お
詫
び
と
訂
正

　
　

前
号
本
欄
に
お
い
て
、
10
月
１
日
付
採
用
の
小
田
特
命
教
授
の
氏
名

を
誤
っ
て
記
載
し
て
お
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
（
誤
）
特
命
教
授　

小
田　

展
政

　
（
正
）
特
命
教
授　

小
田　

展
正

（
経
営
学
研
究
科
教
授　

清
水
泰
洋
）
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【
国
際
協
力
研
究
科
】

〇
教
員
の
異
動

　

採　

用　

11
月
１
日
付

　
　

政
治
社
会
発
展
論
講
座

　
　

特
命
准
教
授　

M
A
RIA

N
A　

CO
O
LICA

N

（
国
際
協
力
研
究
科
教
授　

四
本
健
二
）

【
経
済
経
営
研
究
所
】

〇
教
員
の
異
動

　

退　

職　

12
月
31
日
付

　
　

特
命
講
師　

田
中　

克
幸

〇
２
０
２
４
年
８
月
６
日
、
兼
松
株
式
会
社
創
業
１
３
５
周
年
記
念
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
企
業
活
動
を
実
現
す
る
た
め
に
〜
文

化
の
価
値
観
の
違
い
を
乗
り
越
え
〜
」（
兼
松
株
式
会
社
／
公
益
財
団

法
人
兼
松
貿
易
研
究
基
金
主
催
、
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
／
一
橋

大
学
大
学
院
経
営
学
管
理
研
究
科
共
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
　

当
研
究
所
か
ら
は
、
江
夏
幾
多
郎
准
教
授
が
「
挑
戦
す
る
人
を
支
え

る
組
織
と
人
事
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

詳
細
はhttps://w

w
w
.rieb.kobe-u.ac.jp/topics/2024/20240806.

htm
l

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
図
書
の
刊
行

　

尾
脇
秀
和
（
著
）

　
『
女
の
氏
名
誕
生
―
人
名
へ
の
こ
だ
わ
り
は
い
か
に
し
て
生
ま
れ
た
の
か
』

ち
く
ま
新
書
１
８
１
８

筑
摩
書
房　

２
０
２
４
年
９
月

　

榎
本
正
博
・
國
本
光
正
・
加
島
美
和
（
編
）

　
『
鐘
紡
資
料
叢
書　

社
長
訓
示
編　

第
13
巻
』
研
究
叢
書
90　

神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所　

２
０
２
４
年
９
月

　

江
夏
幾
多
郎
・
田
中
秀
樹
・
余
合
淳
（
共
著
）

　
『
人
事
管
理
の
リ
サ
ー
チ
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
・
ギ
ャ
ッ
プ
―
日
本
に
お

け
る
関
心
の
分
化
と
架
橋
』

有
斐
閣　

２
０
２
４
年
11
月

（
経
済
経
営
研
究
所
准
教
授　

村
上
善
道
）
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66

66

6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6

6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6

本
部
事
務
局
だ
よ
り

◇
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
の
開
催

　

10
月
26
日
（
土
）、
第
18
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
六
甲
台
５
部
局
と
凌
霜
会
の
共
催
で
講
演
会
を
開
催
し
、
学

部
企
画
の
講
師
と
し
て
、
弁
護
士
の
水
野
祐
氏
（
平
19
法
科
大
学
院
修
了
）

を
お
招
き
し
「
21
世
紀
に
必
要
な
法
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
制
約
が
な
く
な
り
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の

卒
業
生
に
来
校
頂
き
成
功
裏
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

同
期
会
は
10
年
刻
み
の
年
次
（
昭
和
59
年
卒
、
平
成
６
年
卒
）
が
約
１

０
０
名
参
加
さ
れ
、
正
門
の
大
階
段
で
集
合
写
真
を
撮
っ
た
り
、
昔
の
懐

か
し
い
写
真
を
映
像
で
見
る
な
ど
和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
で
旧
友
と
親

交
を
深
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

◇
ご
芳
志
寄
附
者
ご
芳
名
と
お
願
い

　

期
間　

令
和
６
年
９
月
〜
11
月

　

山
本　

　

学
様
（
昭
56
経
）　　

　
　
　
　
　
　
　

１
万
円

　

昭
和
39
年
卒
同
期
会
御
一
同
様
（
卒
業
60
周
年
）　

８
万
２
千
円

　

ご
寄
附
を
賜
り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
平
成
25
年
以
来
お
志
を
お
寄
せ
頂
き
ま
し
た
の
は
76
件
７
３
７
万
９

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
新
会
員
シ
ス
テ
ム
を
11
月
に
導
入
し
、
４
５
５
万
円
を
ご
芳

志
か
ら
支
払
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
残
額
は
２
８
２
万
９
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

凌
霜
会
は
一
般
社
団
法
人
移
行
時
、
剰
余
金
な
し
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
、
財
政
上
の
弾
力
性
を
欠
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
会
員
の
皆

様
に
引
き
続
き
「
ご
芳
志
」
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
芳
志
の
振
込
先
は
次
の
通
り
で
す
。

　

銀
行
名　

　
　
　

三
井
住
友
銀
行
六
甲
支
店

　

口
座
名
義　

　
　

一
般
社
団
法
人
凌
霜
会
寄
附
口

　

口
座
番
号　

　
　

４
４
０
７
４
５
２

　

（
注
）
同
姓
同
名
の
混
同
を
避
け
る
た
め
、
振
込
依
頼
人
蘭
に
①
卒
業
・

修
了
年
次
（
昭
和
は
Ｓ
、
平
成
は
Ｈ
、
令
和
は
Ｒ
）
②
出
身
学

部
・
研
究
科
名
③
氏
名
―
の
順
に
ご
記
入
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
一
般
社
団
法
人
凌
霜
会
事
務
局
）
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２
０
２
４
年
に
入
っ
て
か
ら
、
国
立
大
学
の
授
業
料
に
つ
い
て
ニ
ュ
ー

ス
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
４
月
に
、
文
部
科
学
省

が
外
国
人
留
学
生
に
求
め
る
授
業
料
の
上
限
が
撤
廃
さ
れ
、
自
由
に
定
め

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
中
央
教
育
審
議
会
の
議
論
で
は
、
国
立

大
学
の
学
費
を
年
１
５
０
万
円
に
上
げ
る
べ
き
だ
と
い
う
提
言
が
議
論
を

呼
ん
だ
こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
で
す
。
よ
り
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ

た
の
が
、
東
京
大
学
が
授
業
料
を
次
年
度
よ
り
２
割
引
き
上
げ
る
こ
と
に

つ
い
て
発
表
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
５
月
に
検
討
が
報
じ
ら
れ
、
９
月
に

は
正
式
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
国
立
大
学
の
授
業
料
の
標
準
額
は
、

年
間
53
万
５
、
８
０
０
円
で
す
。
各
大
学
は
標
準
額
を
基
準
と
し
、
そ
の

20
％
増
を
上
限
と
し
て
年
間
の
授
業
料
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

標
準
額
よ
り
高
い
授
業
料
が
設
定
さ
れ
て
い
る
大
学
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

標
準
額
は
２
０
０
５
年
に
値
上
げ
さ
れ
て
か
ら
20
年
近
く
据
え
置
か
れ
て

お
り
、
結
果
と
し
て
、
大
多
数
の
国
立
大
学
の
授
業
料
は
維
持
さ
れ
続
け

て
き
ま
し
た
。

　

国
立
大
学
以
外
の
場
所
で
も
、
大
学
の
授
業
料
が
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
例
え
ば
、
英
国
で
は
、
英
国
人
学
生
の
授
業

料
の
上
限
額
が
９
、
５
３
５
ポ
ン
ド
（
約
１
９
０
万
円
）
に
値
上
げ
さ
れ

る
と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
英
国
の
大
学
の
場
合
、
海
外
留
学
生
に

対
す
る
授
業
料
を
高
額
に
す
る
こ
と
に
よ
り
大
学
財
政
を
維
持
し
て
き
た

も
の
の
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
の
影
響
や
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
留
学
生

収
入
に
期
待
で
き
な
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。
あ
る
英
国
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
の
大
学
教
員
か
ら
は
、 

６
０
０
か
ら
７
０
０
名
の
１
年
制
修
士
課
程
の

学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
相
当
数
が
英

国
内
学
生
よ
り
も
学
費
の
高
い
留
学
生
で
、
留
学
生
か
ら
の
授
業
料
収
入

が
大
き
な
大
学
の
収
入
源
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
留
学
生
の
減
少
が

大
学
財
政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。
ど
の
国
や

地
域
に
お
い
て
も
、
大
学
の
授
業
料
は
耳
目
を
集
め
る
問
題
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　

日
本
に
話
を
戻
し
ま
す
。
国
立
大
学
の
収
入
は
、
附
属
病
院
か
ら
の
収

益
を
除
く
と
、
国
庫
か
ら
支
出
さ
れ
る
運
営
費
交
付
金
と
、
学
生
が
納
付

す
る
入
学
金
・
授
業
料
が
そ
の
相
当
部
分
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
神
戸
大

学
の
２
０
２
３
年
度
の
財
務
諸
表
を
読
ん
で
み
ま
す
と
、
附
属
病
院
収
益

を
除
い
た
経
常
収
益
の
う
ち
、
運
営
費
交
付
金
、
授
業
料
・
入
学
金
が
７

割
近
く
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
運
営
費
交
付
金
は
、
各
大

学
の
評
価
に
基
づ
い
て
配
分
さ
れ
る
部
分
も
あ
り
、
大
学
ご
と
に
状
況
は

多
少
異
な
り
ま
す
が
、
全
体
と
し
て
は
減
少
傾
向
で
す
。
国
立
大
学
全
体

と
し
て
は
国
立
大
学
法
人
化
が
ス
タ
ー
ト
し
た
２
０
０
４
年
度
に
は
１
兆

２
、
４
１
５
億
円
だ
っ
た
も
の
が
、
２
０
２
４
年
度
に
は
１
兆
７
８
４
億

円
へ
と
15
％
近
く
減
少
し
て
い
ま
す
。
神
戸
大
学
に
お
い
て
も
、
同
じ
期

間
で
２
２
９
億
円
か
ら
２
１
１
億
円
へ
と
９
％
ほ
ど
の
減
少
が
見
ら
れ
ま

す
。
減
少
幅
が
国
立
大
学
全
体
に
対
し
て
よ
り
も
小
さ
い
の
は
、
大
学
に

対
す
る
評
価
が
反
映
さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。
こ
れ
自
体
は
良
い
こ
と
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
減
少
と
い
う
事
実
は
厳
然
と
し
て
存
在
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
大
学
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
や
期
待
は
、
こ
れ
ら
の
収
入
削
減

と
は
関
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
先
の
東
京
大
学
に
関
わ
る
報
道
に
お
い
て

（
公
財
）神
戸
大
学
六
甲
台
後
援
会
だ
よ
り（
79
）
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も
、
収
入
の
増
加
額
は
大
学
の
環
境
整
備
の
た
め
に
必
要
な
金
額
の
ご
く

わ
ず
か
し
か
賄
え
ま
せ
ん
。
大
学
の
教
育
機
会
の
維
持
の
た
め
、
授
業
料

収
入
の
値
上
げ
は
学
生
支
援
の
拡
充
と
セ
ッ
ト
で
行
わ
れ
る
こ
と
も
強
調

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
学
生
や
保
護
者
の
負
担
増
は
憂
慮
す
べ
き
事
実
で
あ

る
一
方
で
、
授
業
料
値
上
げ
だ
け
で
は
収
入
不
足
の
問
題
は
解
決
で
き
ま

せ
ん
。

　

収
入
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
で
、
大
学
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
部
局
は

様
々
な
支
出
削
減
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
教
育
水
準
を
直
接
的
に
下
げ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
し
わ
寄
せ
は
当
然
な
が
ら
間
接
部
門
や

教
員
研
究
費
に
向
か
い
ま
す
。
直
接
的
に
は
研
究
費
の
削
減
や
、
研
究
資

料
の
大
学
で
の
購
入
停
止
な
ど
が
多
く
の
大
学
で
、
そ
し
て
神
戸
大
学
で

も
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
ど
こ
ど
こ
の
大
学
で
、
著
名
な
雑
誌
に
掲
載
さ

れ
た
論
文
を
入
手
す
る
こ
と
さ
え
教
員
の
個
人
負
担
に
な
っ
て
い
る
、
と

い
う
話
は
折
々
に
耳
に
す
る
話
で
す
。
日
常
的
な
、
ま
た
大
小
の
研
究
支

援
や
事
務
支
援
な
ど
が
、
教
員
で
も
で
き
る
こ
と
は
教
員
が
す
る
よ
う
に
、

と
い
う
形
で
あ
る
種
「
効
率
化
」
さ
れ
て
行
き
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
っ
て
紙
の
書
類
の
冗
長
な
や
り
と
り
が
な
く
な
り
、
そ
の
面
で
は
効
率

化
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、
負
担
増
は
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

幸
か
不
幸
か
、
神
戸
大
学
の
社
会
科
学
系
部
局
は
、
逆
風
下
に
あ
る
こ

と
に
疑
い
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
中
で
は
比
較
的
恵
ま
れ
た
教
育
研
究
環

境
に
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
同
窓
生
の
皆
様
か
ら
の

温
か
い
ご
支
援
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
在
外
研
究

を
は
じ
め
と
す
る
国
際
交
流
活
動
や
、
研
究
成
果
の
発
表
を
は
じ
め
、
研

究
教
育
活
動
に
六
甲
台
後
援
会
か
ら
多
く
の
援
助
を
賜
っ
て
き
ま
し
た
。

過
去
の
「
六
甲
台
後
援
会
だ
よ
り
」
を
ひ
も
と
く
と
、
同
窓
生
の
支
援
の

下
に
本
会
を
通
じ
て
六
甲
台
５
部
局
へ
の
援
助
が
行
わ
れ
て
き
た
か
が
詳

細
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
皆
様
の
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
の
お
願
い
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

（
経
営
学
研
究
科
教
授　

清
水
泰
洋
）

い
つ
も
皆
様
の
ご
寄
附
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

前
号
で
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
以
降
、
11
月
７
日
現
在
で
の
ご
報

告
と
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
皆
様
か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

金
額
別
に
、
匿
名
様
（
昭
59
法
）
千
円
、
不
動
雅
一
様
（
昭
41
経
済
）、

山
口
裕
康
様
（
昭
61
経
営
）
各
５
千
円
、
匿
名
様
（
昭
30
法
）、
野
間　

修
様
（
昭
45
法
）、
木
村
三
男
様
（
昭
45
法
）、
出
原  

敏
様
（
昭
47
法
）、

匿
名
様
（
昭
58
法
）、
城
井
康
信
様
（
昭
34
経
済
）、
檀
上
晃
利
様
（
昭
34

経
済
）、
五
百
旗
頭
邦
夫
様
（
昭
35
経
済
）、
杉
田
文
夫
様
（
昭
36
経
済
）、

堀
野　

勲
様
（
昭
37
経
済
）、
大
西
茂
雄
様
（
昭
42
経
済
）、
久
保　

久
様

（
昭
46
経
済
）、
福
田
雄
二
様
（
昭
54
経
済
）、
池
田
浩
久
様
（
昭
58
経
済
）、

角
井
拓
哉
様（
令
５
経
済
）、古
瀬
清
人
様（
昭
32
経
営
）、村
主
慶
一
様（
昭

35
経
営
）、
匿
名
様
（
昭
43
経
営
）、
水
上
明
彦
様
（
昭
45
経
営
）、
岡　

泰

史
様
（
昭
46
経
営
）、
匿
名
様
（
昭
49
経
営
）、
志
广
雅
美
様
（
昭
55
経
営
）

各
１
万
円
、
橋
本　

隆
様
（
昭
31
経
済
）、
吉
本
隆
太
郎
様
（
昭
40
経
済
）、

稲
田
禎
之
様
（
平
６
経
済
）、
谷
川
行
徳
様
（
昭
51
経
営
）
各
２
万
円
、

宇
佐
美
禎
三
様
（
昭
32
経
済
）、
匿
名
様
（
昭
60
経
済
）
各
３
万
円
、
水

島　

昇
様
（
昭
51
法
）、
鶴　

浩
一
様
（
昭
32
経
済
）、
瀧
端
美
博
様
（
昭

49
経
済
）、
倉
島
鍈
一
様
（
昭
35
経
営
）、
正
司
健
一
様
（
昭
52
経
営
）
各
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５
万
円
、
木
村
壽
彦
様
（
昭
46
法
）、
三
谷
史
生
様
（
昭
44
経
済
）、
宮
本

靖
彦
様
（
昭
30
経
営
）、
宮
野　

淳
様
（
昭
42
経
営
）、
田
邉
弘
幸
様
（
昭

43
経
営
）
各
10
万
円
、
末
廣
雅
彦
様
（
昭
36
経
済
）
20
万
円
ご
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
年
、
社
会
科
学
系
４
研
究
科
及
び
経
済
経
営
研
究
所
の
先
生

方
に
お
願
い
し
て
い
る
ご
寄
附
に
つ
い
て
も
次
の
と
お
り
い
た
だ
き
ま
し

た
。
部
局
順
に
法
学
研
究
科
先
生
方
40
名
の
12
万
円
、
経
済
学
研
究
科
先

生
方
34
名
の
10
万
２
千
円
、
経
営
学
研
究
科
先
生
方
49
名
の
17
万
４
千
円
、

国
際
協
力
研
究
科
先
生
方
19
名
の
５
万
７
千
円
、
経
済
経
営
研
究
所
先
生

方
21
名
の
６
万
３
千
円
で
す
。
毎
年
、
先
生
方
に
は
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

お
陰
様
で
、
本
号
で
新
た
に
ご
報
告
で
き
る
寄
附
金
額
は
１
８
３
万
７

千
円
に
な
り
ま
し
た
。
新
年
度
４
月
以
降
の
寄
附
金
額
は
５
５
１
万
４
千

７
百
円
に
な
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

毎
回
お
願
い
し
て
い
ま
す
寄
附
金
の
送
り
先
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
本
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
寄
附
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に

よ
る
ご
寄
附
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る
ご
寄
附
等
）
い
た

だ
け
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
銀
行
送
金
の
場
合
（
メ
ー
ル
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
結
構
で
す
か
ら
、

送
金
の
こ
と
に
つ
い
て
事
務
局
に
ご
一
報
く
だ
さ
い
）

　

銀
行
名　

三
井
住
友
銀
行
六
甲
支
店

　

口
座
番
号　

普
通
預
金　

４
０
６
９
４
９
６

　

口
座
名
義　

公
益
財
団
法
人
神
戸
大
学
六
甲
台
後
援
会

◎
郵
便
振
替
の
場
合
（
通
信
欄
に
卒
業
年
次
と
出
身
学
部
を
ご
記
入
く
だ

さ
い
）

　

口
座
番
号　

０
０
９
８
０
―
９
―
１
１
６
７
７
２

　

口
座
名
義　

公
益
財
団
法
人
神
戸
大
学
六
甲
台
後
援
会

◎
本
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ご
寄
附

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ご
寄
附
」
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
ご
寄
附

い
た
だ
け
ま
す
。https://rokkodaifund.com

/

〒
６
５
７
―
０
０
６
８　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
戸
市
灘
区
篠
原
北
町
４
―
11
―
５　

　
　
　
　

公
益
財
団
法
人
神
戸
大
学
六
甲
台
後
援
会
事
務
局

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
７
８
）
８
６
１
―
３
０
１
３

　
　

　
　

　
　

　
　

　
E-m

ail:k-koenkai@
rokkodaifund.com
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初
代
校
長　

水
島
先
生
の
命
名

　

我
が
凌
霜
会
の
源
流
で
あ
る
旧
神
戸
高
商
の
同
窓
会
は
、
明
治
四
十
年

第
一
回
生
の
卒
業
と
同
時
に
創
立
さ
れ
、
そ
の
後
四
十
二
年
一
月
規
則
を

整
備
し
て
、
そ
の
基
礎
を
確
立
し
た
。
大
正
十
三
年
四
月
二
十
三
日
校
章

の
中
心
で
あ
る
菊
に
因
み
、
い
わ
ゆ
る
「
金
菊
凌
霜
」
の
文
字
か
ら
水
島

校
長
は
同
窓
会
員
と
諮
り
、
本
会
を
「
凌
霜
会
」
と
命
名
、
こ
の
年
九
月

十
二
日
に
社
団
法
人
と
し
て
発
足
し
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
は
昭
和
十
四
年
十
一
月
に
発
行
さ
れ
た
水
島
銕
也
先
生
伝
に
よ
る

も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
伝
記
に
は
凌
霜
の
語
源
は
菊
に
因
み
「
金
菊
凌
霜
」

と
あ
る
だ
け
で
出
典
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
以
来
六
十
年
余
そ
の
ま
ま
明

ら
か
に
さ
れ
ず
今
日
に
至
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

戦
後
発
行
さ
れ
た
凌
霜
誌
そ
の
他
の
刊
行
物
を
み
る
と
、
出
典
を
解
明

し
よ
う
と
努
力
し
た
人
が
何
人
か
い
る
。
私
も
こ
の
こ
と
に
長
く
関
心
を

持
っ
て
い
た
一
人
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
ど
長
年
の
念
願
が
叶
っ
て
出
典
を

発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
去
る
六
月
四
日
、
国
会
図
書
館
で
、
そ
の
原

文
の
コ
ピ
ー
を
手
に
し
た
と
き
正
に
感
慨
無
量
、
驚
喜
に
こ
お
ど
り
せ
ん

ば
か
り
で
あ
っ
た
。
早
速
凌
霜
誌
を
借
り
会
員
諸
兄
に
お
伝
え
す
る
次
第

で
あ
る
。
以
下
発
見
ま
で
の
経
緯
と
出
典
の
全
文
を
紹
介
し
よ
う
。

出
典
求
め
て
諸
先
輩
の
努
力

　

昭
和
三
十
二
年
九
月
発
行
の
凌
霜
誌
一
四
七
号
に
白
沢
和
嘉
夫
氏
（
大

正
六
年
卒
）
の
「
凌
霜
の
語
源
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
一
文
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
白
沢
氏
は
新
聞
記
事
に
出
た
永
井
荷
風
の
日
記
の
中
の
「
凌
霜
子
」

の
文
字
を
頼
り
に
、
そ
の
凌
霜
子
を
探
し
あ
て
、
そ
の
い
わ
れ
を
問
い
合

わ
せ
た
が
、
深
い
意
味
も
な
く
、
そ
の
名
を
つ
け
た
と
い
う
の
み
で
、
白

沢
氏
を
い
た
く
失
望
さ
せ
て
い
る
。
同
氏
は
そ
の
後
も
苦
労
を
重
ね
探
求

を
続
け
、
多
く
の
文
献
を
渉
猟
し
、「
凌
霜
」
の
文
字
の
使
わ
れ
て
い
る

唐
詩
撰
中
の
欧
陽
詹
の
詩
な
ど
、
あ
る
い
は
今
日
わ
れ
わ
れ
の
身
近
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
諸
橋
轍
次
の
大
漢
和
辞
典
の
「
凌
霜
」
の
項
に
つ
い
て

も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
漢
和
辞
典
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

凌
霜　

霜
を
し
の
ぐ
、
菊
が
霜
を
を
か
し
て
咲
く
こ
と
な
ど
に
い
ふ
。

転
じ
て
人
物
の
節
操
の
高
い
こ
と
。

　
　
﹇
謝
霊
運
、
甘
賦
﹈
性
耿
介
而
凌
霜

　
　
﹇
駱
賓
王
、
秋
月
詩
﹈
凌
霜
桂
影
塞

　
　
﹇
李
白
、
鳴
雁
行
﹈
客
居
煙
波
寄
湘
呉
、
凌
霜
觸
雪
毛
體
枯

　

し
か
し
、
こ
の
説
明
に
は
菊
と
い
う
文
字
は
あ
る
が
、
引
用
さ
れ
た
字

句
の
範
囲
で
は
菊
と
い
う
字
は
な
く
、
ま
し
て
や
「
金
菊
」
と
い
う
字
は

凌
霜
会
創
立
１
０
０
周
年
特
別
企
画

　

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
再
録
（「
凌
霜
」
２
９
６
号
・
昭
和
62
年
１
月
）

　

凌
霜
の
語
源　
「
貞
松
擢
秀
、
金
菊
凌
霜
」
に
め
ぐ
り
あ
う

昭
11　

澤　
　

田　
　

修　
　

二



19― ―

出
て
こ
な
い
。
白
沢
氏
は
結
局
い
わ
ゆ
る
「
金
菊
凌
霜
」
に
は
到
達
で
き

な
か
っ
た
と
述
懐
し
、
識
者
の
教
え
を
乞
い
た
い
と
結
ん
で
い
る
。

　

長
く
凌
霜
の
語
源
を
探
求
し
て
き
た
人
の
な
か
に
凌
霜
誌
編
集
委
員
の

古
賀
蔵
人
氏
（
昭
和
四
年
卒
）
が
い
る
。
同
氏
は
昭
和
五
十
一
年
二
月
発

行
の
凌
霜
誌
二
五
〇
号
の
な
か
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
三
年
の
新
春
、
小
雨
の
一
月
十
日
の
こ
と
、
本
科
二
年
生
の
私
は

前
校
長
水
島
先
生
を
熊
内
の
お
宅
に
訪
ね
た
。
先
生
は
前
年
の
六
月
末
に

脳
溢
血
で
臥
床
さ
れ
、
以
来
お
お
む
ね
訪
問
客
を
断
っ
て
お
ら
れ
た
が
、

幸
い
次
第
に
快
方
に
向
か
わ
れ
、
や
っ
と
こ
の
日
の
訪
問
と
な
っ
た
。
こ

の
日
の
最
大
の
収
穫
は
「
菊
水
の
徽
章
の
い
わ
れ
」
で
あ
っ
た
。
先
生
は

病
床
に
起
き
直
ら
れ
、
ご
自
身
の
勲
章
の
瑞
宝
章
を
示
さ
れ
、
か
つ
て
そ

の
形
象
か
ら
菊
水
の
図
案
化
を
思
い
つ
か
れ
た
い
き
さ
つ
を
説
明
さ
れ
た
。

　

そ
の
折
に
、
凌
霜
会
の
名
称
の
こ
と
も
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
お
聞
き
し
た
。

「
凌
霜
と
は
菊
の
こ
と
だ
」
と
先
生
は
言
葉
少
な
に
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
。

面
談
時
間
が
も
う
超
過
し
た
感
じ
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
以
上
お
た
ず
ね
せ

ず
に
、
や
が
て
お
い
と
ま
し
た
。
当
日
お
願
い
し
た
題
字
と
し
て
、
し
ば

ら
く
し
て
色
紙
大
の
「
秋
芳
余
香
」
の
四
字
を
い
た
だ
い
た
が
、
こ
れ
も

頂
戴
す
る
時
に
先
生
が
「
秋
芳
は
秋
の
花
、
特
に
菊
の
こ
と
で
あ
る
」
と

一
言
添
え
ら
れ
た
。
先
生
の
凌
霜
会
命
名
の
お
気
持
ち
の
片
鱗
を
お
聞
き

し
た
だ
け
で
、
そ
の
出
典
ま
で
承
れ
な
か
っ
た
の
は
、
今
と
な
っ
て
は
残

念
で
あ
る
。

二
文
字
に
凝
縮
さ
れ
た
意
図

　

と
こ
ろ
が
実
は
凌
霜
の
語
源
に
つ
い
て
高
商
二
回
の
鈴
木
寛
一
氏
（
明

治
四
十
一
年
卒
）
が
昭
和
三
十
二
年
の
凌
霜
誌
一
四
八
号
で
前
記
の
白
沢

氏
の
記
事
を
受
け
た
形
で
、
凌
霜
名
づ
け
の
経
緯
を
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
鈴
木
氏
は
水
島
銕
也
先
生
伝
記
編
集
委
員
の
一
人
で
、

書
家
と
し
て
名
あ
り
、
東
京
で
は
凌
霜
会
の
会
合
で
は
常
連
の
一
人
で
あ

っ
た
の
で
、
年
配
の
会
員
に
は
な
じ
み
の
方
も
多
い
と
思
う
。

　

鈴
木
氏
に
よ
る
と
、
凌
霜
の
二
字
に
つ
い
て
直
接
水
島
先
生
か
ら
聞
い

た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
凌
霜
の
文
字
は
「
蘇
彦
」
の
「
貞
松
擢
秀
、
金
菊

凌
霜
」
の
八
字
の
う
ち
の
二
字
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
は
一
般
世

人
に
は
神
戸
と
言
え
ば
楠
公
さ
ん
、
楠
公
さ
ん
と
い
え
ば
菊
水
を
連
想
し

た
時
代
で
あ
る
。
し
か
し
、
水
島
先
生
の
意
図
は
前
記
の
八
字
全
部
に
あ

る
の
で
、
い
わ
ゆ
る
巨
松
の
如
く
勁
く
、
且
つ
、
秀
才
出
で
よ
の
意
と
、

さ
ら
に
菊
花
が
霜
に
堪
え
、
芳
香
を
放
つ
を
望
ま
れ
、
結
局
凌
霜
の
二
字

に
圧
縮
せ
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

つ
い
に
国
会
図
書
館
で
発
見

　

こ
こ
で
「
蘇
彦
」
と
い
う
名
前
が
出
て
く
る
。

　

し
か
し
、「
蘇
彦
」
と
い
っ
て
も
い
つ
頃
の
人
か
、
い
く
つ
か
の
中
国

人
名
事
典
を
み
て
も
出
て
い
な
い
。
国
会
図
書
館
に
行
き
、
ア
ジ
ア
資
料

室
の
館
員
の
協
力
を
得
て
調
べ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
や
っ
と
「
蘇
彦
」

は
「
晋
」
の
時
代
の
人
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
凌
霜
の
出
典
ら

し
き
も
の
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
集
英
社
の
漢
詩
大
系
な
ど
中
国
に
つ

い
て
の
多
く
の
刊
行
物
を
み
て
も
、「
蘇
彦
」
の
名
前
は
出
て
こ
な
い
。

い
ろ
い
ろ
苦
心
の
末
、
最
近
に
な
っ
て
再
び
国
会
図
書
館
で
、
調
べ
て
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
、
副
館
長
の
口
添
え
も
あ
っ
て
、
同
館
の
蔵
書
の
中
に
凌

霜
の
出
典
が
発
見
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
原
典
は
国
会
図
書
館
蔵
書
で
「
全
上
古
三
代
秦
漢
三
国
六
朝
文
」
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第
三
巻
（
中
華
書
局
、
一
九
五
八
年
版
）（
蔵
書
番
号
九
二
一
、
四

-

Ｇ

二
四
Ｚ
）
の
中
の
「
全
晋
文
巻
一
百
三
十
八
」
で
あ
る
。
こ
の
書
に
よ
る

と
蘇
彦
は
「
孝
武
帝
の
時
北
中
郎
参
軍
と
な
る
」
と
あ
る
。
孝
武
帝
（
三

六
二

-

九
六
）
は
中
国
、
東
晋
第
九
代
の
皇
帝
で
あ
っ
た
。
漢
の
時
代
の

あ
と
に
魏
、
蜀
、
呉
の
い
わ
ゆ
る
三
国
の
時
代
が
あ
っ
て
、
そ
の
あ
と
に

六
朝
と
い
わ
れ
る
呉
、
東
晋
、
宋
、
斉
、
梁
、
陳
の
六
つ
の
王
朝
が
二
二

九
年
か
ら
五
八
九
年
ま
で
三
百
六
十
年
間
、
江
南
の
地
に
興
亡
を
繰
り
返

し
て
い
た
。
東
晋
の
時
代
は
こ
の
う
ち
三
一
七
年
か
ら
四
二
〇
年
ま
で
、

孝
武
帝
の
帝
位
に
あ
っ
た
の
は
三
七
三
年
か
ら
三
九
六
年
ま
で
と
な
っ
て

い
る
。

　

蘇
彦
は
こ
の
孝
武
帝
に
仕
え
た
の
で
あ
る
が
、
同
時
代
の
人
に
は
書
家

と
し
て
王
義
之
（
三
二
一

-

三
七
九
）
や
王
献
之
（
三
四
四

-

三
八
八
）

が
お
り
、
詩
人
で
は
有
名
な
陶
渕
明
（
三
六
五

-
四
二
七
）
や
謝
霊
運
（
三

八
五

-

四
三
三
）
が
い
る
。

六
朝
時
代
の
「
蘇
彦
」
の
漢
詩

　

こ
の
時
代
は
日
本
で
は
古
墳
時
代
に
あ
た
り
、
大
和
朝
廷
の
成
立
期
と

さ
れ
る
時
代
で
あ
る
。
さ
て
、
問
題
の
貞
松
擢
秀
、
金
菊
凌
霜
の
出
て
く

る
漢
詩
は
「
秋
夜
長
」
と
題
す
る
も
の
で
、
そ
の
全
文
は
下
記
の
と
お
り

で
あ
る
。
訓
読
み
に
つ
い
て
は
、
読
者
の
参
考
の
た
め
識
者
の
手
を
煩
わ

し
た
も
の
で
あ
る
。（
編
集
部
註
、
漢
詩
及
び
訓
読
み
は
省
略
）

　

水
島
先
生
の
遺
墨
は
今
日
数
知
れ
ず
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
な

も
の
に
「
凌
霜
雪
而
香
」
が
あ
る
が
、
こ
の
言
葉
は
現
在
神
戸
大
学
本
館

前
の
水
島
先
生
生
誕
百
年
の
記
念
碑
面
に
そ
の
素
晴
ら
し
い
筆
跡
を
残
し

て
い
る
。
こ
の
字
句
に
み
る
よ
う
に
先
生
の
書
は
殆
ん
ど
が
、
返
り
点
を

つ
け
な
け
れ
ば
読
め
な
い
漢
文
調
の
も
の
が
多
い
。

　

先
生
は
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
豊
前
中
津
藩
士
水
島
均
の
長
男
と
し

て
生
ま
れ
、
七
歳
の
と
き
郷
里
に
あ
る
光
明
院
内
の
寺
子
屋
で
手
習
い
を

受
け
、
八
歳
の
と
き
陣
野
某
か
ら
漢
文
を
学
ん
だ
。
こ
の
頃
か
ら
父
と
叔

父
増
田
宗
太
郎
か
ら
儒
学
的
教
育
を
受
け
た
。
特
に
叔
父
の
増
田
氏
は
古

武
士
肌
で
、
の
ち
に
西
郷
南
州
と
と
と
も
に
城
山
で
討
ち
死
に
し
た
人
で

あ
る
が
特
に
詩
文
に
堪
能
で
あ
っ
た
。
九
歳
の
と
き
父
と
叔
父
の
増
田
氏

に
伴
わ
れ
て
上
京
し
、
跡
見
花
蹊
に
つ
い
て
書
画
を
習
い
読
書
の
指
導
を

受
け
た
。
先
生
は
こ
こ
に
入
門
後
数
か
月
で
早
く
も
花
蹊
に
伴
わ
れ
て
、

華
族
屋
敷
や
書
画
の
会
に
臨
席
し
、
人
前
で
堂
々
と
揮
毫
し
、
師
か
ら
授

か
っ
た
雅
号
「
静
山
」
と
署
名
す
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
先
生
の
漢
学
の
素

養
と
書
画
の
素
地
は
既
に
こ
の
頃
か
ら
培
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

前
段
で
述
べ
た
よ
う
に
、
凌
霜
の
語
源
に
つ
い
て
、
蘇
彦
の
名
と
金
菊

凌
霜
の
語
句
を
示
さ
れ
た
の
は
鈴
木
寛
一
氏
で
あ
る
。
ほ
か
に
こ
の
こ
と

を
言
う
人
が
な
い
か
ら
、
会
員
の
な
か
に
は
、
あ
る
い
は
鈴
木
氏
の
独
断

で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
危
ぶ
む
人
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
そ
の
懸
念
は
無
用
と
思
う
。

　

金
菊
凌
霜
の
字
句
か
ら
と
っ
た
こ
と
は
水
島
銕
也
先
生
伝
に
明
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
伝
記
は
昭
和
十
四
年
に
愛
庵
会
と
い
う
先
生
に
最
も
近
い

弟
子
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「
は

し
が
き
」
に
は
「
こ
の
書
は
昭
和
十
年
か
ら
足
立
丑
六
氏
外
三
氏
に
よ
り

資
料
の
蒐
集
が
行
わ
れ
、
編
集
執
筆
は
伊
藤
富
士
雄
が
あ
た
っ
た
。
さ
ら

に
そ
の
草
稿
を
鈴
木
祥
枝
、
堀
内
泰
吉
、
竹
中
政
一
、
奥
居
彦
松
、
鈴
木
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寛
一
、
松
阪
啓
太
郎
、
渡
部
義
雄
の
委
員
七
名
が
、
数
度
に
わ
た
っ
て
検

討
補
正
、
完
稿
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
委
員
の
氏
名
を
記
し
て
そ
の

責
を
明
ら
か
に
す
る
」
と
あ
る
。

　

私
自
身
は
右
の
委
員
の
う
ち
、
鈴
木
祥
枝
（
一
回
）、
堀
内
泰
吉
（
同
）、

鈴
木
寛
一
（
二
回
）、
松
阪
啓
太
郎
（
四
回
）
の
諸
先
輩
に
は
親
し
く
か

わ
い
が
っ
て
も
ら
っ
た
者
の
一
人
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
皆
錚
々

た
る
論
客
で
あ
っ
た
。
伝
記
の
内
容
に
い
さ
さ
か
も
疑
い
を
入
れ
る
余
地

は
な
い
も
の
と
信
ず
る
。

　

つ
い
で
な
が
ら
、
如
水
会
の
如
水
の
出
典
は
禮
記
の
「
君
子
之
交
淡
如

水
」
で
あ
る
。
水
島
先
生
が
こ
れ
を
得
意
の
左
横
書
き
に
さ
れ
た
扁
額
が

現
在
如
水
会
館
（
三
階
武
蔵
野
の
間
）
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
機
会
が

あ
れ
ば
ご
覧
願
い
た
い
。
先
年
私
が
凌
霜
本
部
か
ら
依
頼
を
受
け
て
、
こ

の
額
を
写
真
に
撮
っ
て
送
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
平
井
泰
太
郎
先
生
の
書
か

れ
た
「
水
島
銕
也
」
の
巻
頭
に
出
て
く
る
写
真
は
そ
の
時
の
も
の
と
思
う
。

（
昭
11
卒　

凌
霜
会
理
事
）

行政法解釈と憲法・憲法解釈……………………………………………
米国証券詐欺訴訟における puffery defense……………………………

神 戸 法 學 雑 誌　第74巻　第２号（2024年９月）

研　　　　　究
中　川　丈　久
熊　代　拓　馬

欧州消費者団体に聞く：巨大IT企業と消費者、競争
―デジタルプラットフォームと政策形成過程・
ロビー活動透明化、競争と消費者保護の関係に焦点をあてて―

研 究 会 記 録

………神戸大学プラットフォーム科研
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学園の窓

神
戸
大
学
と
の
ご
縁

法
学
研
究
科
准
教
授　

安　
　

永　
　

祐　
　

司

　

赴
任
し
て
１
年
に
も
満
た
な
い
新
任
教
員
の
私
で
あ
る
が
、
私
に
と
っ

て
神
戸
大
学
は
元
々
と
て
も
縁
深
い
大
学
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
父

（
安
永
正
昭
）
が
、
法
学
研
究
科
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

私
の
有
す
る
最
も
古
い
神
戸
大
学
の
記
憶
は
、
い
つ
の
こ
と
か
は
覚
え
て

い
な
い
が
、
六
甲
登
山
口
か
ら
六
甲
台
第
一
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
車
で
上
が

っ
て
行
く
際
に
信
号
に
引
っ
か
か
っ
た
と
き
に
「
こ
ん
な
急
な
坂
の
途
中

で
停
ま
っ
て
大
丈
夫
か
？
」
と
助
手
席
で
強
張
っ
て
座
っ
て
い
た
こ
と
と
、

そ
の
後
、
車
を
駐
車
し
、
第
五
学
舎
か
ら
兼
松
記
念
館
に
上
が
っ
て
行
く

坂
の
途
中
で
、
父
が
「
こ
こ
の
土
の
と
こ
ろ
、
猪
が
掘
り
返
し
て
い
る
な
」

と
教
え
て
く
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
古
い
記
憶
の
中
の
神
戸
大
学
は
坂
の
上
の
猪
が
出
る
父
の

職
場
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
実
家
が
大
学
か
ら
少
し
離
れ
て
い
た
た
め
、

高
校
卒
業
ま
で
の
間
に
神
戸
大
学
を
訪
れ
た
こ
と
は
数
え
る
程
し
か
な
か

っ
た
と
思
う
（
父
の
ゼ
ミ
生
の
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
た
ち
が
、
実
家
ま

で
遊
び
に
い
ら
し
た
回
数
の
方
が
多
い
の
で
は
な
い
か
）。
20
歳
く
ら
い

ま
で
の
間
の
鮮
明
に
残
っ
て
い
る
記
憶
と
い
え
ば
、
発
達
科
学
部
で
セ
ン

タ
ー
試
験
を
受
験
し
た
こ
と
と
、
父
の
退
職
に
際
し
て
何
度
か
研
究
室
の

整
理
を
手
伝
い
に
来
た
こ
と
く
ら
い
で
あ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
全
体
像
を

知
っ
た
の
は
赴
任
直
後
に
父
と
息
子
と
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
散
歩
し
た
の
が

初
め
て
で
あ
る
（
掲
記
の
写
真
は
そ
の
と
き
の
も
の
で
あ
る
）。

　

と
も
あ
れ
、
こ
う
し
て
よ
く
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、（
父
を
介
し
て
と

は
い
え
）
個
人
的
に
最
も
お
付
き
合
い
が
長
い
大
学
は
、
神
戸
大
学
で
あ

っ
た
。
学
部
時
代
か
ら
就
職
前
の
修
行

期
間
ま
で
を
お
世
話
に
な
っ
た
京
都
大

学
の
12
年
間
（
２
０
０
８
年
４
月
〜
２

０
２
０
年
３
月
）
よ
り
も
、
前
任
校
で

あ
る
広
島
大
学
の
４
年
間
（
２
０
２
０

年
４
月
〜
２
０
２
４
年
３
月
）
よ
り
も

長
い
期
間
、
少
な
く
と
も
私
が
生
を
受

け
て
か
ら
２
０
０
９
年
３
月
に
父
が
神

戸
大
学
を
退
職
す
る
ま
で
の
お
お
よ
そ

20
年
間
、
私
は
父
が
神
戸
大
学
か
ら
い

た
だ
い
た
お
給
料
に
よ
り
育
て
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
神
戸
大
学
と
の
ご
縁

が
ま
さ
か
再
開
し
、
ま
た
、
神
戸
大
学
か
ら
い
た
だ
い
た
お
給
料
で
自
分

の
息
子
の
オ
ム
ツ
代
を
賄
う
こ
と
に
な
る
と
は
、
想
像
だ
に
し
な
か
っ
た
。

望
外
と
は
こ
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
高
校
卒
業
ま
で
神
戸
で
育
っ
た
私
は
、
晴
れ
て
故
郷
に
戻

る
こ
と
と
な
っ
た
。
16
年
ぶ
り
２
度
目
の
神
戸
市
民
で
あ
る
。
お
か
げ
で
、

頻
繁
に
は
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
両
親
と
も
月
に
数
回
は
食

事
を
共
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
両
親
に
は
助
け
て
も
ら

う
こ
と
の
方
が
多
い
が
、
少
し
は
親
孝
行
が
で
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

て
い
る
。
妻
の
実
家
も
六
甲
山
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
こ
ち
ら
も
概

ね
同
様
の
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
近
隣
の
県
立
高
校
に
勤
め
る
兄
・
姉
と
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も
、
何
で
も
な
い
小
さ
な
用
事
で
も
直
接
会
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
広
島

で
の
生
活
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
家
族
が
近
く
に
い
る
こ
と

の
安
心
感
は
大
き
い
。
大
変
有
り
難
い
こ
と
と
、
心
か
ら
感
謝
す
る
日
々

で
あ
る
。

　

神
戸
大
学
に
赴
任
し
て
半
年
ほ
ど
経
っ
た
感
想
も
一
つ
記
し
て
お
き
た

い
。
赴
任
に
先
立
っ
て
は
、「
第
二
学
舎
内
に
あ
る
『
教
員
控
室
』
に
は

研
究
科
の
教
員
が
集
ま
り
、
様
々
な
情
報
が
共
有
さ
れ
、
研
究
に
関
す
る

議
論
も
頻
繁
に
交
わ
さ
れ
る
」
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
た
。
私
は
、「
神

戸
大
学
に
所
属
さ
れ
る
先
生
方
は
多
忙
を
極
め
て
お
り
、
自
分
の
研
究
室

に
篭
っ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
っ
て
、
話
を
盛
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？
」

と
半
ば
疑
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
上
記
の
話
は
真
実
で
あ
っ
た
。
授
業
期

間
の
平
日
勤
務
時
間
中
に
控
室
に
寄
る
と
、
90
％
以
上
の
確
率
で
同
僚
の

先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
あ
る
。
で
は
控
室
に
教
員
が
集
ま
る
理
由
は

何
か
と
考
え
て
み
る
と
、
控
室
に
は
、
教
員
ポ
ス
ト
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
最
新
の
法
律
雑
誌
、
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
（
し
ば
し
ば
出
張
土

産
の
お
茶
菓
子
）
が
常
備
さ
れ
て
い
る
た
め
、
出
勤
時
や
授
業
・
学
内
会

議
の
前
後
に
は
、
自
然
と
立
ち
寄
り
、
時
間
を
調
整
あ
る
い
は
休
憩
す
る

こ
と
に
な
る
。
要
す
る
に
、
各
人
の
動
線
の
中
に
控
室
が
組
み
込
ま
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
私
も
よ
く
立
ち
寄
る
が
、
顔
を
合
わ
せ
た
先
生
と
喋
っ

て
い
る
う
ち
に
人
が
滞
留
し
て
い
き
、
気
づ
け
ば
小
規
模
な
研
究
会
が
開

催
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。
あ
る
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
は
、「
教
員
控
室

は
研
究
科
所
属
の
構
成
員
が
変
わ
っ
て
も
研
究
科
の
性
格
を
維
持
・
継
続

す
る
竜
骨
の
よ
う
な
も
の
だ
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
ま
さ
に
そ
の
通

り
で
あ
る
と
実
感
す
る
次
第
で
あ
る
。
前
任
校
の
広
島
大
学
も
そ
う
で
あ

っ
た
が
、
同
僚
の
先
生
方
に
は
大
変
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

最
後
に
、
仕
事
の
面
に
も
言
及
し
て
お
き
た
い
。
私
の
専
門
は
民
事
手

続
法
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
関
わ
っ
た
仕
事
な
い
し
公
表
し
て
き
た
論
考
は
、

①
民
事
訴
訟
法
固
有
の
も
の
（
た
だ
し
、
判
例
紹
介
・
評
釈
な
ど
の
小
論

が
中
心
で
あ
る
）
の
ほ
か
、
②
民
事
執
行
法
（
特
に
、
執
行
法
総
論
、
作
為
・

不
作
為
執
行
）、
③
行
政
法
と
の
交
錯
領
域
（
特
に
、
環
境
法
や
消
費
者
法
・

経
済
法
な
ど
行
政
規
制
と
民
事
差
止
訴
訟
に
よ
る
法
執
行
が
併
存
す
る
領

域
）、
④
倒
産
処
理
法
（
特
に
、
先
般
成
立
し
た
事
業
性
融
資
推
進
法
）、

⑤
家
族
法
と
の
交
錯
領
域
（
特
に
、
家
事
債
務
執
行
、
家
族
と
破
産
）、

⑥
仲
裁
法
（
暫
定
保
全
措
置
、
仲
裁
合
意
の
主
観
的
範
囲
な
ど
）
に
関
す

る
も
の
と
い
っ
た
よ
う
に
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。（
民
事
）
実
体
法
の
目

指
す
法
状
態
を
実
現
す
る
た
め
に
は
結
局
裁
判
手
続
を
経
由
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
裁
判
所
が
取
り
扱
う
事
象
全
体
へ
と
関
心
が
広
が
っ
て
い
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て
戦
線
を

拡
大
し
過
ぎ
た
う
ら
み
も
な
い
で
は
な
い
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
勉
強
し

て
き
た
こ
と
に
通
底
す
る
よ
う
な
民
事
訴
訟
法
学
の
基
礎
的
テ
ー
マ
に
つ

い
て
一
度
じ
っ
く
り
考
察
を
加
え
て
、
世
に
問
う
よ
う
な
仕
事
が
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

（
付
記
）
私
の
研
究
室
の
書
棚
の
一
角
に
は
、
本
学
の
学
長
も
務
め
ら
れ

た
鈴
木
正
裕
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
蔵
書
が
並
ん
で
い
る
。
鈴
木
先
生

は
、
改
め
て
ご
紹
介
す
る
ま
で
も
な
く
、
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
を
中
心
と

し
て
ご
研
究
を
進
め
ら
れ
、
民
事
訴
訟
法
学
の
発
展
に
多
大
な
る
貢
献
を

な
さ
っ
た
が
、
収
集
さ
れ
た
書
物
・
資
料
な
ど
を
、
晩
年
、（
父
と
鈴
木

先
生
と
の
ご
縁
も
あ
っ
て
）
私
に
お
譲
り
く
だ
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
書
物
・
資
料
は
、
こ
の
度
、
鈴
木
先
生
が
長
年
過
ご
さ
れ
た
神
戸
大

学
に
帰
っ
て
き
た
。
こ
れ
も
ま
さ
に
ご
縁
と
い
う
ほ
か
な
く
、
こ
れ
ら
を

参
照
し
た
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
い
ず
れ
は
次
の
世
代
に
繋
い
で
い

く
責
任
を
感
じ
て
い
る
。
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学園の窓

１
年
間
の
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ

経
済
学
研
究
科
准
教
授　

ヴ
ィ
エ
シ
ボ
フ
ス
カ　

ア
ガ
タ

　

私
は
、
神
戸
大
学
経
済
学
研
究
科
で
博
士
号
を
修
得
し
た
後
、
２
０
１

５
年
か
ら
教
員
と
し
て
勤
め
、
任
期
付
き
の
契
約
と
テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ

ク
の
末
に
、
２
０
１
９
年
よ
り
任
期
な
し
教
員
と
し
て
経
済
学
部
・
経
済

学
研
究
科
で
研
究
と
教
育
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
研
究
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

中
心
に
金
融
政
策
や
銀
行
シ
ス
テ
ム
に
関
わ
る
実
証
研
究
、
教
育
は
「
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
経
済
論
」
を
中
心
に
専
門
科
目
の
ほ
か
、
留
学
と
英
語
で
の
経

済
学
を
使
い
こ
な
す
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
５
年
一
貫

経
済
学
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
）
を
担
当
し
て
、
そ
の
一

部
の
科
目
を
教
え
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
度
に
、
教
育
と
そ
の
他
の
業
務
を
免
除
さ
れ
る
、
一
年
間

の
有
給
の
研
究
休
暇
、
い
わ
ゆ
る
「
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
・
リ
ー
ブ
」
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
機
会
を
使
っ
て
、
自
分
の
研
究
を
進
め
た
い
こ
と
以

外
、
普
段
で
き
な
い
経
験
も
し
た
く
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
行
く
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。
ま
ず
、
半
年
の
間
、
ベ
ル
ギ
ー
・
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
滞
在
し

て
、
そ
の
後
約
３
カ
月
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
過
ご
し
ま
し
た
。

神
戸
大
学
か
ら
離
れ
て
、
久
し
ぶ
り
に
長
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
滞
在
で
き

て
、
視
野
を
広
げ
て
、
楽
し
く
過
ご
し
な
が
ら
、
新
し
い
も
の
を
学
ぶ
こ

と
が
目
的
で
し
た
。

　

ま
ず
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
は
、
滞
在
機
関
は
大
学
で
は
な
く
シ
ン
ク
タ

ン
ク
で
あ
り
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
の
世
界
と
ま
た
違
う
環
境
に
身
を
置
き
ま

し
た
。
た
い
へ
ん
刺
激
的
な
、
ハ
イ
ペ
ー
ス
の
世
界
で
す
。
長
め
の
時
間

を
か
け
て
、
研
究
・
分
析
を
行
う
方
も
い
ま
す
が
、
今
日
明
日
に
出
す
た

め
コ
メ
ン
ト
や
記
事
を
書
く
こ
と
も
珍
し
く
な
い
よ
う
で
す
。
特
に
、
滞

在
し
た
シ
ン
ク
タ
ン
ク
は
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
政
策
や
課
題
を
中
心
に

取
り
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
政
策
発
表
や
役
人
の
重
要
な
発
言
に
合
わ

せ
て
分
析
記
事
を
作
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
も
Ｅ
Ｕ
の
中
心
部
で
あ
り
、
こ
の
ハ
イ
ペ
ー
ス
な
環
境
で
、

少
し
圧
倒
さ
れ
た
の
も
事
実
で
す
が
、
Ｅ
Ｕ
政
策
に
関
す
る
高
度
な
分
析

や
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
場
所
で
あ
る
た
め
、
最
新
の
テ
ー
マ
や
そ
の
論

点
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
の
Ｅ
Ｕ
で
は
、
特
に
、
気
候
変

動
政
策
、気
候
変
動
対
策
と
し
て
不
可
欠
と
さ
れ
る「
グ
リ
ー
ン
移
行
」
の

様
々
な
課
題
点
、
そ
れ
に
関
連
も
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
革
、
地
政
学
的

な
不
安
定
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
の
立
場
や
経
済
安
全
保
障
、
そ
し
て
ウ
ク
ラ
イ

ナ
問
題
は
主
な
ト
ピ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
強
く
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　

私
の
研
究
で
は
、
欧
州
中
央
銀
行
の
金
融
政
策
の
効
果
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
て
、
近
年
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
問
題
を
主
に
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。
今
回
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
の
時
に
も
、
そ
の
研
究
を
進
め
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
周
り
の
「
グ
リ
ー
ン
」
に
関
す
る
注
目
が
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高
く
て
、
そ
の
影
響
も
受
け
た
た
め
、
想
定
し
て
い
た
方
向
性
を
少
し
変

え
て
、
滞
在
中
か
ら
「
グ
リ
ー
ン
移
行
」
に
お
け
る
銀
行
の
立
場
や
役
割

に
興
味
を
持
っ
て
、
新
た
な
研
究
ト
ピ
ッ
ク
に
し
ま
し
た
。
今
ま
で
の
自

分
の
研
究
で
は
、
世
界
金
融
危
機
や
欧
州
債
務
危
機
中
と
危
機
後
の
銀
行

シ
ス
テ
ム
の
状
態
、
欧
州
中
央
銀
行
の
非
伝
統
的
な
金
融
政
策
の
波
及
効

果
に
お
け
る
銀
行
の
役
割
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に

よ
る
欧
州
の
銀
行
シ
ス
テ
ム
へ
の
影
響
と
い
う
点
を
取
り
上
げ
た
た
め
、

こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課
題
・
挑
戦
点
と
さ
れ
て
い
る
気
候
変
動
に
関
す
る

研
究
は
自
然
な
延
長
線
で
あ
っ
た
と
も
言
え
ま
す
。

　

Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
気
候
変
動
に
関
す
る
政
策
と
議
論
が
多
岐
に
わ
た
り
、

金
融
政
策
や
銀
行
シ
ス
テ
ム
と
の
関
連
性
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
銀
行
に

つ
い
て
は
、
欧
州
中
央
銀
行
は
監
督
機
関
と
し
て
、
金
融
安
定
性
や
銀
行

へ
の
リ
ス
ク
と
い
う
観
点
か
ら
注
目
し
、
様
々
な
分
析
を
行
い
始
め
て
い

ま
す
。
欧
州
中
央
銀
行
、
欧
州
銀
行
機
関
や
そ
の
他
の
関
連
機
関
が
出
し

た
報
告
書
、
分
析
や
提
案
文
、
欧
州
中
央
銀
行
の
役
人
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ

な
ど
を
調
査
し
て
、
現
在
の
考
え
方
や
取
り
組
み
、
分
析
結
果
の
確
認
か

ら
始
め
て
研
究
を
進
め
ま
し
た
。
新
た
な
分
野
で
、
公
式
レ
ポ
ー
ト
以
外

の
デ
ー
タ
が
な
か
な
か
入
手
で
き
な
い
状
況
な
の
で
、「
欧
州
中
央
銀
行

に
お
け
る
気
候
変
動
リ
ス
ク
」
を
テ
ー
マ
に
、
リ
ス
ク
の
推
定
結
果
、
推

定
に
お
け
る
課
題
点
、
新
た
な
ル
ー
ル
や
監
督
機
関
の
動
き
を
ま
と
め
て
、

紹
介
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
気
候
変
動
と
銀
行
シ
ス
テ
ム
の

テ
ー
マ
に
デ
ー
タ
分
析
を
行
っ
た
実
証
研
究
は
で
き
て
い
な
い
状
況
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
研
究
を
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ベ
ル
ギ
ー
で
の
滞
在
は
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
世
界
を
み
て
、
新
た
な
研
究

テ
ー
マ
を
得
た
観
点
か
ら
だ
け
で
は
な
く
と
て
も
有
益
な
時
間
で
し
た
。

冒
頭
で
書
い
た
よ
う
に
、
私
は
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
担
当
し
て
、

経
済
学
部
生
・
院
生
の
派
遣
留
学
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。「
外
国
へ
勉

強
し
に
行
く
」
と
い
う
点
で
派
遣
留
学
と
似
て
い
る
よ
う
な
経
験
を
新
た

に
で
き
て
、
留
学
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
際
に
も
役
に
立
つ
と
思

い
ま
す
。
ベ
ル
ギ
ー
の
公
用
語
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
語
も
オ
ラ
ン
ダ
語
も
わ

か
ら
な
い
中
、
数
ヶ
月
の
生
活
を
送
る
と
い
う
点
か
ら
み
て
も
実
に
面
白

く
て
刺
激
的
な
時
間
で
し
た
。

　

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
の
滞
在
と
比
べ
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で

の
滞
在
は
そ
こ
ま
で
刺
激
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
は

私
の
母
国
で
、
長
め
の
滞
在
は
嬉
し
く
て
、
楽
し
く
過
ご
し
て
リ
ラ
ッ
ク

ス
も
で
き
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
共
同
研
究
を
一
緒
に
行
っ
て
い
る
先

生
の
大
学
で
滞
在
し
て
、
研
究
活
動
の
ほ
か
、
様
々
な
研
究
者
と
話
を
し

た
り
、
研
究
会
や
カ
ン
フ
ェ
レ
ン
ス
に
参
加
し
た
り
、
充
実
し
た
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
自
分
の
研
究
だ
け
で
は
な
く
、
ほ
か
の
研
究
分
野
に
も

触
れ
た
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
大
学
の
現
状
に
つ
い
て
聞
い
た
り
、
様
々
な

話
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
１
年
間
の
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
長
め
に
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
滞
在
し
て
、
単
な
る
帰
省
の
時
に
は
で
き
な
い
経
験
が
で
き

た
り
、
気
づ
か
な
い
こ
と
に
気
付
い
た
り
、
勉
強
に
も
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

に
も
な
っ
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
以
前
か
ら
行
っ
て
い
た
研
究
を
論

文
に
ま
と
め
て
、
学
術
雑
誌
に
送
る
こ
と
や
学
会
報
告
も
し
ま
し
た
が
、

ど
っ
ち
か
と
言
え
ば
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
は
多
く
な
く
、
様
々
な
新
し

い
も
の
に
気
付
い
て
触
れ
て
、
今
後
の
研
究
と
し
て
残
し
た
も
の
が
多
い

で
す
。
こ
の
一
年
間
の
経
験
を
活
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
や
教
育
活
動

に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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着
任
の
挨
拶
に
か
え
て経

営
学
研
究
科
准
教
授　

田　
　

頭　
　

拓　
　

己

　

私
は
こ
の
文
章
を
午
前
６
時
９
分
東
京
駅
発
、
新
大
阪
行
き
の
新
幹
線

車
内
で
書
い
て
い
る
。
右
手
の
窓
か
ら
は
朝
日
を
浴
び
た
富
士
山
が
見
え

る
。
車
内
で
は
走
行
音
に
加
え
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
キ
ー
ボ
ー
ド
を
叩
く
音

が
聞
こ
え
る
。

　

私
は
こ
の
景
色
と
環
境
を
好
み
、
７
号
車
の
窓
側
Ｅ
列
席
を
選
ん
で
新

幹
線
に
乗
る
事
が
多
い
。
こ
の
７
号
車
はS-W

ork

車
両
と
呼
ば
れ
、
車

内
で
仕
事
に
集
中
し
た
い
乗
客
向
け
に
用
意
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
空
間
で

仕
事
を
す
る
こ
と
は
２
０
２
４
年
４
月
に
神
戸
大
学
に
着
任
し
て
以
来
、

私
の
日
常
の
一
部
に
な
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
振
り
返
り
、
自
己
紹
介
を
交
え
な
が
ら
着
任
に

あ
た
っ
て
の
抱
負
を
述
べ
た
い
。

　

私
は
２
０
１
２
年
か
ら
２
０
１
７
年
ま
で
の
間
、
大
学
院
生
と
し
て
神

戸
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
に
在
籍
し
て
い
た
。
専
門
は
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
で
、
南
知
惠
子
先
生
の
研
究
室
に
所
属
し
な
が
ら
、
小
売
企
業
の
戦

略
と
成
果
と
の
関
係
を
定
量
的
に
分
析
す
る
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
神
戸

大
学
で
は
多
く
の
学
友
や
尊
敬
で
き
る
教
員
、
親
切
な
職
員
の
方
々
に
恵

ま
れ
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
た
。
し
か
し
、
当
時
も
、
そ
の

後
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
な
か
で
も
、
私
が
神
戸
大
学
に
教
員
と
し
て
戻
る
日

が
来
る
と
は
思
い
も
し
て
い
な
か
っ
た
。
以
降
で
は
、
私
が
神
戸
に
戻
る

こ
と
を
決
め
た
理
由
と
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
短
い
キ
ャ
リ
ア
を
振
り
返
り

た
い
。

　

２
０
１
７
年
３
月
に
博
士
号
を
取
得
し
た
私
は
、
そ
の
後
東
京
に
て
大

学
教
員
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
開
始
し
た
。
東
洋
大
学
に
て
数
ヶ
月
、
東

京
大
学
に
て
２
年
弱
助
教
と
し
て
研
究
に
励
ん
だ
後
、
２
０
１
９
年
に
一

橋
大
学
に
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
教
員
と
し
て
着
任
し
た
。
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ

ッ
ク
と
は
、
一
定
期
間
内
に
業
績
要
件
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
で
任
期
の
定

め
の
な
い
教
員
に
昇
進
で
き
る
と
い
う
、
若
手
教
員
向
け
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

で
あ
る
。
大
学
に
よ
っ
て
業
績
基
準
は
違
う
が
、
一
橋
大
学
も
神
戸
大
学

と
同
様
に
国
際
的
な
競
争
力
を
求
め
る
大
学
で
あ
っ
た
た
め
、
一
定
以
上

の
評
価
を
得
て
い
る
国
際
的
な
学
術
誌
に
論
文
を
複
数
掲
載
す
る
こ
と
が

昇
進
の
条
件
で
あ
っ
た
。

　

２
０
１
９
年
に
は
第
一
子
の
長
女
の
誕
生
も
重
な
っ
た
。
そ
の
幸
せ
と

テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
の
重
圧
を
感
じ
な
が
ら
も
、
２
０
２
２
年
４
月
に
は

要
件
を
無
事
ク
リ
ア
し
、
任
期
の
定
め
の
な
い
准
教
授
職
に
昇
進
し
た
。

同
年
に
は
次
女
も
誕
生
し
、
４
人
家
族
で
慌
た
だ
し
く
も
楽
し
い
生
活
を

送
っ
て
い
た
。

　

事
程
左
様
に
、
私
は
博
士
課
程
修
了
以
降
、
東
京
に
て
キ
ャ
リ
ア
と
生

活
の
基
盤
を
築
い
て
き
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
妻
も
私
も
東
京
（
の
郊
外
）
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の
出
身
で
あ
る
。
特
に
妻
は
進
学
も
就
職
も
全
て
東
京
都
内
で
完
結
し
て

い
る
た
め
、
東
京
に
深
い
根
を
張
っ
て
い
る
。

　

大
学
教
員
の
就
職
や
移
籍
と
い
う
の
は
運
と
タ
イ
ミ
ン
グ
に
大
き
く
左

右
さ
れ
る
。
自
身
が
ど
れ
だ
け
願
っ
て
も
、
希
望
の
大
学
に
ポ
ス
ト
が
空

い
て
い
な
い
限
り
そ
の
大
学
に
勤
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
中
で
私

は
運
良
く
一
橋
大
学
に
て
ポ
ス
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
神
戸
大

学
に
つ
い
て
は
移
籍
の
機
会
が
あ
る
こ
と
す
ら
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
２
０
２
３
年
の
あ
る
日
、
一
本
の
電
話
を
受
け
た
。
神
戸
大
学

で
の
教
員
ポ
ジ
シ
ョ
ン
へ
の
打
診
だ
っ
た
。
電
話
を
し
て
く
れ
た
先
生
は

真
摯
に
本
件
の
経
緯
と
私
を
誘
う
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
を
語
っ
て
く
れ

た
。
私
に
は
研
究
者
と
し
て
の
成
果
に
加
え
、
次
世
代
の
研
究
者
を
育
て

る
教
員
と
し
て
の
役
割
も
期
待
し
て
い
る
と
伝
え
て
く
れ
た
。
し
か
し
、

そ
の
場
で
即
答
は
で
き
ず
「
検
討
さ
せ
て
欲
し
い
」
と
伝
え
、
電
話
を
切

っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
妻
に
本
件
を
相
談
し
た
。「
ど
う
し
よ
う
か
」
と
言
う
私
に

対
し
て
彼
女
は
「
あ
な
た
自
身
は
ど
う
し
た
い
の
か
」
と
尋
ね
た
。
も
っ

と
も
で
あ
る
。

　

し
か
し
私
自
身
の
意
思
は
存
外
す
ぐ
に
折
り
合
い
が
つ
い
た
。
お
そ
ら

く
迷
っ
て
い
た
時
点
で
、
内
心
で
は
既
に
気
持
ち
が
動
い
て
い
た
の
だ
ろ

う
。
私
は
神
戸
大
学
へ
移
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
妻
に
伝
え
た
。
そ
の

後
今
回
の
打
診
を
承
諾
、
大
学
内
で
の
審
査
も
ク
リ
ア
し
、
採
用
に
至
っ
た
。

　

一
方
で
、
家
族
で
の
生
活
と
ど
う
折
り
合
い
を
つ
け
る
か
は
難
し
い
課

題
だ
っ
た
。
妻
に
は
仕
事
が
あ
り
、
長
女
に
も
東
京
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

で
き
始
め
て
い
た
。
私
と
我
々
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
我
々
は
東
京
に
住

み
な
が
ら
、
私
が
神
戸
へ
遠
距
離
通
勤
す
る
と
い
う
方
法
を
選
ん
だ
。
業

務
が
あ
る
日
は
、
朝
に
神
戸
へ
出
勤
し
、
そ
の
日
の
夜
に
帰
京
す
る
。
早

朝
か
ら
の
出
勤
が
必
要
な
時
や
、
帰
り
が
遅
く
な
る
場
合
に
は
宿
泊
し
業

務
に
あ
た
る
。
そ
の
間
妻
は
１
人
で
娘
２
人
の
面
倒
を
み
て
い
て
く
れ
る
。

妻
の
支
え
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
生
活
だ
と
感
謝
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
り
、
私
は
日
常
的
に
東
京
―
大
阪
間
の
新
幹
線

に
乗
車
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
神
戸
大
学
へ
の
移
籍
を
決
め
た
理
由
は
、

こ
こ
で
私
に
求
め
ら
れ
て
い
る
役
割
と
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
環
境

に
あ
る
。
神
戸
大
学
で
は
、
研
究
や
学
部
で
の
教
育
に
加
え
て
、
大
学
院

で
次
世
代
の
専
門
家
を
育
て
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
私
自
身
、
後

進
の
育
成
に
関
わ
る
こ
と
は
非
常
に
尊
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
自
身

の
能
力
的
限
界
に
よ
っ
て
達
成
で
き
な
い
目
標
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
人
達

が
そ
れ
を
克
服
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
私
に
そ
の
役
割
を
担
う
機

会
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
で
尽
力
し
よ
う
と
決
断
し
た
次
第
で
あ
る
。
ま

た
経
営
学
研
究
科
に
は
現
在
、
私
と
同
年
代
の
教
員
が
分
野
を
越
え
て
多

く
在
籍
し
て
お
り
、
研
究
や
教
育
に
関
し
て
協
力
し
合
え
る
環
境
も
魅
力

的
だ
っ
た
。
本
稿
を
書
い
て
い
る
時
点
で
は
ま
だ
着
任
か
ら
半
年
が
経
過

し
た
ば
か
り
だ
が
、
学
生
や
同
僚
と
関
わ
り
合
う
中
で
充
実
感
を
覚
え
て

い
る
。
こ
の
環
境
で
、
凌
霜
会
の
先
輩
、
同
輩
、
後
輩
た
ち
に
恥
ず
か
し

く
な
い
仕
事
が
で
き
る
よ
う
、
尽
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、「
新
大
阪
に
着
い
た
」
と
い
う
形
で
締
め
く
く
り
た

い
と
こ
ろ
だ
が
、
私
は
筆
が
遅
く
、
そ
う
う
ま
く
も
い
か
な
い
。
私
は
今
、

第
二
研
究
室
に
あ
る
自
分
の
オ
フ
ィ
ス
で
こ
の
原
稿
を
書
き
終
え
よ
う
と

し
て
い
る
。
窓
か
ら
は
兼
松
記
念
館
が
見
え
、
外
か
ら
は
運
動
部
の
掛
け

声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
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国
際
教
育
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
と
い
う
新
た
な
挑
戦

国
際
協
力
研
究
科
特
命
助
教　

米　
　

沢　
　

竜　
　

也

　

神
戸
大
学
の
正
門
を
入
る
と
、
正
面
に
本
館
に
向
か
う
階
段
が
見
え
ま

す
。
こ
の
景
色
は
神
戸
大
学
を
代
表
す
る
景
色
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
私
に
と
っ
て
の
神
戸
大
学
の
原
風
景
は
、
正
門
を
入
っ
て
左
側
に

あ
る
坂
道
と
、
そ
の
上
に
架
か
る
ア
カ
デ
ミ
ア
館
と
本
館
を
結
ぶ
歩
道
橋

で
す
。
２
０
０
０
年
代
に
国
際
協
力
研
究
科
の
学
生
だ
っ
た
私
は
、
正
門

に
着
く
と
左
側
の
坂
道
に
曲
が
り
、
歩
道
橋
と
高
い
木
々
を
見
上
げ
な
が

ら
校
舎
に
向
か
っ
た
も
の
で
し
た
。
当
時
と
比
べ
て
も
歩
道
橋
の
姿
は
ほ

と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
私
は
２
０
２
４
年
の
10
月
か
ら
国
際
協

力
研
究
科
の
特
命
助
教
を
拝
命
し
、
立
場
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　

今
、
こ
の
歩
道
橋
を
く
ぐ
り
な
が
ら
研
究
科
に
通
う
毎
日
で
す
が
、
こ

の
風
景
を
見
る
た
び
に
学
生
時
代
の
自
分
と
今
の
自
分
が
重
な
り
合
い
、

懐
か
し
さ
と
寂
し
さ
が
入
り
混
じ
っ
た
不
思
議
な
感
情
が
湧
い
て
き
ま
す
。

「
神
戸
大
学
は
自
分
の
一
部
な
の
だ
」
と
、
改
め
て
実
感
す
る
日
々
で
す
。

こ
の
先
も
ま
た
、
こ
の
歩
道
橋
の
風
景
は
人
生
の
節
目
節
目
で
自
ら
を
振

り
返
る
き
っ
か
け
を
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
感
傷
に
浸
る
の
も
つ
か
の
間
、
特
命
助
教
と
し
て
与
え
ら
れ
た

業
務
は
、
国
際
協
力
研
究
科
の
国
際
学
術
・
教
育
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

実
施
で
す
。
具
体
的
に
は
、
日
本
政
府
が
立
ち
上
げ
た
「JV

-Cam
pus

」

と
い
う
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
、
国
際
協
力
研
究
科
と
し
て

オ
ン
ラ
イ
ン
型
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
主
に
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

JV
-Cam

pus

は
ま
だ
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
私
自
身
も
着
任
し
て

か
ら
そ
の
存
在
を
知
り
ま
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
日
本
の

大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
を
出
し
合
い
、
そ
れ
ら
を
テ
ー
マ
ご

と
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
す
る
こ
と
で
、
海
外
の
学
生
が
日
本
の
教
育
コ
ン
テ

ン
ツ
を
「
い
い
と
こ
ど
り
」
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
言
わ
ば
、
海
外
の
学
生
を
日
本
の
大
学
教
育
へ
と

つ
な
ぐ
オ
ン
ラ
イ
ン
の
窓
口
を
作
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
高
等
教
育
市
場
に

お
い
て
も
優
秀
な
学
生
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
戦
略
的
な
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
日
本
の
大
学
の
「
国
際
化
」
や
国
際
競
争
力
の

強
化
が
謳
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
「
オ
ン
ラ
イ

ン
化
」
が
新
た
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。JV

-Cam
pus

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
私
は
大
学
教
育
が
国
際
化
と
オ
ン
ラ
イ
ン
化

の
避
け
ら
れ
な
い
二
つ
の
流
れ
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

国
際
協
力
研
究
科
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
国
際
的
な
問
題
に
関
心
を
持

つ
学
生
が
国
内
外
か
ら
集
ま
る
、
神
戸
大
学
の
中
で
も
最
も
国
際
化
が
進

ん
だ
研
究
科
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
授
業
が
英
語
で
提
供
さ
れ
、

卒
業
生
も
ま
た
国
内
外
の
機
関
・
企
業
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
研
究
科
で
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は
、
英
語
に
限
ら
ず
、
各
自
が
専
門
と
す
る
地
域
の
言
語
や
文
化
に
精
通

し
た
先
生
や
学
生
が
多
く
、
非
常
に
多
言
語
的
か
つ
多
文
化
的
な
環
境
が

特
徴
で
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
で
業
務
が
で
き
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て

も
非
常
に
刺
激
的
か
つ
魅
力
的
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
現
状
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
神
戸
大
学

に
限
ら
ず
、
日
本
の
大
学
の
授
業
や
教
育
交
流
の
現
場
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

化
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
が
す
で
に
定
着
し
て
い
ま
す
。
授
業
や
セ
ミ
ナ
ー

は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
さ
れ
、
様
々
な
場
面
で
オ
ン
ラ
イ
ン
技
術
は
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
優
秀
な
学
生
確
保
や
教
育
効
果
の
向

上
と
い
っ
た
戦
略
的
な
目
標
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
で
急
速

に
進
ん
だ
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
そ
の
ま
ま
定
着
し
た
結
果
と
い
う
側
面
も
否

め
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
日
本
の
ゼ
ミ
形
式
の
教
育
は
他
国
に
は
な
い
特
色

を
持
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
型
教
育
と
し
て
強
み
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
対
面
型
授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
た
授
業
が
共
存
す
る
な
か
で
、
両

者
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
相
乗
効
果
を
生
む
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

加
え
て
、
広
報
と
い
う
観
点
か
ら
も
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
重
要
で
す
。
オ

ン
ラ
イ
ン
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
広
が
り
が
示
す
よ
う
に
、
オ
ン
ラ
イ

ン
の
手
軽
さ
は
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
際
協
力
研
究
科
で
は
、

英
語
ゼ
ミ
形
式
の
教
育
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
な
が
る
多
様
な
国
際
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
強
み
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
長
所
は
積
極
的
に
発
信
し

な
け
れ
ば
、
数
多
く
あ
る
大
学
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
埋
も
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

こ
こ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
利
点
が
出
て
き
ま
す
。JV

-Cam
pus

の
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
を
、
国
際
協
力
研
究
科
の
強
み
を
認
識
し
て
も
ら
う
入
口

と
し
て
活
用
す
れ
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
対
面
授
業
の
相
乗
効
果
で
国

際
協
力
研
究
科
の
競
争
力
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
の
融
合
を
目
指
し
た
新
た
な
試
み
と
し

て
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
動
画
の
提
供
だ
け
で
な
く
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
学
習
が
完
結
す
る
管
理
シ
ス
テ
ム
の
活
用
が
前
提
と
な
り
、
対
面

型
授
業
と
は
異
な
る
準
備
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
通
じ
て
、
新
た
な
知
識
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
習
熟
に
努
め
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
、
学
生
に
と
っ
て
は
よ
り
多
く
の
選
択
肢
を
提
供
す
る

一
方
で
、
教
員
に
は
新
た
な
技
術
の
習
熟
と
活
用
も
求
め
る
の
で
、
新
た

な
挑
戦
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
自
身
、
国
際
協
力
研
究
科
の
卒
業
生
と
し
て
、
多
く
の
国
際
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
専
門
知
識
だ
け
で
な
く
、
人
間
的
に
成
長
で
き
る

機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
機
会
を
通
じ
て
、
今
国
際

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
携
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
深
く
感
謝

し
て
い
ま
す
。JV

-Cam
pus

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
業
務
を
通
じ
て
次
世
代

の
国
際
的
な
人
材
育
成
に
貢
献
で
き
る
こ
と
は
何
よ
り
も
幸
い
な
こ
と
で

す
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
通
じ
て
、
国
内
外
か
ら
多

く
の
若
者
が
神
戸
大
学
に
集
い
、
ア
カ
デ
ミ
ア
館
か
ら
架
か
る
歩
道
橋
を

見
上
げ
な
が
ら
未
来
の
夢
を
育
ん
で
い
く
、
そ
う
し
た
好
循
環
を
創
り
出

せ
る
よ
う
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。
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在
も
続
く
「
六
甲
祭
」
と
は
別
の
、
学
部
祭
で
す
）。

１
９
７
１
年
の
最
初
の
六
甲
台
祭
に
な
っ
て
も
、
恒
例
の
「
前
夜
祭
仮

装
行
列
」
の
企
画
が
引
き
続
き
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。「
沖
縄
協
定

批

准
反
対
」
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
た
学
生
の
モ
ノ
ク
ロ
写
真
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

第
１
回
六
甲
台
祭
は
、「
索
惟
究
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、

六
甲
台
祭
は
、
毎
年
テ
ー
マ
が
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
第
２

回
は
「
共
感
」、
第
３
回
は
「
人
間
性
」
と
い
っ
た
ワ
ー
ド
が
掲
げ
ら
れ
、

第
４
回
は
「
わ
」、
第
７
回
は
「
現
実
」
と
、
大
学
紛
争
の
余
波
や
反
動

を
感
じ
さ
せ
る
テ
ー
マ
が
続
き
ま
す
。

１
９
７
６
年
の
第
６
回
は
、「
70
年
代
後
半
と
我
々
学
生
」
を
テ
ー
マ

に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
実
は
こ
の
年
、
少
し
新
し
い
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
次
号
で
お
伝
え
し
ま
す
。
１
９
７
９
年
の
第
９
回
の
テ

ー
マ
は
、「
80
年
代
へ
の
飛
翔
」。
こ
れ
が
最
後
の
六
甲
台
祭
と
な
り
ま
し
た
。

【「
六
甲
台
祭
」
テ
ー
マ
一
覧
】

１
９
７
１
年

第
１
回
「
索
惟
究
」

１
９
７
２
年

第
２
回
「
共
感
への
模
索
―
見
つ
め
よ
う
六
甲
台
の
現
実
を

と
ぎ
す
ま
せ
批
判
の
刃
を
―
」

１
９
７
３
年

第
３
回
「
人
間
性
を
求
め
て
」

１
９
７
４
年

第
４
回
「
わ
」

１
９
７
５
年

第
５
回
「
昔
、
カ
ラ
ス
は
白
か
っ
た
」

１
９
７
６
年

第
６
回
「
70
年
代
後
半
と
我
々
学
生
」

１
９
７
７
年

第
７
回
「
現
実
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」

１
９
７
８
年

第
８
回
「
75
周
年
、
そ
し
て
神
大
生
は
今
…
…

「
学
園
祭
」
そ
の
５

戦
後
の
神
戸
大
学
の
学
園
祭
を
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
や
『
神
戸
大
学
新
聞
』、

放
送
委
員
会
の
『
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｃ

Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
』（
１
９
８
１
年
創
刊
）、
ニ

ュ
ー
ス
ネ
ッ
ト
委
員
会
の
『
神
戸
大
学
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
』（
１
９
９
５

年
創
刊
）
な
ど
で
た
ど
っ
て
み
る
と
、
そ
の
「
テ
ー
マ
」
の
変
遷
に
は
時

代
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
９
７
１
年
か
ら
は
学
部
祭
「
六
甲
台
祭
」
に

神
戸
大
学
で
は
、
１
９
６
９
年
８
月
７
日
、
戸
田
義
郎
・
学
長
事
務
取

扱
（
当
時
）
に
よ
る
封
鎖
解
除
通
告
が
行
わ
れ
、
翌
８
日
機
動
隊
が
見
守

る
中
で
封
鎖
解
除
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
学
紛
争
の
嵐
は
次
第
に
沈
静
化

し
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
紛
争
を
経
て
、
神
戸
大
学
の
学
園
祭
「
大
学
祭
」
は
、
全
学
統
一

の
枠
組
み
が
は
ず
れ
、
１
９
７
１
年
か
ら
学
部
ご
と
の
学
園
祭
の
時
代
に

入
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
六
甲
台
３
学
部
（
経
済
・
経
営
・
法
学
部
）
の
「
六
甲
台

祭
」
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
（
１
９
８
０
年
か
ら
始
ま
り
、
現

昭
58
営

住

田

功

一

戦
後
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
と
学
内
メ
デ
ィ
ア
で
見
る

「
こ
こ
が
変
わ
っ
た
神
戸
大
学
」
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“W
hat are you doing now

? ”

」

１
９
７
９
年　

第
９
回
「
80
年
代
へ
の
飛
翔
」

11
月
開
催
が
定
着

　

１
９
７
３
年
の
第
３
回
は
、
11
月
24
日
、
25
日
に
、
１
９
７
４
年
の
第

４
回
は
11
月
15
日
〜
17
日
、
１
９
７
５
年
第
５
回
は
11
月
14
日
〜
16
日
に

開
催
。

　

１
９
７
７
年
の
第
７
回
は
、
11
月
11
日
〜
13
日
に
行
な
わ
れ
、
１
９
７

８
年
の
第
８
回
も
11
月
10
日
〜
12
日
に
、
１
９
７
９
年
の
第
９
回
は
11
月

16
日
〜
18
日
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
の
、
昭
和
20
年
代
後
半
の
統
一
学
園
祭
の
時
代
は
５
月
15
日

の
創
立
記
念
日
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
六
甲
台
祭
は
11
月
の

第
２
週
か
第
３
週
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
定
着
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
１
９
８
０
年
に
は
、
全
学
祭
が
〝
復
活
〞
し
「
六
甲
祭
」
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

（「
六
甲
台
祭
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙
を
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
）

原　田　　　勉
永　合　位　行

田　中　政　旭
梶　原　武　久

国 民 経 済 雑 誌　第228巻　第３号（令和６年９月)１

山田方谷における気の自然性と形而上的理の解体
　―形而上下から形而前後への転換―…………………………………
デジタル社会的市場経済の構想…………………………………………
地方公共団体における人事評価制度に関する予備的調査：
　実質的な利用と形骸化…………………………………………………

論　　　　　文
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表
紙
の
こ
と
ば

　
私
が
現
在
の
地
に
居
を
構
え
た
の
は
昭
和
53

年
11
月
、
当
時
は
埼
玉
県
大
宮
市
で
し
た
。
大

宮
駅
周
辺
は
デ
パ
ー
ト
や
商
店
、
飲
食
店
が
立

ち
並
ぶ
繁
華
街
で
し
た
が
、
家
の
方
に
向
か
う

家
も
ま
ば
ら
で
し
た
。
健
康
の
た
め
に
と
、
今

は
亡
き
妻
と
一
緒
に
毎
朝
、
出
勤
前
に
1
時
間

ほ
ど
近
所
の
散
策
を
は
じ
め
、
雨
の
日
も
風
の

日
も
霜
の
降
り
た
寒
い
日
も
、
妻
が
膝
を
痛
め

た
10
年
ほ
ど
前
ま
で
毎
日
続
け
ま
し
た
。

途
中
か
ら
は
、
田
ん
ぼ
や
畑

が
広
が
り
芝
川
や
見
沼
用
水

と
い
っ
た
水
路
が
延
び
て
、

い
か
に
も
の
ど
か
な
田
舎
の

風
景
が
続
き
ま
し
た
。
家
の

前
は
雑
木
林
で
横
は
畑
、
人

　
次
第
に
周
囲
も
開
発
が
進
み
、
平
成
13
年
5

月
に
は
大
宮
、
浦
和
、
与
野
の
3
市
が
合
併
し

て
さ
い
た
ま
市
が
誕
生
、
平
成
18
年
11
月
に
、

こ
の
絵
に
描
い
た
水
辺
の
あ
る
合
併
記
念
見
沼

公
園
が
出
来
ま
し
た
。
園
内
に
は
、
沼
や
湿
地
、

芝
生
広
場
な
ど
が
あ
り
、
雑
木
林
や
湖
畔
林
が

育
つ
広
場
周
辺
の
見
沼
田
圃
の
水
辺
を
含
め
て
、

妻
と
も
よ
く
散
歩
を
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
て
こ
の
景
色
を
目
に
し
た
と
き
に
、

実
際
に
は
こ
の
よ
う
な
景
色
を
こ
れ
ま
で
見
て

い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故
か
し
ら
懐
か

し
く
昔
を
思
い
お
こ
さ
せ
る
よ
う
な
既
視
感
を

覚
え
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
西
陽
を
受
け

た
木
々
の
シ
ル
エ
ッ
ト
と
池
に
映
る
西
陽
の
き

ら
め
き
が
と
て
も
美
し
く
、
こ
れ
を
何
と
か
絵

に
表
現
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
夕
暮
れ

時
で
も
あ
り
色
彩
は
薄
ら
い
で
い
ま
し
た
が
、

実
際
よ
り
も
シ
ン
プ
ル
な
印
象
に
と
思
い
、
モ

ノ
ト
ー
ン
を
主
体
に
西
陽
だ
け
を
金
色
に
か
が

や
か
せ
、
ま
た
水
面
の
き
ら
め
き
を
強
調
し
た

い
と
思
い
、
日
本
画
固
有
の
銀
箔
貼
り
で
表
現

し
て
み
ま
し
た
。

　
追
憶
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
冠
し
た
本
作
は
、

さ
い
た
ま
市
の
美
術
展
に
お
い
て
市
長
賞
の
栄

に
浴
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
私
の
絵
の
制
作

を
い
つ
も
見
守
り
励
ま
し
て
く
れ
て
、
そ
の
受

賞
も
誰
よ
り
も
喜
ん
で
く
れ
た
妻
へ
の
感
謝
と

と
も
に
想
い
出
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

追

　
　憶昭

45
営

　
押

　
上

　
重

　
郎
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『国民経済雑誌』定期購読のご案内
　神戸大学経済経営学会からのご案内です。
　学生時代に入会されていた方も、そうでない方も是非ご検討ください。

　100年以上の歴史をもつ『国民経済雑誌』には、神戸大学の経済系、経営系の教員が執
筆した最新の研究に基づく論文が掲載されています。世界レベルで活躍されている母校の
先生方の論文に触れることができます。また最先端の研究成果を学内のみならず、学外の
研究者のものも含めて紹介しています。
　先生方の専門分野の重量級の論文が掲載されていることはもちろんですが、その時々の
トピックを題材にそれぞれの先生の得意分野の切り口で解説される論文、講演記録、書評
などが掲載されています。
　『国民経済雑誌』は今後の日本経済の先行きを考察するヒントが詰まった、他には類を
みない出版物と言えるでしょう。

最近の『国民経済雑誌』から

　以下にご紹介するような幅広い分野の興味深い論文、時代の趨勢を背景とした論文が掲
載されています。

　デジタル社会的市場経済の構想（令和６年９月号）
　　　永合　位行

　地方公共団体における人事評価制度に関する予備的調査：
　　実質的な利用と形骸化（令和６年９月号）
　　　田中　政旭　　　梶原　武久

　流動性プレミアムがROEに及ぼす効果：財務レバレッジの分解公式（令和６年９月号）
　　　森　　直哉

　本学を卒業された方の年間購読料は、卒業生割引価格の8,040円となっております。
　申し込みをされた方には､『国民経済雑誌』を定期的にお届けします。
　いつからでも開始できます。是非ご購読ください。
　2023年度から季刊誌となり、３月、６月、９月、12月に発行しておりましたが、2026年

度から、１月、４月、７月、10月発行に移行いたします関係で、2025年度は、３月、６
月、９月発行とさせていただき、次号は、2026年1月号となります。

　　　　お問い合わせはこちらまでお願いします
　　　　神戸大学経済経営学会事務局

〒657‒8501　神戸市灘区六甲台町2－1　神戸大学経済経営研究所内１階
　　　　Tel・Fax：078－803－7228　　
　　　　E-mail：kkg@rieb.kobe-u.ac.jp
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と　

き　

令
和
６
年
６
月
29
日
（
土
）

と
こ
ろ　

ア
カ
デ
ミ
ア
館
「
さ
く
ら
」

　

本
来
は
２
０
２
１
年
度
に
実
施
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
世
界
的
に
大
流

行
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
延
期
と
な
っ
て
い
た
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
神
戸
大
学
の
活
動
制
限
指
針
が
緩
和
さ
れ
た
の

を
受
け
、
六
甲
台
第
１
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ア
カ
デ
ミ
ア
館
で
３
年
遅
れ
で
開

催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
子
育
て
世
代
の
参
加
を
促
す
目
的
で
「
キ
ッ
ズ

コ
ー
ナ
ー
」
を
用
意
し
た
。

　

祝
賀
会
に
は
ス
ピ
ー
ド
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
部
門
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
37
名
が
参

加
し
た
ほ
か
、
現
役
部
員
35
名
も
顔
を
そ
ろ
え
た
。
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
子
ど

も
７
人
が
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
た
。

　

ま
ず
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
組
織
で
あ
る
「
氷
凌
会
」
の
兵
頭
政
幸
会
長
（
昭

52
理
）
が
「
待
ち
望
ん
だ
祝
賀
会
が
よ
う
や
く
開
催
で
き
た
」
な
ど
と
話

し
て
開
会
を
宣
言
し
、
出
席
の
中
で
最
年
長
の
團
野
信
博
氏
（
昭
44
工
）

が
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

参
加
者
は
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
話
が
弾
ん
で
い
た
。

　

ま
た
、
現
役
部
員
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
活
動
を
報
告
し
、
会

ス
ケ
ー
ト
部
創
部
70
周
年
祝
賀
会

阿　

片　

仁　

孝
（
昭
54
経
）

凌
霜
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

場
を
盛
り
上
げ
た
。

　

祝
賀
会
の
最
後
に
、
兵
頭
会
長
の
退
任
が
発
表
さ
れ
、
後
任
に
竹
内
知

子
氏
（
昭
58
教
）
が
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

２
０
２
２
年
12
月
に
は
、
祝
賀
会
に
先
立
ち
70
周
年
記
念
誌
（
Ｂ
５
判
、

70
ペ
ー
ジ
）
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。

　

ス
ケ
ー
ト
部
の
活
動
は
、
西
宮
市
の
ひ
ょ
う
ご
西
宮
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

や
神
戸
市
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
氷
上
練
習

を
行
っ
て
お
り
、
国
民
体
育
大
会
（
現
・
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）
出
場
者

も
輩
出
し
て
い
る
。

　

フ
ィ
ギ
ュ
ア
部
門
は
、
国
公
立
フ
リ
ー
ス
ケ
ー
テ
ィ
ン
グ
大
会
で
の
優

勝
が
第
一
目
標
で
、
ス
ケ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
と
表
現
力
の
上
達
を
図
っ
て

い
る
。
日
本
ス
ケ
ー
ト
連
盟
強
化
選
手
の
壷
井
達
也
君
も
所
属
し
て
い
る
。

　

ス
ピ
ー
ド
部
門
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
小
さ
い
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
で
タ
イ

ム
の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。
京
都
大
と
の
対
抗
戦
「
神
京
戦
」
を
毎
年

開
催
し
、
技
術
を
高
め
あ
っ
て
い
る
。
嶋
田
帆
果
さ
ん
は
２
０
２
４
年
１

月
の
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
成
年
女
子
３
０
０
０
ｍ
リ
レ
ー
で
優
勝
し
た
兵

庫
県
チ
ー
ム
の
一
員
で
あ
る
。
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「
学
理
と
実
務
の
両
立
」
を
重
ん
じ
る
研
究
・

教
育
が
重
視
さ
れ
て
い
た
旧
官
立
神
戸
高
商
の

当
時
の
講
座
も
し
く
は
授
業
を
再
現
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
！

（
理
由
）
今
の
ま
ま
だ
と
日
本
が
没
落
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
日
本
は
画
一
教
育
か
ら
抜
け

て
お
ら
ず
、
変
化
に
対
応
す
る
人
材
の
育
成
に

は
不
十
分
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
決
ま

っ
た
正
解
を
答
え
る
の
で
な
く
、
自
ら
課
題
を

発
見
し
、解
決
で
き
る
能
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

日
本
の
高
校
生
は
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
で
調

べ
る
授
業
が
少
な
い
と
感
じ
、
又
、
米
国
・
中

国
・
韓
国
と
比
べ
て
、「
授
業
中
、
積
極
的
に

発
言
す
る
」
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
だ
と
、
日
本
の
凋
落
に
拍
車
を
か
け
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

凌

霜

ひ

ろ

ば

（
具
体
例
）
さ
て
、
明
治
維
新
の
前
後
は
ど
う

で
あ
っ
た
か
！
す
ご
い
人
材
が
い
ま
し
た
。
幕

末
の
偉
人
で
「
教
育
者
」
で
も
あ
っ
た
吉
田
松

陰
で
す
。「
松
下
村
塾
」
を
作
り
、
後
の
明
治

維
新
を
支
え
る
多
数
の
要
人
を
育
て
ま
し
た
が
、

秘
密
は
教
育
方
針
に
あ
り
ま
す
。
あ
る
テ
ー
マ

で
塾
生
同
士
が
激
し
く
討
論
を
し
、
時
に
は
塾

生
が
自
ら
教
壇
に
立
っ
て
授
業
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
又
、
松
陰
は
各
人

の
得
意
分
野
を
見
抜
い
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

強
味
を
伸
ば
す
指
導
を
行
う
。
こ
う
い
っ
た
教

育
方
針
の
お
か
げ
も
あ
り
、
多
く
の
著
名
人
を

輩
出
で
き
た
の
で
し
ょ
う
。

　

旧
官
立
神
戸
高
商
で
は
、「
徹
底
し
た
実
践

主
義
を
貫
い
た
」
初
代
校
長
水
島
銕
也
の
下
か

ら
は
経
済
界
、
実
業
界
を
代
表
す
る
数
多
く
の

人
材
を
生
ん
だ
が
、
も
と
も
と
優
秀
な
生
徒
達

が
入
学
し
た
が
、
そ
の
上
で
実
行
を
伴
う
「
組

織
に
よ
る
徳
育
」
が
導
入
さ
れ
て
い
て
、
教
員

と
生
徒
あ
る
い
は
生
徒
同
士
の
交
流
を
通
じ
て

互
い
の
品
性
を
高
め
修
養
を
積
む
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
た
。

　

吉
田
松
陰
の
「
松
下
村
塾
」
と
、
旧
官
立
神

戸
高
商
の
教
育
方
針
は
多
い
に
似
通
っ
た
所
が

あ
る
。

（
結
論
）
旧
三
商
大
で
講
座
の
開
設
、
も
し
く

は
授
業
の
歩
調
を
あ
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
手
放

し
で
賛
成
で
す
。
又
、
他
の
旧
高
商
を
起
源
と

さ
れ
る
各
校
に
光
明
を
見
出
し
て
頂
け
れ
ば
、

栄
誉
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。

一
世
を
風
靡
し
た
旧
官
立
神
戸
高
商
の

当
時
の
教
え
を
再
現
し
よ
う
！

松　

熊　
　
　

忍
（
昭
47
営
Ⅱ
）
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本と
凌霜人

『
岡
田
卓
也
の
時
代

　
公
器
の
理
念
が
支
え
た
静
か
な
る
流
通
革
命
』

碩
学
舎　

２
０
２
４
年
12
月　

神
戸
大
学
名
誉
教
授　

　
　
　
　
　
　

石
井　

淳
蔵
（
昭
45
営
）
著　

　

本
書
「
岡
田
卓
也
の
時
代
」
の
題
名
に
は
、「
岡

田
卓
也
氏
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
最
前
線
に
あ
っ
て
新

地
平
を
切
り
開
い
た
時
代
」、
あ
る
い
は
中
内

功
、
伊
藤
雅
俊
、
堤
清
二
の
各
氏
と
共
に
、「
固

有
名
で
流
通
を
語
る
こ
と
が
で
き
た
時
代
」
と

い
っ
た
意
味
が
重
な
り
ま
す
。

　

本
書
の
主
人
公
で
あ
る
岡
田
氏
は
戦
後
、
四

日
市
市
で
江
戸
時
代
以
来
の
伝
統
あ
る
呉
服
商

岡
田
屋
を
承
継
し
、
戦
災
に
遭
い
一
面
焼
け
野

原
の
な
か
で
復
興
を
図
り
、
さ
ら
に
は
（
現
在

の
イ
オ
ン
の
母
体
と
な
る
）
ジ
ャ
ス
コ
を
創
業

し
て
流
通
革
命
の
荒
波
に
船
出
し
ま
し
た
。

　

舞
台
と
な
っ
た
岡
田
屋
で
す
が
、
凌
霜
の
母

体
で
あ
る
神
戸
高
商
（
神
戸
商
業
大
学
・
神
戸

経
済
大
学
を
含
む
）
と
少
な
か
ら
ぬ
縁
が
あ
り

ま
す
。
平
井
泰
太
郎
先
生
は
当
校
の
有
名
教
授

で
し
た
が
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
講
演
会

や
経
営
助
言
の
た
め
よ
く
岡
田
屋
を
訪
問
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
戦
後
ま
も
な
く
の
時
期
に
は
、

「
借
金
し
て
も
よ
い
か
ら
駅
前
の
土
地
を
買
っ

て
お
き
な
さ
い
」
と
先
生
か
ら
言
わ
れ
た
と
、

卓
也
氏
自
身
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
氏
は
、「
言

わ
れ
た
通
り
や
っ
て
お
れ
ば
」
と
懐
か
し
そ
う

に
笑
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
そ
の
岡
田
氏
の
活
躍
に
本
書
で
は
２

つ
の
視
点
か
ら
接
近
し
ま
す
。
ひ
と
つ
は
「
比

較
企
業
者
史
」、
も
う
ひ
と
つ
は
「
日
本
の
商

人
思
想
史
」
で
す
。
ま
ず
前
者
の
視
点
か
ら
。

静
か
な
る
革
命

　

昭
和
30
年
頃
、
わ
が
国
の
流
通
分
野
で
大
変

化
が
始
ま
り
ま
し
た
。
世
に
言
う
「
流
通
革
命
」

で
す
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
以
下
、
Ｓ
Ｍ

と
略
す
）
と
呼
ば
れ
る
新
小
売
業
態
が
誕
生
し

た
の
で
す
。
そ
の
主
役
と
な
っ
た
の
は
、
大
手

資
本
家
で
は
な
く
街
場
の
零
細
な
小
商
人
た
ち

で
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
の
多
く
は
革
命
の
波

に
飲
み
込
ま
れ
消
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
姿

は
「
ス
ー
パ
ー
は
、
ス
ー
と
出
て
き
て
パ
ー
と

消
え
る
」
と
揶
揄
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
に
先
に
述
べ
た
著
名
創
業
者
が
い

ま
し
た
。
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に
夢
を
描
い
て
革

命
に
挑
み
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
岡
田
氏
が
と

っ
た
方
向
は
他
の
創
業
者
と
は
一
線
を
画
す
も

の
で
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
業
界
の
ト
ッ
プ
に

立
っ
た
中
内
ダ
イ
エ
ー
と
の
比
較
で
浮
き
彫
り

に
で
き
ま
す
。

　

革
命
以
前
の
消
費
財
流
通
に
お
い
て
は
、
大

手
消
費
財
メ
ー
カ
ー
の
力
が
浸
透
し
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
ら
メ
ー
カ
ー
は
、
専
属
の
流
通
経
路

を
構
築
し
、
価
格
を
み
ず
か
ら
決
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
抗
し
て
、「
フ
ォ
ー

ザ
・
カ
ス
タ
マ
ー
」
を
旗
印
に
果
敢
に
挑
戦
し

た
の
が
中
内
ダ
イ
エ
ー
で
す
。
有
力
メ
ー
カ
ー

に
対
す
る
対
抗
力
を
確
保
し
、
価
格
支
配
権
を

消
費
者
の
も
と
に
奪
い
返
そ
う
と
し
た
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
店
舗
を
大
規
模
化
し
各
地
へ
の
出

店
を
加
速
化
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
挑
戦
に
対
し

て
、
松
下
電
器
や
花
王
な
ど
は
ダ
イ
エ
ー
へ
の

自
社
商
品
の
出
荷
停
止
に
踏
み
切
る
こ
と
で
対

抗
し
ま
し
た
。
共
に
返
り
血
覚
悟
の
戦
い
に
な

り
ま
し
た
。
中
内
ダ
イ
エ
ー
の
試
み
は
、
フ
ラ
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ン
ス
革
命
や
ロ
シ
ア
革
命
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ

う
に
旧
支
配
者
・
旧
秩
序
打
倒
を
目
指
す
も
の

で
あ
り
、「
雄
々
し
き
革
命
」
と
呼
べ
そ
う
で
す
。

　

他
方
、
岡
田
氏
の
や
り
方
は
少
し
趣
が
異
な

り
ま
す
。
岡
田
氏
は
１
９
７
０
年
に
、
フ
タ
ギ

と
シ
ロ
と
の
三
社
合
併
で
ジ
ャ
ス
コ
（"Japan 

U
nited Stores Com

pany"

）
を
設
立
し
ま

し
た
。
彼
ら
は
、「
心
と
心
の
合
併
」
を
掲
げ
、

各
地
の
Ｓ
Ｍ
チ
ェ
ー
ン
経
営
者
に
提
携
・
統
合

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

先
述
の
よ
う
に
多
く
の
街
場
の
商
人
た
ち
が

流
通
革
命
に
身
を
投
じ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
の
風
土
や
生
活
文
化
を

基
盤
に
据
え
た
Ｓ
Ｍ
チ
ェ
ー
ン
が
各
地
で
生
ま

れ
ま
し
た
。
岡
田
氏
は
、
そ
れ
ら
の
経
営
者
に

向
け
て
ジ
ャ
ス
コ
へ
の
大
同
団
結
を
呼
び
掛
け

た
の
で
す
。

　

岡
田
ジ
ャ
ス
コ
の
提
携
・
合
併
策
は
、「
相

手
会
社
の
す
べ
て
を
ジ
ャ
ス
コ
の
も
の
と
す
る
」

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
売
業
の
イ

ン
フ
ラ
部
分
（
情
報
シ
ス
テ
ム
、
財
務
、
人
事
、

製
品
開
発
等
）
は
ジ
ャ
ス
コ
本
部
に
統
合
す
る

一
方
で
、
各
地
の
チ
ェ
ー
ン
や
店
舗
の
経
営
は

元
の
経
営
者
た
ち
に
任
せ
ま
し
た
。「
そ
の
地

の
風
土
や
文
化
を
熟
知
し
た
経
営
者
が
経
営
す

る
の
が
理
に
適
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
は
岡
田

氏
の
信
念
で
し
た
。
こ
れ
が
ジ
ャ
ス
コ
独
特
の

「
地
域
法
人
制
度
」
で
あ
り
、
そ
の
姿
は
「
連

邦
制
経
営
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
ジ
ャ
ス
コ
に
統
合
さ
れ
た
各
チ

ェ
ー
ン
の
店
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
は
統
合
さ
れ
一

新
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
消
費
者
が
目

に
す
る
各
店
の
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
の
姿
も
大
き

く
変
え
ま
し
た
。
当
時
は
日
本
人
の
生
活
ス
タ

イ
ル
が
大
変
化
し
た
時
代
で
、
ほ
と
ん
ど
の
旧

来
の
Ｓ
Ｍ
店
は
時
代
に
合
わ
な
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
渦
中
に
あ
っ
て
、
岡
田
は
強
い
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
ほ
ぼ
全
店
に
わ
た
る

ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
策
を
試
み
た
の
で
す
。

　

こ
の
一
連
の
や
り
方
は
、「
良
き
も
の
は
受

け
継
ぎ
、
革
新
す
べ
き
と
こ
ろ
は
革
新
す
る
」

と
い
う
不
易
流
行
の
や
り
方
で
す
。
岡
田
ジ
ャ

ス
コ
は
こ
の
道
を
選
び
ま
し
た
。
本
書
で
は
こ

の
ス
タ
イ
ル
の
革
命
を
「
静
か
な
る
革
命
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

日
本
の
商
人
思
想

　

こ
の
「
静
か
な
る
革
命
」
を
背
後
で
支
え
た

の
は
、「
店
は
公
器
」「
店
は
社
会
か
ら
の
預
か

り
物
」
の
思
想
で
す
。
ジ
ャ
ス
コ
を
創
業
し
た

岡
田
卓
也
や
二
木
一
一
だ
け
で
な
く
、
ジ
ャ
ス

コ
に
集
っ
た
商
人
た
ち
に
も
こ
の
思
想
が
浸
透

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
公
器
の
思
想
の
由
来
と

中
身
、
そ
し
て
ジ
ャ
ス
コ
へ
の
浸
透
ぶ
り
に
つ

い
て
は
、
本
書
の
第
２
の
視
点
（
日
本
の
商
人

思
想
）
で
議
論
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な

が
ら
、
こ
こ
で
こ
の
話
を
紹
介
す
る
余
裕
は
あ

り
ま
せ
ん
。
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本
号
で
は
、
就
活
を
終
え
た
久
門
美
巴
さ
ん

（
経
済
４
年
）
に
、
就
活
体
験
談
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。

＊　
　

＊　
　

＊

浅
田　

本
日
は
、
お
時
間
を
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
久
門
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
就

活
に
取
り
組
ま
れ
る
学
生
の
皆
さ
ん
に
参
考
に

な
る
よ
う
、
就
活
体
験
談
を
忌
憚
の
な
い
と
こ

ろ
で
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
自
己
紹
介
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

久
門　

経
済
学
部
４
年
生
の
久
門
と
申
し
ま
す
。

課
外
活
動
で
は
ア
カ
ペ
ラ
・
サ
ー
ク
ル
に
属
し
、

卒
業
後
は
、
メ
ー
カ
ー
Ａ
社
に
勤
務
す
る
予
定

で
す
。

浅
田　

ま
ず
、
就
活
全
体
を
振
り
返
っ
て
、
久

門
さ
ん
の
就
活
の
取
り
組
み
の
概
略
に
つ
い
て

時
系
列
で
教
え
て
下
さ
い
。

久
門　

３
年
生
に
な
る
直
前
の
２
月
末
に
学
内

の
合
同
説
明
会
へ
参
加
し
た
の
が
就
活
の
ス
タ

ー
ト
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
Ａ
社
を
初

め
様
々
な
企
業
の
人
事
の
方
と
フ
ラ
ン
ク
に
話

を
す
る
こ
と
が
で
き
、
就
活
の
雰
囲
気
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
学
内
外
の

就
活
イ
ベ
ン
ト
（
主
に
合
同
説
明
会
）
に
参
加

し
て
、
情
報
収
集
す
る
一
方
、
４
月
頃
か
ら
は
、

夏
Ｉ
Ｓ
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
に
向
け
て
会

社
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
始
め
ま
し
た
。

　

５
月
に
は
夏
Ｉ
Ｓ
の
Ｅ
Ｓ
（
エ
ン
ト
リ
ー
・

シ
ー
ト
）
の
た
め
に
ガ
ク
チ
カ
を
作
っ
て
、
実

際
に
提
出
し
ま
し
た
。
６
月
、
７
月
は
書
類
選

考
に
通
過
し
面
接
や
Ｇ
Ｄ
（
グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）
に
参
加
し
ま
し
た
。
８
〜
９

月
は
面
接
や
Ｇ
Ｄ
を
突
破
し
た
夏
Ｉ
Ｓ
に
参
加

し
ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
そ
の
季
節
の
Ｉ
Ｓ
に

参
加
し
な
が
ら
次
の
季
節
の
Ｉ
Ｓ
選
考
に
参
加

申
し
込
み
を
す
る
と
い
う
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

浅
田　

久
門
さ
ん
は
確
か
３
年
生
の
11
月
頃
初

め
て
六
甲
台
就
職
相
談
セ
ン
タ
ー
に
来
て
く
れ

ま
し
た
ね
。

久
門　

そ
う

で
す
ね
。
そ

れ
ま
で
は
、

就
活
生
が
利

用
し
て
い
る

就
職
支
援
業

者
は
ど
う
も

信
用
で
き
ず
、

誰
に
も
頼
ら

ず
一
人
で
就

活
を
し
て
い

ま
し
た
。
そ

ん
な
時
、「
親

身
に
な
っ
て

相
談
に
のって

く
れ
る
よ
」と
、

経
済
学
部
の

信
頼
で
き
る

六
甲
台
就
職
相
談
セ
ン
タ
ー
　Ｎ
Ｏ
Ｗ

00

00

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

就
活
体
験
談

昭
48
営　

浅　

田　

恭　

正

友
人
か
ら
の

勧
め
も
あ
り
、
初
め
て
就
職
相
談
セ
ン
タ
ー
に

出
向
き
ま
し
た
。

　

相
談
員
の
方
に
「
話
す
の
が
上
手
だ
ね
」「
素

直
な
姿
勢
が
よ
い
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
、
自

分
の
新
た
な
強
み
が
発
見
で
き
て
、
と
て
も
自

信
に
な
り
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
Ｅ
Ｓ
添
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削
や
面
接
練
習
等
し
て
頂
き
、
大
変
助
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
業
界
研
究
や
企
業
研

究
な
ど
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
本
選
考

に
向
け
て
具
体
的
に
ど
の
会
社
に
Ｅ
Ｓ
を
エ
ン

ト
リ
ー
し
て
い
け
ば
よ
い
か
な
ど
相
談
に
の
っ

て
貰
い
ま
し
た
。

浅
田　

そ
の
後
、
冬
Ｉ
Ｓ
、
本
選
考
と
つ
な
が

っ
て
い
く
の
で
す
ね
。

久
門　

12
月
か
ら
１
月
に
か
け
て
、
数
社
の
冬

Ｉ
Ｓ
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
本
選
考
の
説
明
会

も
始
ま
り
だ
し
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
Ｉ
Ｓ
に
参

加
し
た
会
社
か
ら
早
期
選
考
の
案
内
も
ぼ
ち
ぼ

ち
来
始
め
ま
し
た
。

　

２
月
は
、
各
社
の
早
期
選
考
、
本
選
考
説
明

会
、
本
選
考
の
面
接
と
、
ほ
ぼ
毎
日
予
定
が
埋

ま
っ
て
い
て
「
き
つ
い
」
時
期
で
し
た
。
そ
し

て
、
２
月
末
頃
、
メ
ー
カ
ー
の
Ａ
社
か
ら
内
々

定
の
連
絡
を
頂
き
、
ホ
ッ
と
す
る
と
共
に
涙
が

ボ
ロ
ボ
ロ
出
て
き
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

Ａ
社
は
、
夏
Ｉ
Ｓ
の
ワ
ン
デ
ー
に
参
加
し
た
だ

け
で
し
た
が
、
１
月
に
本
選
考
の
面
接
の
案
内

が
来
て
、
以
降
２
回
の
面
接
で
採
用
の
内
々
定

を
頂
き
ま
し
た
。
Ａ
社
の
人
事
の
方
は
、
ち
ゃ

ん
と
見
て
く
れ
て
い
た
の
だ
な
と
思
う
と
共
に
、

運
命
的
な
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
他

社
の
本
選
考
が
続
き
、
４
年
の
６
月
に
は
、
計

６
社
か
ら
内
々
定
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

浅
田　

全
体
の
概
略
の
話
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
次
に
、
個
別
の
質
問
を
さ
せ
て
下

さ
い
。
久
門
さ
ん
は
２
年
生
の
２
月
頃
か
ら
就

活
を
始
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ

は
早
い
方
で
す
ね
。

久
門　

そ
う
で
す
ね
。
一
般
的
に
は
、
３
年
の

６
月
頃
か
ら
始
め
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

実
は
外
資
系
企
業
に
就
職
さ
れ
た
サ
ー
ク
ル
の

先
輩
が
、
３
年
の
秋
に
は
就
活
を
終
え
ら
れ
て

い
た
の
を
見
て
、
当
初
は
私
も
早
く
就
活
を
始

め
て
早
く
終
わ
ら
せ
た
い
と
の
思
い
が
あ
り
ま

し
た
。

浅
田　

Ｉ
Ｓ
に
つ
い
て
は
、
久
門
さ
ん
の
年
代

か
ら
５
日
以
上
は
採
用
に
繋
げ
て
よ
い
と
い
う

よ
う
に
制
度
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
ね
。

久
門　

私
の
場
合
、
夏
Ｉ
Ｓ
は
10
社
程
度
参
加

し
ま
し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ワ
ン
デ
ー
（
１

日
）
コ
ー
ス
が
中
心
で
し
た
。
実
は
、
複
数
日

の
企
業
は
難
関
で
、
選
考
段
階
で
ほ
ぼ
落
ち
ま

し
た
。
夏
Ｉ
Ｓ
が
３
日
で
こ
れ
を
ク
リ
ア
す
る

と
秋
Ｉ
Ｓ
が
２
日
（
合
計
５
日
）
と
い
う
企
業

が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
ケ
ー
ス
が
、
Ｉ
Ｓ
で

本
採
用
を
し
て
い
く
と
い
う
ケ
ー
ス
に
該
当
す

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

浅
田　

Ｉ
Ｓ
は
積
極
的
に
参
加
さ
れ
た
わ
け
で

す
が
、
何
か
企
業
選
択
の
基
準
を
設
け
た
り
し

ま
し
た
か
。

久
門　

夏
Ｉ
Ｓ
で
は
、「
業
界
研
究
を
し
た
い
」

ま
た
「
自
分
の
可
能
性
を
狭
め
た
く
な
い
」
と

い
う
思
い
か
ら
、
様
々
な
業
界
の
企
業
（
１
業

界
１
社
程
度
）
を
選
び
、「
見
境
な
く
」
申
し

込
み
を
し
ま
し
た
。

　

内
容
的
に
は
、
各
社
共
、
企
業
説
明
と
グ
ル

ー
プ
・
ワ
ー
ク
が
中
心
で
し
た
。
結
果
的
に
は
、

各
業
界
の
企
業
の
方
々
と
対
話
を
す
る
と
い
う

よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
金
融
業
界
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
は
自
分
に

は
向
い
て
い
な
い
と
思
い
、
就
活
の
選
択
肢
か

ら
外
す
と
い
う
判
断
材
料
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
上
で
、
冬
Ｉ
Ｓ
で
は
、
イ
ン
フ
ラ
と
メ
ー
カ

ー
の
２
つ
に
絞
り
込
み
ま
し
た
。

浅
田　

Ｉ
Ｓ
対
策
と
し
て
、
何
か
特
別
な
準
備

を
し
ま
し
た
か
。

久
門　

正
直
ぶ
っ
つ
け
本
番
で
し
た
。
結
果
的

に
は
、
夏
Ｉ
Ｓ
を
受
け
る
こ
と
自
体
が
「
場
数

を
踏
む
」
と
い
う
こ
と
か
ら
対
策
に
な
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
た
だ
、
就
職
相
談
セ
ン
タ
ー

に
も
っ
と
早
く
相
談
に
行
っ
て
対
策
を
し
て
お

け
ば
、「
落
ち
る
」
憂
き
目
を
減
ら
せ
た
の
で

は
な
い
か
と
後
悔
し
て
い
ま
す
（
笑
）。
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浅
田　

Ｉ
Ｓ
で
の
「
グ
ル
ー
プ
・
ワ
ー
ク
」
は

結
構
戸
惑
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

久
門　

私
の
場
合
、
高
校
で
「
デ
ィ
ベ
ー
ト
」

の
授
業
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
集
団
で
の
議
論

は
慣
れ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
社
会
人
の
集
団

の
場
で
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
重
視
さ
れ
る
と
の

認
識
で
し
た
の
で
、「
自
己
主
張
」
よ
り
「
協

調
性
」
を
意
識
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

一
方
、
私
は
「
面
接
」
に
苦
手
意
識
が
あ
り
、

面
接
前
に
は
い
つ
も
緊
張
し
て
恐
怖
心
持
っ
て

い
た
の
で
、
Ｉ
Ｓ
や
本
命
で
な
い
本
選
考
で
、

「
場
数
を
踏
む
」
よ
う
に
努
め
、
何
と
か
克
服

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

浅
田　

久
門
さ
ん
は
、
６
社
か
ら
内
々
定
を
獲

得
し
、
最
終
的
に
は
就
職
先
は
Ａ
社
に
決
め
ら

れ
た
の
で
す
ね
。
そ
の
辺
り
の
経
緯
を
差
支
え

の
な
い
範
囲
で
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

久
門　

最
初
に
内
々
定
を
頂
い
た
の
が
Ａ
社
な

の
で
、
Ａ
社
へ
の
思
い
が
一
番
強
か
っ
た
の
は

確
か
で
す
が
、
本
選
考
の
チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ

い
た
会
社
に
つ
い
て
途
中
で
辞
退
し
た
く
な
か

っ
た
の
で
、
Ａ
社
に
は
６
月
ま
で
入
社
の
意
思

表
示
を
留
保
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
内
々
定

先
で
の
懇
親
会
に
参
加
し
た
り
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

訪
問
で
先
輩
に
お
会
い
し
た
り
し
て
、
４
年
生

の
６
月
の
時
点
で
、
Ａ
社
と
イ
ン
フ
ラ
系
の
Ｂ

社
の
２
社
に
絞
り
こ
み
、
最
終
的
に
は
Ａ
社
に

決
め
ま
し
た
。
決
め
手
は
、
懇
親
会
等
で
同
期
、

会
社
の
幹
部
の
方
、
先
輩
と
い
っ
た
方
々
と
接

し
て
の
対
人
感
覚
と
「
自
分
が
成
長
で
き
る
社

風
か
ど
う
か
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

浅
田　

お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
久
門
さ
ん
の
就

活
は
「
順
調
」
だ
っ
た
よ
う
に
窺
え
ま
す
が
、「
こ

う
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
反
省
点

や
、
後
輩
の
就
活
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
れ

ば
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

久
門　

既
に
就
活
体
験
を
お
話
し
し
た
こ
と
と

重
な
り
ま
す
が
、
就
活
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
と

し
て
纏
め
て
み
ま
す
。
ま
ず
１
点
目
は
、
早
く

就
活
に
取
り
掛
か
る
こ
と
。
自
己
分
析
や
企
業

研
究
（
業
界
セ
ミ
ナ
ー
参
加
）
な
ど
、
早
め
早

め
の
対
応
で
繁
忙
期
に
気
持
ち
の
余
裕
が
で
て

く
る
。
気
持
ち
の
余
裕
が
あ
れ
ば
失
敗
が
あ
っ

て
も
次
回
に
反
省
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
信
頼
で
き
る
相
談
相
手
を
も
つ

こ
と
。
私
の
場
合
、
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し

た
が
、
も
う
少
し
早
く
就
職
相
談
セ
ン
タ
ー
に

出
向
い
て
お
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

就
活
は
学
生
に
と
っ
て
は
避
け
ら
れ
な
い
厳
し

く
つ
ら
い
活
動
で
す
の
で
、
親
身
に
な
っ
て
相

談
に
の
っ
て
く
れ
る
相
談
員
の
方
々
は
大
変
有

難
い
存
在
で
し
た
。

浅
田　

就
活
は
「
正
解
の
な
い
世
界
」
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
就
活
生
に
と
っ
て
悩
ん
だ

時
に
誰
に
相
談
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
大
事
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

久
門　

そ
う
で
す
ね
。
私
に
と
っ
て
は
、「
居

場
所
」
と
し
て
、
就
職
相
談
セ
ン
タ
ー
に
出
会

う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
幸
運
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
私
は
繁
忙
期
で
も
就
職
相
談
セ
ン
タ
ー

に
出
向
き
雑
談
を
し
て
癒
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
話
題
に
な
っ
た
こ
と
が
採
用
面
接
で
出
て
き

て
役
に
た
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
細
か
い
話
に
な
り
ま
す
が
、
Ｅ

Ｓ
は
誤
字
脱
字
な
き
よ
う
入
念
に
チ
ェ
ッ
ク
し

て
提
出
す
る
よ
う
心
掛
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
ど
れ
だ
け
内
容
が
良
く
て
も
誤
字
脱
字
が

何
個
も
あ
る
と
印
象
は
変
わ
っ
て
し
ま
う
と
思

う
の
で
、
締
切
か
ら
余
裕
を
持
っ
て
Ｅ
Ｓ
完
成

さ
せ
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

Ｇ
Ｄ
は
慣
れ
の
部
分
が
強
い
と
私
は
思
う
の
で
、

就
職
相
談
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
る
Ｇ
Ｄ
練

習
会
な
ど
に
参
加
し
て
場
数
を
踏
む
の
が
効
果

的
だ
と
思
い
ま
す
。

　

面
接
時
の
コ
ツ
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
面
接

後
の
振
り
返
り
を
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
お
こ
う
と

い
う
こ
と
で
す
。
面
接
を
振
り
返
る
こ
と
は
改

善
点
や
良
か
っ
た
点
の
発
見
に
繋
が
り
ま
す
。
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例
え
ば
最
終
面
接
で
１
次
、
２
次
面
接
で
の
話

が
出
る
こ
と
も
あ
る
し
、
面
接
で
話
す
内
容
に

は
そ
れ
ま
で
の
面
接
と
の
一
貫
性
が
な
い
と
い

け
な
い
の
で
、
忘
れ
て
い
る
と
困
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
面
接
直
後
は
開
放
感
で
振
り
返
り
た

く
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
忘
れ
な

い
う
ち
に
頑
張
っ
て
振
り
返
る
こ
と
が
面
接
合

格
の
コ
ツ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

就
活
を
始
め
た
と
き
は
、「
就
活
を
早
く
終

わ
ら
せ
楽
に
な
り
た
い
」
と
の
思
い
も
あ
り
ま

し
た
が
、
今
は
、「
就
活
を
早
く
終
わ
ら
せ
る

の
は
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
考
え
に
変
わ
り

ま
し
た
。
就
活
は
自
己
分
析
に
よ
り
自
己
発
見

を
し
た
り
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
自
分
の
未

熟
さ
に
気
づ
い
た
り
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
目

的
に
向
か
う
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
ま
た
様
々
な

企
業
比
較
を
し
な
が
ら
社
会
を
見
つ
め
る
貴
重

な
体
験
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
社
会

に
出
て
最
初
に
入
る
会
社
は
と
て
も
大
事
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
就
活
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
妥

協
す
る
こ
と
な
く
納
得
す
る
ま
で
と
こ
と
ん
就

活
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
う
の
で
す
。

浅
田　

こ
れ
ま
で
久
門
さ
ん
の
就
活
を
聴
い
て

き
て
計
画
的
に
進
め
て
こ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す

が
、
学
業
と
就
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
取
っ
て

こ
ら
れ
た
の
で
す
か
。

久
門　

優
先
順
位
を
付
け
て
取
り
組
む
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
特
に
３
年
生
の
後
期
は
忙
し
か

っ
た
の
で
す
が
、
優
先
順
位
と
し
て
は
テ
ス
ト
、

就
活
の
順
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
テ
ス
ト
と
面

接
が
重
な
っ
た
時
は
会
社
に
日
程
変
更
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
拒
否
す
る
会
社
は
断
っ

て
も
良
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
は
こ

ち
ら
の
希
望
は
聴
い
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

浅
田　

実
体
験
に
基
づ
く
ア
ド
バ
イ
ス
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
就
活
生
の
皆
さ
ん
に
は
、

是
非
参
考
に
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
久

門
さ
ん
に
最
後
の
質
問
で
す
。
卒
業
ま
で
の
残

り
の
期
間
ど
う
過
ご
し
た
い
で
す
か
。

久
門　

Ａ
社
の
人
事
の
方
か
ら
「
学
生
時
代
に

し
か
で
き
な
い
こ
と
を
是
非
や
っ
て
ほ
し
い
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
は
ま
と
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
旅
行
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
免
許
取
得
な
ど
有
意
義
な
こ

と
を
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

浅
田　

貴
重
な
お
話
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
久
門
さ
ん
の
今
後
の
ご
活
躍

を
祈
念
し
て
対
談
を
終
了
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

﹇
対
談
後
記
﹈　

浅
田

　

久
門
さ
ん
に
は
貴
重
な
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
就

活
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
学
生
さ
ん
達
に
と

っ
て
、
と
て
も
参
考
に
な
る
体
験
談
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
こ
の
久
門
さ
ん
の
話
を
参
考
に
し

て
、
就
活
生
の
皆
さ
ん
に
は
計
画
的
か
つ
充
実

し
た
就
職
活
動
を
し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
望
ん
で
い
ま
す
。

　

対
談
の
最
後
に
久
門
さ
ん
の
経
験
談
の
中
に

出
て
き
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
踏
ま
え
て
、
就
活
に

お
け
る
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
て
お
き
ま

す
。

１
．
で
き
る
限
り
早
期
に
始
め
る
こ
と

　

・
就
職
活
動
と
学
業
（
単
位
取
得
）

２
．
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
あ
ま
り
業
界
・

企
業
を
絞
り
過
ぎ
な
い
よ
う
広
く
見
て
い

く
こ
と

　

・
視
野
の
拡
大
と
マ
ッ
チ
ン
グ
の
確
認

３
．
早
期
に
内
定
を
取
っ
た
と
し
て
も
就
活
を

そ
こ
で
終
わ
ら
ず
、
最
後
ま
で
や
り
き
る

こ
と

　

・
入
社
す
る
企
業
決
定
の
納
得
感

４
．
六
甲
台
就
職
相
談
セ
ン
タ
ー
に
早
く
か
ら

足
を
運
ん
で
相
談
し
て
い
く
こ
と

　

・
企
業
経
験
者
の
視
点
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
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は
じ
め
に

　

初
め
ま
し
て
、
神

戸
大
学
学
生
震
災
救

援
隊
に
所
属
し
て
お

り
ま
す
、
法
学
部
２

年
生
の
西
谷
彩
香
で
す
。
学
生
震
災
救
援
隊
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
起
こ
っ
た
１
９
９
５
年

１
月
、
神
戸
大
学
の
学
生
が
炊
き
出
し
等
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
た
こ
と
で
発
足
し
た
学

生
団
体
で
す
。
現
在
で
は
被
災
地
の
救
援
活
動

や
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
な

ど
、災
害
に
関
す
る
活
動
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
私
が
救
援
隊
の
一
員
と
し
て
行

っ
た
被
災
地
で
の
救
援
活
動
に
つ
い
て
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

能
登
で
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

２
０
２
４
年
１
月
１
日
、
能
登
半
島
で
大
規

模
な
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震
を
受

け
て
、
私
た
ち
救
援
隊
は
募
金
活
動
や
現
地
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
３
月
下
旬
に
行
わ
れ
た
第
３
回
現
地
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
私
の
経
験
を
話
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

活
動
場
所
は
石
川
県
七
尾
市
で
、
ち
ょ
う
ど

こ
の
時
期
、
よ
う
や
く
水
道
が
復
旧
し
た
ば
か

り
と
い
う
状
況
で
し
た
。
七
尾
市
に
着
く
と
、

道
路
が
割
れ
て
い
て
片
側
し
か
車
両
が
通
行
で

き
な
く
な
っ
て
い
た
り
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
被

せ
ら
れ
た
建
物
が
並
ん
で
い
た
り
、
私
の
初
め

て
見
る
光
景
が
広
が
っ
て
い
て
衝
撃
を
受
け
ま

し
た
。

　

活
動
は
３
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
被
災
し
た
家
屋
で
の
災
害
ゴ
ミ
の
仕

分
け
作
業
を
し
ま
し
た
。
七
尾
市
で
は
、
災
害

ゴ
ミ
を
出
す
際
に
燃
え
る
ゴ
ミ
、
金
属
、
木
材
、

ガ
ラ
ス
、
家
電
な
ど
で
仕
分
け
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。
材
質
の
異
な
る
部
分
は
分
解
し
て
仕

00

00

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

学
生
の
活
動
か
ら

神
戸
大
学
学
生
震
災
救
援
隊
の
活
動
に
参
加
し
て

西　

谷　

彩　

香
（
法
２
年
）

分
け
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
作
業
を
手
伝
わ
せ

て
い
た
だ
い
た
家
で
は
、
高
齢
の
方
が
一
人
で

住
ん
で
お
ら
れ
、「
自
分
一
人
で
は
手
が
回
ら
ず
、

手
伝
っ
て
も
ら
え
て
本
当
に
嬉
し
い
」
と
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
災
害
ゴ
ミ
の
処
分
は
、

量
が
多
い
の
に
加
え
て
ル
ー
ル
も
多
く
、
一
人

で
行
う
の
は
非
常
に
大
変
で
す
。
も
し
自
分
が

同
じ
立
場
だ
っ
た
ら
途
方
に
暮
れ
て
し
ま
う
だ

ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
現
地
の
集
会
所
で
支
援
物
資
の

仕
分
け
や
炊
き
出
し
の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
届
け
ら
れ
た
食
料
や
日
用
品
、
衣

類
な
ど
を
仕
分
け
、
紙
お
む
つ
や
割
り
箸
、
マ

ス
ク
な
ど
の
細
か
な
も
の
は
一
家
庭
分
ず
つ
袋

に
分
け
て
棚
に
並
べ
ま
し
た
。
現
地
の
方
々
も

数
名
、
こ
の
作
業
の
お
手
伝
い
を
し
て
お
ら
れ

た
の
で
す
が
、
私
た
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
笑
顔

で
話
し
か
け
て
く
だ
さ
っ
て
、
今
の
生
活
の
状

況
な
ど
を
話
し
な
が
ら
一
緒
に
作
業
を
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。「
大
変
だ
け
ど
、
み
ん
な
で

何
と
か
頑
張
る
し
か
な
い
か
ら
ね
！
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
が
来
て
く
れ
る
か
ら
、
頑
張
れ
る
！
」

と
、
明
る
く
話
さ
れ
て
い
た
方
の
、
そ
の
前
向

き
な
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

お
昼
に
は
炊
き
出
し
の
配
膳
を
お
手
伝
い
し
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ま
し
た
。
開
始
前
か
ら
現
地
の
方
々
が
並
ば
れ

て
い
て
、
多
く
の
方
々
に
食
事
を
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。「
神
戸
か
ら
来
て
く
れ
た

の
！
あ
り
が
と
う
！
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ

る
方
や
、
現
地
で
の
生
活
に
つ
い
て
話
し
て
く

だ
さ
る
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
営
業

し
て
い
る
お
店
は
あ
る
も
の
の
、
頻
繁
に
買
い

物
に
行
け
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
炊
き
出
し

が
非
常
に
助
か
る
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

炊
き
出
し
の
後
は
、
支
援
物
資
の
受
け
取
り
に

来
ら
れ
た
方
々
と
交
流
し
た
り
、
子
ど
も
た
ち

と
遊
ん
だ
り
、
高
齢
の
方
と
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん

だ
り
し
ま
し
た
。
集
会
所
の
運
営
者
の
方
は
、

「
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
場
所
や
、
人
々
が
交

流
で
き
る
場
所
が
少
な
い
の
で
、
そ
う
い
っ
た

場
を
提
供
す
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
、
作
業
だ
け

で
な
く
現
地
の
方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
こ
と
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
行
く

私
た
ち
の
大
事
な
役
目
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
、
倒
壊
し
た
納
屋
の
解
体
作
業
や

被
災
し
た
家
屋
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
解
体

作
業
は
屋
根
瓦
を
外
す
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
中

の
家
具
や
小
物
を
取
り
出
し
て
枠
組
み
を
壊
し

て
い
く
と
こ
ろ
ま
で
行
い
ま
し
た
。
他
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
さ
ん
と
協
力
し
て
作
業
し
た
の

で
人
数
は
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
体
力
が
必
要

な
作
業
で
、
時
間
も
か
か
り
ま
し
た
。
夕
方
頃

ま
で
作
業
を
続
け
、
か
な
り
進
み
ま
し
た
が
、

全
行
程
を
終
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

被
災
地
で
は
、
多
く
の
建
物
が
解
体
を
待
っ
て

お
り
、
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
手
が
必
要
な

こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
不
足

　

実
際
に
現
地
に
行
っ
て
み
て
、
改
め
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
人
数
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
事
前
に
集
会
所
の
方
と

連
絡
を
取
り
、
現
地
で
指
示
を
仰
ぐ
形
を
と
っ

た
た
め
、
現
地
に
到
着
す
る
ま
で
活
動
内
容
が

分
か
ら
な
い
と
い
う
状
態
で
し
た
。
活
動
に
行

く
前
は
、「
私
に
で
き
る
こ
と
は
あ
る
の
だ
ろ

う
か
、
何
も
で
き
な
く
て
逆
に
邪
魔
に
な
っ
た

ら
ど
う
し
よ
う
」
と
不
安
で
し
た
が
、
実
際
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
現

地
の
方
々
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
の
言

葉
を
い
た
だ
い
て
、
自
分
に
も
で
き
る
こ
と
が

あ
る
と
い
う
実
感
を
得
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
聞
く
と
、
力

仕
事
を
中
心
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
確
か
に
力
仕
事
は
多
い
の
で
す
が
、
実

際
に
は
そ
れ
以
外
に
も
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
も
し
自
分
に
は
何
も
で
き
な
い

と
思
っ
て
踏
み
と
ど
ま
っ
て
い
る
方
が
い
た
ら
、

一
度
現
地
で
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
に
連
絡
を
取
っ
て
み
る
の
も
良
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
危
険
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
て
、

無
計
画
に
現
地
に
入
る
と
逆
に
迷
惑
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
り
、
危
険
な
状
況
に
巻
き
込
ま
れ
た

り
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
現
地
で
は
人
手

が
求
め
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、
無
計
画
に
と
り

あ
え
ず
現
地
に
行
っ
て
み
る
と
い
う
こ
と
は
避

け
る
べ
き
で
あ
る
た
め
、
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
数
を
ど
の
よ
う
に
安
全
か
つ
効
果
的
に
増

や
す
か
が
課
題
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

地
域
の
繫
が
り
と
心
の
ケ
ア

　

ま
た
、
普
段
か
ら
地
域
の
繫
が
り
を
深
め
て

お
く
こ
と
も
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
被
災
直

後
の
避
難
の
際
も
、
近
隣
の
方
同
士
で
声
を
掛

け
合
う
こ
と
が
早
め
の
避
難
に
繋
が
り
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
、
実
際
に
現
地
の
方
々
の
生
活
に

つ
い
て
お
聞
き
す
る
中
で
、
現
地
で
の
生
活
は

や
る
こ
と
が
山
積
み
だ
し
、
情
報
不
足
に
も
な



44― ―

り
や
す
く
、
不
自
由
な
こ
と
も
多
い
た
め
、
近

隣
の
方
同
士
で
毎
日
助
け
合
う
こ
と
が
必
要
だ

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

精
神
的
な
面
で
も
、
近
隣
の
方
と
の
繫
が
り

は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
集
会
所
に
は
お
茶
を

飲
ん
だ
り
し
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
が
で
き
る
、

憩
い
の
場
と
な
る
ス
ペ
ー
ス
や
、
子
供
た
ち
が

遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
被
災
地
で

の
生
活
は
困
難
な
こ
と
も
多
く
、
日
々
ス
ト
レ

ス
も
溜
ま
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
状

況
で
こ
そ
、
同
じ
よ
う
な
環
境
で
生
活
す
る
近

隣
の
方
々
と
悩
み
や
不
満
を
共
有
で
き
る
と
い

う
こ
と
が
、
精
神
的
な
支
え
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
助
け
合

う
た
め
、
辛
い
状
況
を
共
に
乗
り
越
え
る
た
め

に
、
普
段
か
ら
近
隣
住
民
同
士
で
仲
を
深
め
て

お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
現
地
の
方
々
の
心
の
ケ
ア
を
す
る

こ
と
は
、
私
た
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
重
要
な
役

割
で
も
あ
る
と
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
被
災
者
の
方
々
の
中
に
は
、
辛
い
思
い

を
抱
え
た
ま
ま
周
囲
に
話
せ
な
い
方
が
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
先
程
も
触
れ
ま
し
た
が
、

被
災
地
で
は
人
々
が
交
流
す
る
場
が
少
な
い
と

い
う
状
況
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
現
地
の
方
々

と
し
っ
か
り
向
き
合
い
、
ゆ
っ
く
り
と
お
話
を

お
聞
き
す
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
心
を
軽
く
す

る
手
助
け
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
が
最
も
大
き
な

支
援
の
一
つ
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

最
後
に

　

活
動
を
し
て
い
る
際
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

お
互
い
さ
ま
だ
か
ら
」
と
話
し
て
い
る
方
が
お

ら
れ
、
そ
の
言
葉
が
と
て
も
心
に
残
っ
て
い
ま

す
。
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
い
つ
誰
が
被
災
者
に
な
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
私
が
現
在
住
ん
で
い
る
神
戸
も
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た
過
去
が
あ
り
ま

す
。
あ
れ
か
ら
復
興
を
遂
げ
、
今
年
の
１
月
で

被
災
か
ら
30
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
当
時
の

神
戸
が
多
く
の
人
た
ち
に
支
援
し
て
い
た
だ
い

た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
お
互
い
に
助
け
合
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
震
災
か
ら
30
年
経

っ
た
今
、
神
戸
に
住
む
私
た
ち
も
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
当
時
の
こ
と
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
、

防
災
や
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

拙
い
文
章
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
ま
で

読
ん
で
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

被
災
し
た
神
戸
に
と
っ
て
節
目
の
年
と
な
る
今

年
、
私
を
含
め
多
く
の
方
が
災
害
に
つ
い
て
見

つ
め
直
し
、
こ
れ
か
ら
何
が
必
要
な
の
か
考
え

ら
れ
る
一
年
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
限
ら
ず
、
さ

ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
「
お
互
い
さ

ま
」
の
精
神
で
広
が
り
、
よ
り
多
く
の
人
々
が

積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。



45― ―

　

経
営
学
部
２
年
生

の
松
本
暖
生
と
申
し

ま
す
。
神
戸
大
学
の

学
生
団
体
「
神
戸
大

学
ベ
ル
カ
ン
（
法
・

経
済
・
経
営
学
部
ゼ
ミ
幹
事
会
）」
に
て
、「
第

18
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
で
の
学
生
企
画
」

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
度
は
学
生
企
画
の
記
事

を
掲
載
し
て
い
た
だ
き
大
変
光
栄
で
す
。

　
「
第
18
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
で
の
学
生

企
画
」
は
、
神
戸
大
学
六
甲
台
第
一
キ
ャ
ン
パ

ス
に
て
、
２
０
２
４
年
10
月
26
日
（
土
）
10
時

〜
17
時
に
開
催
し
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
以
降
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
大
学
で
の
開

催
が
中
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
度
か
ら

再
開
さ
れ
、
今
年
度
も
神
戸
大
学
六
甲
台
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
地
域
の
方
を
中
心
に
３
６
２
人
の
子

供
た
ち
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
生
企
画
で
は
、
子
供
た
ち
を
対
象
と
し
て
、

迷
路
な
ど
の
ゲ
ー
ム
企
画
、
バ
ッ
グ
づ
く
り
な

ど
の
ク
ラ
フ
ト
企
画
、
ド
ー
ナ
ツ
な
ど
の
フ
ー

ド
企
画
、
劇
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
企
画
等
、
様
々

な
企
画
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
末
の

開
催
に
合
わ
せ
て
テ
ー
マ
を
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
定

め
、
各
企
画
場
所
や
六
甲
台
キ
ャ
ン
パ
ス
を
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
の
装
飾
で
彩
り
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
当
日
は
な
ん
と
か
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ

け
た
こ
と
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
約
８
ケ

月
前
か
ら
準
備
を
始
め
、
は
じ
め
は
探
り
探
り

の
状
態
で
し
た
が
、
本
番
が
近
づ
く
に
つ
れ
大

学
生
ス
タ
ッ
フ
の
心
意
気
も
高
ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
当
日
、
子
供
た
ち
の
笑
顔
や
、
活
き
活

き
と
接
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
姿
を
み
て
、
大
き
な

や
り
が
い
と
達
成
感
を
感
じ
ま
し
た
。
ご
来
場

い
た
だ
い
た
保
護
者
の
方
か
ら
は
、「
ハ
ロ
ウ

ィ
ン
の
装
飾
の
完
成
度
が
す
ご
く
て
沢
山
写
真

を
撮
り
ま
し
た
」
や
「
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
方
の

子
供
へ
の
対
応
が
ハ
キ
ハ
キ
と
気
持
ち
よ
く
、

感
激
し
ま
し
た
」
な
ど
、
企
画
内
容
や
、
学
生

ス
タ
ッ
フ
の
対
応
に
対
す
る
お
褒
め
の
お
言
葉

を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
18
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
で
の
学
生
企
画
を
終
え
て

神
戸
大
学
ベ
ル
カ
ン　

松　

本　

暖　

生
（
営
２
年
）

　

想
定
よ
り
多
く
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
い

た
た
め
、
フ
ー
ド
の
在
庫
や
飲
食
ス
ペ
ー
ス
の

不
足
等
、
課
題
も
残
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は

次
年
度
に
活
か
し
、
よ
り
良
い
イ
ベ
ン
ト
を
目

指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
の
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
イ
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
神
戸
大
学

ベ
ル
カ
ン
は
神
戸
大
学
の
活
性
化
を
目
指
し
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ま
も
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
私
ど

も
の
イ
ベ
ン
ト
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
来
年
度
も
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
で

の
学
生
企
画
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
今
年
度

の
学
生
企
画
は
地
域
の
方
々
へ
の
広
報
に
は
力

を
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
皆
さ
ま

へ
の
広
報
が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

来
年
度
の
広
報
は
皆
様
に
確
実
に
届
く
よ
う
工

夫
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
前
向
き
に
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
検
討
し
て
い
た
だ
け
ま
す

と
幸
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

最
後
に
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
凌
霜
会
の

皆
様
を
は
じ
め
関
係
各
所
の
方
の
支
え
が
あ
っ

て
イ
ベ
ン
ト
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た

今
回
の
成
功
が
あ
っ
た
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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２
０
２
４
年
度
六
甲
祭
を
終
え
て

六
甲
祭
実
行
委
員
会
委
員
長　

津　

島　

風　

斗
（
工
３
年
）

　

11
月
９
・
10
日
、

神
戸
大
学
六
甲
台
第

一
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
、
２
０
２
４
年
度

六
甲
祭
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
年
度
の
六
甲
祭
は
、
数
日
前
ま
で
の

雨
予
報
に
も
か
か
わ
ら
ず
天
候
に
も
恵
ま
れ
て

の
開
催
と
な
り
、
六
甲
祭
の
前
後
を
通
し
て
雨

が
降
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
こ
こ
数
年
で

久
々
の
こ
と
で
し
た
。

メ
イ
ン
テ
ー
マ
＝
「
上
で
、
待
っ
て
る
」

　

今
年
度
の
テ
ー
マ
で
あ
る「
上
で
、
待
っ
て
る
」

は
、
神
戸
大
学
の
地
理
的
特
性
で
あ
る
標
高
の

「
高
さ
」
と
、
展
示
側
が
目
指
す
ク
オ
リ
テ
ィ

ー
の
「
高
み
」
の
２
つ
の
意
味
を
「
上
」
の
文

字
に
含
ん
で
お
り
ま
す
。
来
場
者
の
方
の
様
子

や
、
六
甲
祭
前
後
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
反
応
な
ど

か
ら
も
、
こ
の
テ
ー
マ
に
恥
じ
な
い
六
甲
祭
を

作
り
あ
げ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

六
甲
祭
は
、
神
戸
大
学
で
行
わ
れ
る
学
園
祭

の
中
で
も
最
大
規
模
の
も
の
で
、
活
動
場
所
・

活
動
内
容
を
問
わ
ず
幅
広
い
団
体
が
出
展
す
る

数
少
な
い
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
り
ま
す
。
本
年
度

の
六
甲
祭
も
多
数
の
学
内
団
体
様
に
出
展
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

模
擬
店
グ
ラ
ン
プ
リ
（
Ｍ
１
）
を
開
催

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
第
一
学
舎
周
辺
で
行
わ
れ
る

模
擬
店
は
最
も
多
く
の
団
体
に
利
用
さ
れ
る
出

展
形
態
で
あ
り
、
来
場
者
の
方
に
と
っ
て
も
気

軽
に
楽
し
み
や
す
い
形
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

六
甲
祭
の
中
心
と
も
い
え
る
存
在
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
模
擬
店
の
一
部
は
、

最
も
人
気
の
あ
る
模
擬
店
を
き
め
る
、
弊
会
主

催
の
「
模
擬
店
グ
ラ
ン
プ
リ
（
Ｍ
１
）」
に
参

加
し
て
お
り
、
今
年
度
は
漫
画
研
究
会
の
「
ラ

ー
メ
ン
弐
郎
」
が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し

た
。
昨
年
度
の
グ
ラ
ン
プ
リ
も
、
つ
け
麺
を
提

供
し
た
法
律
相
談
部
が
受
賞
し
て
お
り
、
11
月

に
し
て
は
温
暖
な
今
年
と
、
例
年
並
み
の
気
温

だ
っ
た
去
年
と
で
共
通
し
て
、
麺
系
の
模
擬
店

が
来
場
者
の
方
か
ら
好
評
の
よ
う
で
し
た
。

　

弊
会
で
も
２
店
舗
模
擬
店
を
運
営
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
は
「
た
ま
た

ま
気
温
が
高
か
っ
た
た
め
、
当
初
の
想
定
以
上

に
ア
イ
ス
ト
ッ
ピ
ン
グ
の
売
れ
行
き
が
よ
か
っ

た
」
や
、「
調
理
器
具
の
扱
い
が
難
し
く
提
供

に
時
間
が
か
か
っ
た
が
、
お
客
さ
ん
か
ら
温
か

い
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
い
て
う
れ
し
か
っ
た
」

な
ど
、
今
年
な
ら
で
は
の
出
来
事
や
模
擬
店
な

ら
で
は
の
難
し
さ
と
や
り
が
い
を
口
に
し
て
お

り
ま
し
た
。

人
気
を
博
し
た
室
内
出
展
企
画
と
野
外
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
、
巨
大
迷
路

　

第
Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
学
舎
で
行
わ
れ
た
室
内
出
展

企
画
で
は
、
日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
の
展
示
や
、

参
加
型
の
企
画
な
ど
、
各
種
展
示
形
態
の
中
で

も
各
団
体
の
特
徴
が
ひ
と
き
わ
色
濃
く
表
れ
た

展
示
が
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
展
示
の
た

め
に
１
年
間
準
備
し
て
き
た
団
体
も
あ
り
、
出

展
者
側
も
来
場
者
の
方
と
と
も
に
六
甲
祭
を
最

大
限
楽
し
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。
神
戸
大
学
の

シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
第
一
学
舎
に
は
最
多
の

団
体
が
出
展
し
て
お
り
、
展
示
を
巡
ろ
う
と
す

る
多
く
の
人
で
廊
下
は
常
に
混
雑
し
て
お
り
ま
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し
た
。

　

音
楽
団
体
等
野
外
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

行
う
団
体
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ス
テ
ー
ジ
と
路

上
の
２
通
り
で
の
出
展
と
な
り
ま
し
た
。
路
上

演
奏
に
は
計
９
団
体
が
出
展
し
、
入
り
口
の
正

門
前
階
段
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
、
六
甲
祭
会

場
の
ど
こ
を
巡
っ
て
い
て
も
、
い
ず
れ
か
の
団

体
の
演
奏
音
が
聞
こ
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

六
甲
祭
実
行
委
員
会
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
出

展
の
場
を
整
備
す
る
以
外
に
も
、
後
述
の
通
り

複
数
の
大
規
模
企
画
を
運
営
い
た
し
ま
し
た
。

　

毎
年
グ
ラ
ウ
ン
ド
南
東
部
に
設
営
さ
れ
る
巨

大
迷
路
の
今
年
度
の
タ
イ
ト
ル
は
、「
世
界
の

色
奪
還
作
戦
」。
迷
路
の
各
地
に
配
置
さ
れ
た

10
色
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
、

と
い
う
比
較
的
わ
か
り
や
す
い
ル
ー
ル
の
た
め
、

様
々
な
層
の
方
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
企
画

で
あ
り
、
単
一
の
企
画
と
し
て
は
六
甲
祭
で
最

も
多
く
の
来
場
者
の
方
が
訪
れ
る
企
画
で
も
あ

り
ま
す
。
今
年
度
も
巨
大
迷
路
の
前
に
は
老
若

男
女
様
々
な
方
が
長
蛇
の
列
を
な
し
て
お
り
ま

し
た
。

六
甲
台
講
堂
企
画
〜
月
亭
方
正
さ
ん
ら
を
招
聘
〜

　

毎
年
著
名
人
の
方
を
六
甲
台
講
堂
に
お
招
き

し
て
土
曜
日
に
行
う
講
演
会
で
は
、
落
語
家
の

月
亭
方
正
さ
ん
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
講
演
会
に
は
整
理
券
制
度
が
導
入

さ
れ
て
お
り
、
様
々
な
層
か
ら
の
知
名
度
が
あ

る
月
亭
方
正
さ
ん
を
ひ
と
目
み
よ
う
と
、
講
演

会
の
整
理
券
配
布
に
多
く
の
方
が
足
を
運
ば
れ

て
お
り
ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
は
こ
の
講
演
会

を
目
的
に
六
甲
祭
に
来
た
と
の
声
も
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

同
じ
く
講
堂
で
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
室
内
新

企
画
と
し
て
、
今
年
度
は
「Shindai’s  Got 

T
alent

」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
海
外
の
名

物
テ
レ
ビ
番
組
シ
リ
ー
ズ
「Got T

alent

」
を

模
し
た
本
企
画
で
は
、
神
大
生
の
出
演
者
の
方

に
、
自
身
の
特
技
や
ギ
ャ
グ
な
ど
を
披
露
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
演
し
て
い
た
だ
い
た
方

か
ら
は
、「
自
分
の
ギ
ャ
グ
を
大
勢
の
人
の
前

で
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
、
総
出
で
見
に
来
た

家
族
を
含
め
来
場
者
の
方
に
笑
っ
て
い
た
だ
け

て
最
高
で
し
た
」
な
ど
と
、
満
足
感
を
口
に
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

日
曜
日
の
六
甲
祭
終
了
直
前
に
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
る
お
笑
い
ラ
イ

ブ
に
、
今
年
は
Ｍ
Ｃ
の
令
和
喜
多
み
な
実
の
河

野
さ
ん
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
吉
本
興
業
所

属
の
お
笑
い
芸
人
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
16
時
に
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
等
を
除
く
ほ

ぼ
す
べ
て
の
企
画
が
終
了
し
た
中
で
行
わ
れ
る

お
笑
い
ラ
イ
ブ
に
は
、
ス
テ
ー
ジ
企
画
の
な
か

で
も
ひ
と
き
わ
多
く
の
来
場
者
様
が
集
ま
り
、

六
甲
祭
を
締
め
く
く
る
企
画
と
し
て
大
盛
況
の

中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
盛
況
だ
っ
た
今
年
の
六
甲
祭

　

11
月
に
し
て
は
異
例
の
暑
さ
の
中
行
わ
れ
た

六
甲
祭
は
、２
日
間
で
累
計
１
７
、１
３
０
人
も

の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
来
場

者
数
は
、昨
年
に
比
べ
人
数
に
し
て
約
２
、０
０

０
人
、
比
率
に
し
て
約
15
％
増
と
い
う
も
の
で

あ
り
、
コ
ロ
ナ
後
の
最
高
来
場
者
数
を
更
新
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
模
擬
店
の
飲
食
を
解

禁
す
る
完
全
対
面
開
催
は
昨
年
度
か
ら
再
開
し

て
お
り
、
開
催
形
態
と
い
う
点
で
は
前
年
と
大

き
な
違
い
は
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
来

場
者
数
が
大
幅
に
増
加
し
た
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
弊
会
内
で
も
驚
き
の
声
が
上
が
っ
て
お

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ほ
ど
の
来
場
者
数
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
２
０
２
４
年
度
六
甲
祭
は
当
日
の
交
通

面
や
運
営
面
で
特
段
の
ト
ラ
ブ
ル
な
く
全
日
程
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を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
も
こ
の

よ
う
に
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
の
も
と
、
よ
り
盛
り

上
が
り
の
あ
る
お
祭
り
を
作
り
上
げ
ら
れ
る
よ

う
、
弊
会
も
引
き
続
き
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
神
戸
大
学
最
大
の
学
園
祭
で
あ
る

六
甲
祭
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
六

甲
祭
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
多
大
な
る
ご
支
援

と
ご
理
解
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
こ
の
よ
う
な

形
で
六
甲
祭
に
関
し
て
ご
報
告
す
る
場
を
設
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
凌

霜
会
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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凌
霜
12
回
生
（
昭
39
）

　
　

▽
…
卒
業
60
周
年
記
念
の
集
い
…
△

と　

き　

10
月
26
日
（
土
）

と
こ
ろ　

六
甲
台

　
　
　
　

神
戸
三
宮
「
餐
」

　

母
校
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
に
合
わ
せ
て

「
凌
霜
12
回
生
卒
業
60
周
年
記
念
の
集
い
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
母
校
六
甲
台
に
集
合
し
て
学
校
行

事
に
参
加
・
学
内
散
策
、
第
２
部
は
神
戸
三
宮

「
餐
」
に
て
懇
親
会
を
催
し
ま
し
た
。

　

近
隣
は
勿
論
、
関
東
地
区
、
遠
路
北
海
道
か

ら
も
参
加
を
得
て
和
気
藹
々
久
し
ぶ
り
の
旧
交

を
温
め
合
い
、
次
回
は
５
年
後
の
再
会
を
期
し

て
散
会
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
有
志
に
よ
り
凌
霜
会
へ
８
万
２
千
円

の
寄
附
を
し
ま
し
た
。

参
加
者　

21
名

経
…
井
沢　

清
、
井
詰　

潔
、
新
村　

進
、

　
　

堀
井
彰
三
、
山
本
雅
俊

営
…
上
杉　

強
、
海
貝
紀
彦
、
江
崎
勝
久
、

　
　

片
岡
邦
夫
、
小
南
光
弘
、
須
田　

巖
、

　
　

播
磨
四
郎
、
広
瀬
直
樹
、
星
賀
康
史
、

　
　

松
香
純
治
、
宮
地　

威
、
横
川　

弘
、

　
　

横
山
仁
郎

法
…
今
西
良
友
、
神
能
忠
明
、
福
光　

功

凌
霜
会
へ
の
寄
附
者

経
…
井
沢　

清
、
井
詰　

潔
、
新
村　

進
、

　
　

堀
井
彰
三
、
山
川
豊
夫
、
山
本
雅
俊

営
…
上
杉　

強
、
江
崎
勝
久
、
海
貝
紀
彦
、

　
　

片
岡
邦
夫
、
熊
谷　

清
、
小
南
光
弘
、

　
　

須
田　

巖
、
高
橋
大
助
、
西　

雅
弘
、

　
　

播
磨
四
郎
、
広
瀬
直
樹
、
広
渡
寀
右
、

　
　

星
賀
康
史
、
松
香
純
治
、
宮
地　

威
、

　
　

山
際
澄
郎
、
横
川　

弘
、
横
山
仁
郎

法
…
今
西
良
友
、
尾
崎
政
次
、
神
能
忠
明
、

　
　

福
光　

功

（
須
田　

巖
）

ク
ラ
ス

　大
会

　
　

経
・
営
・
法
学
部
昭
59

　
　

▽
…
卒
業
40
周
年
同
期
会
…
△

と　

き　

10
月
26
日
（
土
）

と
こ
ろ　

六
甲
台
ア
カ
デ
ミ
ア
館

　
　
　
　
「
さ
く
ら
」

　

神
戸
大
学
の
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
」
の

イ
ベ
ン
ト
に
あ
わ
せ
て
、「
経
・
営
・
法
学
部

卒
業
40
周
年
同
期
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
卒
業
当
初
の
六
甲
台
三
学
部
の

人
数
合
計
と
比
較
す
る
と
、
約
１
割
程
度
と
少

な
い
感
は
否
め
ま
せ
ん
。
特
に
、
法
学
部
の
世

話
人
候
補
が
揃
わ
な
か
っ
た
の
で
、
経
済
学
部

と
経
営
学
部
の
卒
業
生
主
体
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
私
・
廣
田
が
代
表
世
話
人
と
な
っ
た

経
緯
か
ら
お
話
し
し
ま
す
。
谷
端
ゼ
ミ
の
有
志

は
卒
業
時
か
ら
年
賀
状
の
や
り
取
り
を
し
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
が
、
み
な
62
歳
を
超
え
、
定
年

を
迎
え
た
人
は
セ
カ
ン
ド
・
ラ
イ
フ
に
突
入
し

て
い
ま
す
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
ゼ
ミ
の
同
窓
会
を

開
催
し
よ
う
よ
、
と
一
人
の
同
期
か
ら
話
を
持

ち
掛
け
ら
れ
て
、
そ
れ
な
ら
ば
把
握
し
て
い
な

い
ゼ
ミ
生
の
連
絡
先
を
教
え
て
も
ら
お
う
と
凌

霜
会
事
務
局
に
立
ち
寄
っ
た
の
が
代
表
世
話
人

に
な
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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卒
業
し
た
本
人
か
ら
の
連
絡
先
の
申
告
が
あ

り
、
そ
の
後
の
勤
務
先
や
住
所
の
異
動
を
タ
イ

ミ
ン
グ
よ
く
連
絡
が
さ
れ
て
初
め
て
、
同
窓
会

は
卒
業
生
の
デ
ー
タ
を
揃
え
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
凌
霜
会
に
一
度
も
加
入
し

て
い
な
い
方
は
リ
ス
ト
に
出
て
い
ま
せ
ん
し
、

卒
業
後
40
年
経
過
し
て
し
ま
う
と
、
凌
霜
会
に

加
入
し
て
い
た
方
の
デ
ー
タ
も
、
そ
の
後
の
勤

務
先
変
更
や
住
所
変
更
が
本
人
か
ら
の
連
絡
が

な
く
十
分
に
フ
ォ
ロ
ー
で
き
て
お
ら
ず
、
そ
の

一
方
「
実
家
を
た
た
ん
だ
か
ら
関
西
に
帰
る
理

由
が
な
い
」
と
話
し
て
い
る
東
京
在
住
の
同
期

も
い
ま
す
。
幸
い
、
世
話
人
に
な
っ
て
い
た
だ

く
方
が
他
に
５
人
い
ま
し
た
の
で
、
凌
霜
会
か

ら
も
ら
っ
た
１
９
８
４
年
卒
業
の
三
学
部
卒
業

生
の
連
絡
先
デ
ー
タ
を
、
世
話
人
間
で
手
分
け

し
て
逐
一
更
新
し
て
い
く
作
業
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
２
０
２
４
年
３
月
か
ら
８

月
頃
ま
で
の
期
間
で
60
人
ほ
ど
の
更
新
さ
れ
た

デ
ー
タ
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
当
日
の
同
期
会
の
企
画
内
容
や
会

費
の
設
定
等
を
世
話
人
で
決
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
打
合
せ
で
出
て
い
た
内
容
が
、
卒
業
ア
ル

バ
ム
に
載
っ
て
い
た
ゼ
ミ
ご
と
の
卒
業
写
真
を

ス
ラ
イ
ド
で
映
写
す
る
こ
と
で
し
た
。
そ
の
企

画
は
鈴
木
さ
ん
と
岡
田
さ
ん
の
お
陰
で
一
気
に

出
来
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。
40
年
前
の
自
分
は

若
く
髪
も
多
く
、
そ
の
変
貌
ぶ
り
に
苦
笑
す
る

ば
か
り
で
し
た
が
、
10
月
26
日
当
日
も
映
写
さ

れ
た
ス
ラ
イ
ド
を
取
り
囲
ん
で
、
昔
を
見
て
笑

っ
て
い
る
顔
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
他
の
同
期
会
企
画
は
、
く
じ
引
き
に

よ
る
抽
選
、
ア
ポ
ロ
ン
の
現
役
学
生
を
招
い
て

の
「
商
神
」
合
唱
で
、
よ
く
盛
り
上
が
り
締
ま

っ
た
企
画
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

代
表
一
人
で
は
決
し
て
で
き
な
い
企
画
を
、

川
口
さ
ん
、
小
林
さ
ん
、
川
上
さ
ん
も
加
え
た

世
話
人
み
な
さ
ん
で
作
っ
て
い
た
だ
き
、
当
日

も
支
障
な
く
運
営
さ
れ
盛
り
上
が
っ
た
雰
囲
気

で
終
了
で
き
た
こ
と
は
、
大
変
に
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

次
は
５
年
後
で
し
ょ
う
か
、
10
年
後
で
し
ょ

う
か
。
先
が
楽
し
み
な
終
わ
り
方
を
実
現
で
き

て
良
か
っ
た
と
の
世
話
人
み
な
の
感
想
で
す
。

　

凌
霜
会
事
務
局
の
み
な
さ
ん
の
力
添
え
も
助

か
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
代
表
世
話
人
、
営
・
谷
端
ゼ
ミ　

廣
田
壽
俊
）

　
　

経
・
営
・
法
学
平
成
６
年

　
　

▽
…
卒
業
30
周
年
同
期
会
…
△

と　

き　

10
月
26
日
（
土
）

と
こ
ろ　

六
甲
台
ア
カ
デ
ミ
ア
館

　
　
　
　

１
階
「
Ｂ
Ｅ
Ｌ 

Ｂ
Ｏ
Ｘ
」

　

神
戸
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
の
開
催
に

併
せ
、
卒
業
30
周
年
を
記
念
し
て
六
甲
台
３
学

部
の
１
９
９
０
（
平
２
）
年
入
学
生
の
仲
間
達

と
同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
最
初
に
同
期
会
開
催
の
機
会
を
設
定

し
て
頂
い
た
、
神
戸
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

イ
の
関
係
者
の
皆
様
、
特
に
様
々
な
面
で
助
け

て
頂
い
た
凌
霜
会
の
皆
様
に
は
、
感
謝
を
お
伝

え
致
し
ま
す
。

　

30
年
振
り
に
同
期
会
を
行
う
、
し
か
も
世
話

人
を
し
て
欲
し
い
、
と
い
う
打
診
を
受
け
た
時

に
は
、
本
当
に
纏
ま
り
き
れ
る
の
か
と
い
う
不

安
と
、
開
催
ま
で
の
期
間
の
短
さ
に
よ
る
焦
り

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
緒
に
準
備
し
て
く
れ
た

同
期
の
仲
間
の
協
力
に
よ
り
、
２
０
２
４
年
10

月
26
日
と
い
う
日
は
、
参
加
し
た
１
９
９
０
年

入
学
生
（
敢
え
て
、
１
９
９
４
年
卒
業
生
と
は

言
い
ま
せ
ん
）
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
人
生
に



51― ―

お
い
て
特
別
な
思
い
出
深
い
日
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

我
々
世
話
人
の
中
で
考
え
て
、
当
日
行
っ
た

主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以
下
の
二
つ
。

①　

懐
か
し
の
「
卒
業
ア
ル
バ
ム
」
動
画
視
聴

②　

神
大
ク
イ
ズ
大
会

　

①
に
関
し
て
は
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
世
話
人

の
杉
田
さ
ん
が
一
枚
一
枚
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
、
そ
れ

を
元
に
國
本
さ
ん
が
、
30
年
前
の
世
相
も
入
れ

な
が
ら
作
成
し
た
集
大
成
で
す
。
30
年
と
い
う

時
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
る
構
成
で
、
懐
か
し
さ
、

恥
ず
か
し
さ
も
あ
り
、
参
加
者
各
々
が
、
部
活
、

サ
ー
ク
ル
、
ゼ
ミ
等
の
様
々
な
場
面
で
、
突
っ

込
み
あ
っ
て
、和
や
か
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

②
も
、
皆
で
盛
り
上
が
り
、
後
で
感
想
を
聞

い
た
際
に
も
、
楽
し
か
っ
た
と
言
っ
て
貰
え
る

イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
ク
イ
ズ
は
昨
年
か
ら
引
き

継
い
だ
内
容
で
、
神
戸
大
学
ゆ
か
り
の
問
題
が

全
10
問
。
こ
の
30
年
間
で
神
戸
大
学
は
大
き
く

変
わ
っ
て
い
て
、
皆
さ
ん
か
な
り
苦
労
し
て
い

ま
し
た
が
、
４
名
の
チ
ー
ム
制
で
行
っ
た
こ
と

で
、
チ
ー
ム
内
で
の
会
話
が
弾
み
、
そ
れ
ぞ
れ

連
帯
感
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
同
期
会
は
、
30
年
間
と
い
う
、
と

て
つ
も
な
く
長
い
時
間
を
実
感
し
つ
つ
、
そ
の

時
間
を
一
瞬
に
し
て
飛
び
越
え
て
、
大
学
時
代

の
仲
間
と
し
て
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ

と
が
出
来
た
、
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
悔
や
ま
れ
る
の
は
、
10
年
単
位
く
ら
い

で
同
期
会
を
実
施
し
て
い
れ
ば
、
連
絡
も
集
約

も
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
、
学
部
も
偏
る
こ
と
な
く
、

も
っ
と
多
く
の
方
々
の
参
加
が
見
込
ま
れ
た
こ

と
で
す
。

　

今
回
、
参
加
の
同
期
生
が
最
後
に
、「
必
ず

10
年
後
に
会
お
う
」
と
言
っ
て
別
れ
た
こ
と
に

期
待
し
な
が
ら
、
次
回
は
も
っ
と
多
く
の
同
期

生
の
参
加
を
募
る
こ
と
を
誓
い
、
同
期
会
の
紹

介
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

参
加
者　

28
名

代
表
世
話
人
…
兒
嶋
一
裕
（
経
）

世
話
人
…
伊
藤
佳
代
（
経
）、
斉
藤
浩
行
（
経
）、

　
　
　
　

杉
田
康
行
（
経
）、
中
川
朱
日
（
経
）、

　
　
　
　

山
本
高
史
（
経
）

Special T
hanks to 

國
本
裕
之
（
経
）

（
兒
嶋
一
裕
）

Yoichiro Tsuji
Junyi Shen

森　　　直　哉

水　野　倫　理

国 民 経 済 雑 誌　第228巻　第３号（令和６年９月)２

Measuring a Normative Expectation:
　Methodological Decision-making
　in Intergenerational Social Dilemma Mediation………………………

流動性プレミアムがROEに及ぼす効果：
　財務レバレッジの分解公式……………………………………………
ネットワーク外部性をともなう市場における
　卸売価格の内生的な契約時期…………………………………………

論　　　　　文
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し
ん
ざ
ん
会
（
昭
30
）

　
　

▽
…
大
阪
例
会
…
△

◇
９
月
例
会　

４
日
（
水
）
12
時
半
〜

と
こ
ろ　

神
戸
大
学
大
阪
ク
ラ
ブ

出
席
者　

７
名

経
…
黒
田
守
彦
、
片
山
市
藏

営
…
浅
野　

洋
、
谷
本　

明
、
宮
本
靖
彦

法
…
天
野
昭
信
、
水
野　

洋

　

珍
し
く
人
数
が
揃
っ
た
が
、
特
定
の
テ
ー
マ

は
な
く
座
談
・
雑
談
で
終
始
し
た
。

　

最
近
の
鼠
径
部
ヘ
ル
ニ
ア
手
術
体
験
者
と
過

去
の
経
験
者
と
の
対
話
で
は
、
だ
い
ぶ
手
術
方

法
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
ら
し
い
。
ま
た
、
狭

心
症
の
治
療
で
、
睡
眠
中
の
血
中
酸
素
量
を
減

少
さ
せ
て
い
る
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
退
治
の

た
め
、
就
寝
時
に
特
殊
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い

る
体
験
談
（
効
果
と
デ
メ
リ
ッ
ト
）
な
ど
健
康

に
関
す
る
話
題
は
何
時
も
豊
富
だ
。

　

天
野
君
か
ら
は
中
国
福
建
省
ア
モ
イ
と
韓
国

プ
サ
ン
へ
の
ツ
ア
ー
が
紹
介
さ
れ
た
が
、
航
空

運
賃
・
ホ
テ
ル
代
が
廉
く
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
。
経
済
の
低
調
が
窺
わ
れ
る
。

　

浅
野
・
水
野
両
君
は
ア
メ
リ
カ
プ
ロ
野
球
大

リ
ー
グ
チ
ー
ム
名
（
30
チ
ー
ム
）
を
所
属
州
と

と
も
に
全
部
諳
ん
じ
て
い
た
。
ま
だ
記
憶
力
は

大
丈
夫
の
よ
う
だ
。

　

こ
の
日
の
ワ
イ
ン
は
ア
メ
リ
カ
・
オ
レ
ゴ
ン

州
産
・
辛
口
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
２
０
２
１
年
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
産
ソ
ー
ビ
ニ
オ
ン
ブ
ラ
ン
種

の
脱
ア
ル
コ
ー
ル
・
白
ワ
イ
ン
だ
っ
た
。

◇
10
月
例
会　

２
日
（
水
）
12
時
半
〜

と
こ
ろ　

神
戸
大
学
大
阪
ク
ラ
ブ

出
席
者　

６
名

経
…
深
井
喜
一
郎
、
黒
田
守
彦
、
片
山
市
藏

営
…
浅
野　

洋

法
…
天
野
昭
信
、
水
野　

洋

　

黒
田
君
が
「
知
っ
て
お
き
た
い
地
球
科
学
―

ビ
ッ
グ
バ
ン
か
ら
大
地
変
動
ま
で
―
」（
岩
波

新
書
、
鎌
田
浩
毅
著
）
を
介
し
て
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
や
富
士
山
噴
火
に
つ
い
て
解
説
し

て
く
れ
た
。

　

宇
宙
が
誕
生
し
た
１
３
７
億
年
前
か
ら
話
は

始
ま
っ
た
。
何
し
ろ
余
り
知
識
の
な
い
宇
宙
や

地
球
科
学
の
内
容
故
に
大
変
興
味
深
か
っ
た
。

　

こ
の
広
い
宇
宙
全
体
が
万
有
引
力
の
法
則
に

支
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
宇
宙
も
地
球
も
生
き

て
い
る
こ
と
が
基
本
に
あ
り
、
項
目
的
に
は
太

陽
系
の
誕
生
、
地
球
の
構
造
、
海
上
を
吹
く
偏

西
風
・
貿
易
風
・
表
層
海
流
、
自
然
の
炭
素
循

環
シ
ス
テ
ム
と
濃
度
変
遷
、
プ
レ
ー
ト
の
動
き
、

南
海
ト
ラ
フ
関
連
地
震
の
記
録
、
富
士
山
噴
火

の
歴
史
・
火
山
灰
・
溶
岩
流
な
ど
。

　

な
お
、
こ
の
日
の
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン

は
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
モ
ン
ト
レ
ー
産
だ
っ
た
。

　

次
回
11
月
例
会
は
明
石
の
天
文
科
学
館
行
き

と
な
っ
た
。
毎
月
明
石
か
ら
遠
路
出
席
の
水
野

君
を
労
わ
っ
て
現
地
開
催
と
し
た
。
３
回
生
の

多
数
参
加
を
待
っ
て
い
る
。

（
片
山
市
藏
）

　
　

さ
ん
さ
ん
会
（
昭
33
）

　
　

▽
…
関
東
例
会
…
△

と　

き　

11
月
29
日
（
金
）

と
こ
ろ　

東
京
六
甲
ク
ラ
ブ

出
席
者　

12
名

経
…
団
彦
太
郎
、
羽
路
正
治
、
三
宅　

明
、

　
　

山
口
輝
男
、
豊
田　

穣

ク
ラ
ス
会
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営
…
小
川　

博
、
広
瀬
義
一
、
柳
本
保
武
、

　
　

小
倉
達
朗

法
…
上
月
永
文
、
松
代
充
生

文
…
橋
本
良
子

　

い
つ
も
近
況
を
報
告
し
合
っ
て
い
る
が
、
健

康
問
題
ば
か
り
な
の
で
止
め
て
、
ス
マ
ホ
に
保

存
さ
れ
て
い
る
写
真
や
ビ
デ
オ
を
テ
レ
ビ
に
ミ

ラ
ー
リ
ン
グ
し
て
、
関
連
す
る
話
題
を
提
供
し

て
も
ら
っ
た
。
報
告
者
の
新
し
い
近
況
が
知
れ

て
良
か
っ
た
。

　

続
い
て
、
混
沌
を
極
め
つ
つ
あ
る
世
情
に
つ

い
て
の
意
見
交
換
を
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
選
挙
結

果
を
左
右
し
は
じ
め
、
国
民
民
主
党
が
躍
進
、

兵
庫
県
知
事
が
再
選
と
い
う
事
態
を
招
い
た
こ

と
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
な
ど
を
き
っ
か
け
の

話
題
に
し
た
。

　

若
者
が
選
挙
に
行
く
よ
う
に
な
れ
ば
、
世
の

中
は
変
わ
る
が
、
今
が
そ
の
時
期
に
な
っ
て
い

る
。
自
民
党
の
低
金
利
政
策
が
経
済
を
悪
く
し

た
が
、
政
権
の
変
化
が
起
き
つ
つ
あ
る
今
、
財

務
省
も
そ
の
反
省
期
に
入
り
つ
つ
あ
り
、
10
年

も
す
れ
ば
経
済
は
戻
る
（
我
々
は
生
き
て
い
な

い
が
）
で
あ
ろ
う
。
産
業
構
造
を
整
理
す
る
必

要
が
あ
る
。
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
日
本

は
人
口
５
千
万
人
で
生
き
延
び
る
国
に
す
べ
き

だ
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　

今
回
の
会
合
に
つ
い
て
も
、
も
う
出
か
け
ら

れ
な
い
と
い
う
メ
ン
バ
ー
が
出
て
き
て
、
結
局

今
後
は
18
名
の
メ
ン
バ
ー
で
関
東
さ
ん
さ
ん
会

を
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
松
代
充
生
）

　
　

イ
レ
ブ
ン
会
（
昭
38
）

　
　

▽
…
第
44
回
東
京
ゴ
ル
フ
例
会
…
△

と　

き　

11
月
８
日
（
金
）

と
こ
ろ　

東
京
相
武
Ｃ
Ｃ

　

富
士
山
の
初
冠
雪
が
報
じ
ら
れ
た
寒
い
一
日

だ
っ
た
。
毎
回
参
加
し
て
い
た
元
気
な
辻
内
健

吾
君
が
夏
に
他
界
し
、
６
人
で
の
プ
レ
イ
と
な

っ
た
。

　

参
加
者
に
は
体
に
問
題
を
抱
え
る
人
が
多
か

っ
た
が
、
皆
元
気
に
プ
レ
イ
を
終
え
た
。
今
回

も
安
田
が
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
達
成
。

成　

績　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｇ　

Ｎ

優　

勝　

安
田　

芳
治
（
営
）　

84　

72

準
優
勝　

植
杉　

繁
造
（
営
）　

96　

74

３　

位　

宮
本　

博
之
（
営
）　

106　

76

そ
の
他
の
参
加
者

経
…
津
山　

宏

営
…
金
谷
俊
二
、
外
山
峯
生

（
安
田
芳
治
）

　
　

む
し
の
会
（
昭
39
）

　
　

▽
…
東
京
納
涼
会
…
△

と　

き　

８
月
１
日
（
木
）
11
時
半
〜

と
こ
ろ　

東
京
六
甲
ク
ラ
ブ

　

慣
れ
親
し
ん
だ
「
東
京
六
甲
ク
ラ
ブ
」（
旧

東
京
凌
霜
ク
ラ
ブ
）
が
帝
劇
ビ
ル
建
て
替
え
の

た
め
今
年
を
最
後
に
、
今
と
は
別
の
場
所
（
新

し
い
移
転
先
は
「
有
楽
町
電
機
ビ
ル
地
下
１
階
」）

に
移
転
す
る
と
の
情
報
を
得
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
が
蔓
延
し
た
数
年
前
、
納
涼
会
で
は

毎
年
「
神
田
き
く
か
わ
の
鰻
」
を
食
し
て
き
ま

し
た
。
帝
劇
ビ
ル
で
、
鰻
を
食
し
て
い
た
こ
と

を
思
い
出
に
す
る
た
め
、
も
う
一
度
鰻
を
食
べ

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
皆
の
賛
成
を
得
て

納
涼
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
常

連
の
方
々
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
以
来
５
年
ぶ
り
と

い
う
方
も
３
名
参
加
さ
れ
、
ま
た
、
む
し
の
会

初
参
加
の
方
も
飛
び
入
り
で
来
ら
れ
、
参
加
者

が
16
名
に
上
り
、
最
近
の
リ
ア
ル
会
合
と
し
て

は
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
井
詰
会
長
の
挨
拶
と
乾
杯
の
音
頭
で
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納
涼
会
は
ス
タ
ー
ト
し
、
思
い
思
い
に
歓
談
し

な
が
ら
美
味
な
る
「
鰻
」
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し

た
。
食
後
一
息
つ
い
て
、
着
席
順
に
、
参
加
者

各
々
３
分
間
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、
自
分
史
を
披

露
し
ま
し
た
。
80
歳
を
過
ぎ
た
皆
の
関
心
事
は
、

殆
ど
と
い
っ
て
い
い
く
ら
い
健
康
問
題
が
大
き

な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
元
気
に
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
す
る
ば
か

り
で
す
。
米
寿
、
卒
寿
を
目
指
し
て
頑
張
ろ
う

と
の
前
向
き
な
雰
囲
気
で
し
た
。
全
員
で
集
合

写
真
を
撮
り
、
前
会
長
の
山
本
君
の
「
一
本
締

め
」
で
閉
会
し
ま
し
た
。

参
加
者　

16
名

経
…
井
詰　

潔
、
梅
井
昭
三
、
岡
田
俊
一
、

　
　

大
島
一
晃
、
多
田
和
夫
、
堀
井
彰
三
、

　
　

山
崎
英
昭
、
山
本
雅
俊

営
…
熊
谷　

清
、
寺
本
正
利
、
広
瀬
直
樹
、

　
　

藤
山
欣
也
、
前
田
典
一
、
宮
地　

威
、

　
　

横
川　

弘

法
…
尾
崎
正
次

（
横
川　

弘
）

　
　

▽
…
東
京
９
月
度
例
会
…
△

　
　
　
　
（Zoom

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

と 

き　

９
月
19
日
（
木
）
午
後
２
時
〜

　

今
月
の
卓
話
は
広
瀬
君
が
担
当
し
「
桜
旅
の

写
真
」
と
題
し
、
本
年
春
に
福
島
、
19
年
春
に

長
野
で
追
い
か
け
た
桜
の
写
真
を
披
露
し
た
。

　

福
島
に
は
16
年
か
ら
18
年
に
か
け
て
３
年
連

続
で
桜
を
追
い
か
け
た
が
、
今
年
が
４
回
目
で

最
後
の
旅
。
福
島
県
内
の
一
本
桜
を
格
付
け
し

た
「
番
付
表
」
を
参
考
に
計
画
を
立
て
た
が
、

天
候
や
開
花
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
な
い
と
現
地

で
見
頃
の
桜
を
探
す
こ
と
に
な
る
。
今
年
は
玉

川
村
〜
大
玉
村
〜
二
本
松
市
〜
本
宮
市
の
し
だ

れ
桜
を
追
い
か
け
た
。
品
種
は
ベ
ニ
シ
ダ
レ
や

エ
ド
ヒ
ガ
ン
が
多
く
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
よ
り
長

寿
で
大
き
く
、
正
に
「
映
え
」
る
。

　

大
玉
村
の
相
応
寺
、
二
本
松
市
の
本
久
寺
･

円
東
寺
･
大
隣
寺
、
本
宮
市
の
日
輪
寺
等
の

し
だ
れ
桜
が
青
空
に
映
え
て
丁
度
満
開
の
見
頃

で
、
美
し
い
姿
を
思
う
存
分
堪
能
し
た
。

　

次
に
19
年
春
の
長
野
へ
の
桜
旅
。
計
画
に
載

っ
て
い
な
か
っ
た
千
曲
市
戸
倉
宿
キ
テ
ィ
パ
ー

ク
の
情
報
を
得
て
、
斜
面
の
広
大
な
公
園
で
数

百
本
の
満
開
の
桜
達
を
楽
し
ん
だ
。
そ
の
後
は

計
画
通
り
長
野
市
の
松
代
城
跡
（
海
津
城
跡
）、

上
田
市
の
上
田
城
跡
公
園
へ
と
足
を
伸
ば
し
、

や
は
り
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
満
開
の
桜
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
た
。

　

16
世
紀
半
ば
に
築
城
さ
れ
た
松
代
城
は
度
重

な
る
火
災
や
水
害
で
往
時
の
姿
を
殆
ど
留
め
な

い
が
、
石
垣
や
橋
を
彩
る
桜
の
向
こ
う
に
北
ア

ル
プ
ス
が
望
め
る
。
上
田
城
は
真
田
昌
幸
築
城

の
平
城
で
、
大
手
門
入
口
の
大
し
だ
れ
や
お
堀

の
両
側
に
並
ぶ
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
見
事
。

　

少
し
時
間
が
余
っ
た
の
で
、
以
前
紹
介
し
た

福
島
の
有
名
な
三
春
の
滝
桜
、
合
戦
場
の
し
だ

れ
、
花
園
の
桜
、
越
代
の
桜
等
の
写
真
を
映
し

た
が
、
音
声
が
途
中
で
突
然
聞
こ
え
な
く
な
る

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
。
最
後
の
質
疑
の
時
に
は
回

復
し
た
が
、少
し
残
念
。ス
タ
ー
ト
直
後
に
も
説

明
用
に
準
備
し
た
「
桜
旅
７
年
間
の
リ
ス
ト
･ 

福
島
県
内
一
本
桜
番
付
表
･
福
島
県
地
図
」

を
映
す
こ
と
が
で
き
ず
、
分
か
り
難
か
っ
た
こ

と
と
思
う
。

　

来
月
は
、
片
山
君
が
卓
話
を
担
当
し
、「
ト

ロ
イ
戦
争
」
の
題
で
講
演
し
て
く
れ
ま
す
。
大

い
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

参
加
者　

12
名

経
…
井
詰　

潔
、
山
川
豊
夫
、
山
埼
英
昭
、

　
　

山
本
雅
俊

営
…
上
杉　

強
、
片
山　

甫
、
熊
谷　

清
、

　
　

広
瀬
直
樹
、
藤
田　

勝
、
前
田
典
一
、

　
　

横
川　

弘
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法
…
尾
崎
政
次

（
広
瀬
直
樹
）

　
　

▽
…
東
京
10
月
度
例
会
…
△

　
　
　
　
（Zoom
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

と　

き　

10
月
17
日
（
木
）
午
後
２
時
〜

　

12
名
が
参
加
し
て
開
催
。
卓
話
は
片
山
君
が

担
当
し
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
第
２
回
目
と
な
る

「
ト
ロ
イ
戦
争
」
に
つ
い
て
、
絵
画
を
使
っ
て

説
明
し
た
。
質
疑
応
答
を
含
め
て
１
時
間
半
に

わ
た
る
大
変
面
白
い
講
演
で
し
た
。

　

講
演
概
要
は
、
次
の
通
り
。

　

Ｂ
Ｃ
13
世
紀
ご
ろ
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
「
ト

ロ
イ
戦
争
」
は
10
年
間
続
い
た
が
、
そ
の
最
後

の
１
年
間
を
、
Ｂ
Ｃ
８
世
紀
頃
の
吟
遊
詩
人
ホ

メ
ロ
ス
が
「
イ
ー
リ
ア
ス
」
で
歌
っ
た
。
プ
テ

ィ
ー
ア
の
王
ぺ
レ
ウ
ス
と
テ
テ
ィ
ス
（
オ
リ
ン

ポ
ス
の
12
神
よ
り
ラ
ン
ク
は
低
い
神
、
ア
キ
レ

ウ
ス
の
母
）
と
の
結
婚
の
場
に
、
一
人
だ
け
招

か
れ
な
か
っ
た
「
不
和
の
女
神
」
エ
リ
ス
が
「
世

界
で
最
も
美
し
い
女
神
に
」
と
の
言
葉
と
と
も

に
黄
金
の
リ
ン
ゴ
を
投
げ
込
み
、
ゼ
ウ
ス
は
そ

の
審
判
を
ト
ロ
イ
の
皇
子
パ
リ
ス
に
任
せ
る
。

物
語
は
こ
こ
か
ら
始
ま
り
、
パ
リ
ス
の
審
判
で
、

三
美
神
（
ヘ
ラ
、
ア
テ
ナ
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
）

の
う
ち
か
ら
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
を
選
び
、
世
界
一

の
美
女
ヘ
レ
ネ
を
ス
パ
ル
タ
王
か
ら
奪
い
ト
ロ

イ
戦
争
の
原
因
を
作
っ
た
。

　

物
語
は
、
英
雄
ア
キ
レ
ウ
ス
を
中
心
に
展
開

し
、
ギ
リ
シ
ャ
方
の
知
将
オ
デ
ッ
セ
ウ
ス
に
よ

る
「
木
馬
の
計
」
で
ト
ロ
イ
が
滅
び
、
ト
ロ
イ

方
の
将
ア
イ
ネ
イ
ア
ス
（
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
の
子
）

は
ト
ロ
イ
か
ら
イ
タ
リ
ア
に
逃
れ
、
ロ
ー
マ
帝

国
の
祖
と
な
る
。

　

卓
話
後
、
横
川
幹
事
よ
り
「
む
し
の
会
２
０

２
５
年
度
計
画
」
の
素
案
が
紹
介
さ
れ
、
11
月

中
に
は
年
間
計
画
を
作
成
し
た
い
と
の
こ
と
。

併
せ
て
、出
席
者
に
卓
話
担
当
の
希
望
を
聞
い
た
。

参
加
者　

12
名

経
…
井
詰　

潔
、
坂
本
憲
三
、
森
島
英
一
、

　
　

山
川
豊
夫
、
山
崎
英
昭
、
山
本
雅
俊

営
…
片
山　

甫
、
熊
谷　

清
、
広
瀬
直
樹
、

　
　

藤
田　

勝
、
前
田
典
一
、
横
川　

弘

（
横
川　

弘
）

　
　

神
戸
六
七
会
（
昭
42
）

　
　

▽
…
９
月
度
大
阪
定
例
会
…
△

と　

き　

９
月
12
日
（
木
）

と
こ
ろ　

神
戸
大
学
大
阪
ク
ラ
ブ

　

８
月
は
予
定
し
て
い
た
ビ
ヤ
パ
ー
テ
ィ
を
猛

暑
の
た
め
急
遽
中
止
し
た
の
で
、
２
か
月
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
日
も
35
℃
と
真

夏
並
み
の
猛
暑
で
し
た
が
、
今
年
最
多
の
20
名

が
元
気
な
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

食
事
を
と
り
な
が
ら
、
時
の
話
題
と
し
て
自

民
党
総
裁
選
を
肴
に
話
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

特
に
後
輩
の
高
市
さ
ん
に
つ
い
て
は
他
の
候
補

と
比
べ
て
も
彼
女
の
能
力
の
高
さ
を
賞
賛
し
、

難
し
く
は
あ
る
が
当
選
す
れ
ば
と
期
待
の
声
も

上
が
り
ま
し
た
。

　

食
事
後
、
駒
井
直
彦
さ
ん
（
営
、
稲
葉
ゼ
ミ
）

の
「
相
続
事
例
に
学
ぶ
」
と
題
す
る
卓
話
に
移

り
ま
し
た
。
概
要
は
次
の
通
り
。

　

15
の
事
例
に
添
っ
て
具
体
的
な
相
続
人
数
、

課
税
価
格
、
申
告
納
税
額
を
ベ
ー
ス
に
相
続
で

の
注
意
点
及
び
相
続
直
前
の
相
続
対
策
の
解
説

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
身
近
な
問
題
で
あ
り
参

加
者
は
自
分
の
ケ
ー
ス
を
念
頭
に
興
味
津
々
の

思
い
で
拝
聴
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
迄
も
相
続
の
話
は
色
ん
な
会
合
で
聞
い

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ほ
ぼ
同
じ
よ

う
な
一
般
的
な
話
ば
か
り
で
し
た
が
、
今
回
の

お
話
は
相
続
を
担
当
さ
れ
た
体
験
か
ら
実
際
に

役
に
立
つ
実
務
的
な
細
か
い
事
例
の
説
明
で
非
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常
に
得
難
い
お
話
で
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
か
ら
も
各
自
が
抱
え
て
い
る

多
く
の
問
題
提
起
に
対
し
、
公
認
会
計
士
の
三

宅
さ
ん
（
経
、
宮
下
ゼ
ミ
）
か
ら
も
説
明
が
あ

り
、
本
当
に
有
意
義
な
定
例
会
で
し
た
。

　

本
卓
話
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
、
相
続
に
お
い

て
特
に
見
逃
さ
れ
易
い
注
意
点
は
次
の
通
り
で

す
。

１
．
名
義
預
金
（
口
座
名
義
人
と
実
際
に
お
金

を
出
し
た
人
が
違
う
預
金
の
こ
と
）

　
　

子
や
孫
名
義
の
口
座
に
預
金
を
す
る
と
き

は
、
贈
与
税
申
告
か
申
告
不
要
の
贈
与
に
は

贈
与
契
約
書
作
成
が
必
要
。

２
．
専
業
主
婦
の
場
合
、
自
分
名
義
の
預
金
金

額
が
大
き
い
と
夫
か
ら
の
贈
与
と
み
な
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
金
の
出
ど
こ
ろ
（
例

え
ば
親
か
ら
の
相
続
）
を
説
明
で
き
る
証
拠

が
必
要
。

３
．
贈
与
の
確
証
な
け
れ
ば
贈
与
で
な
く
相
続

と
み
な
さ
れ
、
後
年
相
続
課
税
さ
れ
る
（
時

効
は
民
法
の
７
年
で
な
く
税
法
上
は
基
本
的

に
時
効
は
な
い
）。

４
．
相
続
が
発
生
し
た
場
合
、
相
続
人
が
戸
惑

わ
な
い
よ
う
に
、
相
続
人
に
生
前
か
ら
相
続

財
産
の
内
訳
と
相
続
配
分
に
つ
い
て
も
自
分

の
意
思
を
明
確
に
伝
え
、
遺
言
書
を
作
成
し

て
お
く
こ
と
が
必
要
。

５
．
遺
産
分
割
に
際
し
て
は
、
子
及
び
孫
（
子

の
な
い
場
合
は
兄
弟
姉
妹
）
の
配
偶
者
間
で

の
揉
め
事
に
苦
労
す
る
こ
と
を
覚
悟
し
て
お

く
こ
と
。

出
席
者　

20
名

経
…
池
田
正
仲
、
森
口
康
徳
、
杉
原　

豊
、

　
　

宮
本
又
郎
、
滝
谷
善
彦
、
花
房
幹
雄
、

　
　

三
宅　

晃

経
Ⅱ
…
九
重
谷
卓
史

営
…
関
口
年
弘
、
前
川
洋
一
郎
、
髙
見
伸
一
、

　
　

平
松
秀
則
、
駒
井
直
彦
、
福
島　

繁
、

　
　

吉
岡
伸
敏
、
小
西　

菶

営
Ⅱ
…
小
山
哲
史
、
冨
井
良
一

文
…
廣
野
幸
夫

工
…
中
務
幸
雄

　
　

▽
…
10
月
度
大
阪
定
例
会
…
△

と　

き　

10
月
10
日
（
木
）

と
こ
ろ　

神
戸
大
学
大
阪
ク
ラ
ブ

　

今
夏
の
こ
れ
ま
で
に
な
い
暑
さ
を
乗
り
越
え
、

や
っ
と
秋
ら
し
い
気
配
が
漂
う
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
は
卓
話
を
お
休
み
し
、
盛
り
上
が

り
を
見
せ
て
い
る
米
国
大
統
領
選
挙
、
日
本
の

自
民
党
総
裁
選
結
果
と
総
選
挙
に
つ
い
て
フ
リ

ー
ト
ー
ク
の
場
と
し
ま
し
た
。

一
．
米
国
大
統
領
選
挙

　

昨
日
開
催
さ
れ
た
凌
霜
午
餐
会
で
の
神
戸
大

学
法
学
研
究
科
簑
原
俊
洋
教
授
に
よ
る
講
演
「
迫

る
米
大
統
領
選
挙
と
そ
の
結
果
：
日
本
は
何
を

覚
悟
す
べ
き
か
」
を
聴
講
さ
れ
た
吉
岡
、
小
山
、

杉
原
さ
ん
か
ら
、
講
演
内
容
を
次
の
通
り
紹
介

頂
き
ま
し
た
。

　

オ
ク
ト
ー
バ
ー
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
大
き
な
変
化

の
可
能
性
を
残
す
も
、
蓑
原
先
生
の
選
挙
予
想

は
僅
差
で
ハ
リ
ス
氏
の
勝
利
。
こ
の
場
合
、
日

本
と
し
て
は
従
来
の
路
線
を
継
承
す
れ
ば
良
い
。

し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
氏
勝
利
と
な
れ
ば
大
統
領

権
限
を
大
幅
に
強
化
し
国
際
的
な
同
盟
関
係
も

軽
視
す
る
と
し
て
、
日
本
は
「
国
益
を
担
保
で

き
る
中
長
期
的
な
プ
ラ
ン
の
作
成
が
焦
眉
の
急

だ
」
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
は

次
の
通
り
。

　

ほ
ぼ
全
員
が
ハ
リ
ス
勝
利
を
期
待
す
る
中
で

ト
ラ
ン
プ
氏
へ
の
懸
念
が
噴
出
し
ま
し
た
。
①

ト
ラ
ン
プ
氏
は
商
売
人
で
政
治
経
験
も
な
い
。

②
法
律
順
守
を
し
な
い
。
③
物
事
を
全
て
商
売

の
損
得
勘
定
で
判
断
す
る
。
④
花
房
さ
ん
か
ら
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30
年
前
に
不
動
産
王
と
し
て
の
ト
ラ
ン
プ
の
著

作
を
読
ん
だ
中
で
失
敗
は
他
人
の
せ
い
、
成
功

は
自
分
の
力
と
兎
に
角
自
己
フ
ァ
ー
ス
ト
の
塊

と
紹
介
さ
れ
た
。
⑤
な
ぜ
米
国
人
が
こ
ん
な
ト

ラ
ン
プ
氏
に
熱
狂
す
る
の
か
理
解
出
来
な
い
。

⑥
石
破
首
相
は
ト
ラ
ン
プ
氏
（
両
者
と
も
キ
リ

ス
ト
教
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
に
対
抗
で
き
る
か
？

⑦
も
し
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
敗
北
す
れ
ば
、
米
国

が
分
裂
す
る
ほ
ど
大
混
乱
す
る
リ
ス
ク
を
感
じ

る
。

二
．
自
民
党
総
裁
選
結
果

　

神
戸
六
七
会
は
卒
業
25
周
年
同
窓
会
で
、
１

９
９
２
年
総
選
挙
に
初
め
て
奈
良
か
ら
無
所
属

で
立
候
補
、
敗
北
さ
れ
た
高
市
さ
ん
を
お
迎
え

し
「
タ
ッ
ク
ス
・
ペ
イ
ヤ
ー
」（
納
税
者
は
政

府
の
税
金
使
途
を
監
視
す
べ
き
）
の
講
演
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
本
日
参
加
者
に
自
民

党
員
が
二
人
お
ら
れ
両
者
と
も
高
市
さ
ん
に
投

票
さ
れ
ま
し
た
。
以
上
の
理
由
か
ら
も
高
市
さ

ん
の
総
裁
選
敗
北
を
殆
ん
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
残

念
が
り
ま
し
た
。
選
挙
戦
略
上
靖
国
参
拝
を
封

印
し
て
い
れ
ば
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

総
裁
就
任
後
の
石
破
新
総
理
の
迷
走
、
森
山

幹
事
長
頼
り
の
党
運
営
や
岸
田
前
総
理
路
線
の

継
承
で
、
何
ら
の
政
治
改
革
が
見
通
せ
な
い
失

望
感
が
強
か
っ
た
。
総
選
挙
後
の
自
民
党
内
紛

の
お
そ
れ
と
政
権
交
代
可
能
性
の
高
い
選
挙
に

も
拘
わ
ら
ず
野
党
統
一
の
出
来
な
い
野
党
へ
の

不
甲
斐
な
さ
を
感
じ
た
と
の
意
見
も
。

三
．
生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て

　

花
房
さ
ん
か
ら
、
日
経
新
聞
の
生
成
Ａ
Ｉ
に

係
わ
る
記
事
に
関
し
、
日
経
新
聞
に
直
接
電
話

で
意
見
交
換
し
た
内
容
と
し
て
「
Ａ
Ｉ
の
知
能

が
人
類
を
超
え
、
人
類
を
滅
ぼ
す
時
期
が
近
づ

い
て
い
る
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
。
Ａ
Ｉ

の
専
門
家
は
こ
の
リ
ス
ク
を
隠
蔽
し
て
お
り
、

こ
の
リ
ス
ク
の
解
明
を
試
み
る
者
も
リ
ジ
ェ
ク

ト
さ
れ
て
い
る
状
態
が
現
実
で
あ
る
。
花
房
さ

ん
は
更
に
情
報
を
集
め
て
将
来
報
告
し
た
い
と

の
こ
と
。

出
席
者　

13
名

経
…
池
田
正
仲
、
杉
原　

豊
、
花
房
幹
雄
、

　
　

三
宅　

晃

営
…
関
口
年
弘
、
髙
見
伸
一
、
駒
井
直
彦
、

　
　

吉
岡
伸
敏
、
小
西　

菶

営
Ⅱ
…
小
山
哲
史
、
冨
井
良
一

文
…
廣
野
幸
夫

工
…
中
務
幸
雄

（
小
西　

菶
）

　
　

関
東
四
四
会
（
昭
44
）

　
　

▽
…
７
月
度
納
涼
会
…
△

と　

き　

７
月
９
日
（
火
）

と
こ
ろ　

横
浜
「
ス
カ
ン
デ
ィ
ヤ
」

　

横
浜
山
下
公
園
に
程
近
い
北
欧
料
理
の
名
店

に
13
名
が
集
合
し
、
バ
イ
キ
ン
グ
を
偲
ば
せ
た

重
量
感
の
あ
る
装
飾
に
囲
ま
れ
た
２
階
で
ス
カ

ン
ジ
ナ
ビ
ア
・
ス
モ
ー
ガ
ス
料
理
を
堪
能
し
た
。

　

当
日
は
酷
暑
で
も
あ
り
、
会
食
後
の
横
浜
散

策
を
中
止
し
珈
琲
館
で
の
ブ
レ
ー
ク
を
経
て
散

会
し
た
。

出
席
者　

13
名

経
…
小
西　

順
、
森　

泰
造
、
有
本
常
美

営
…
井
上
良
彦
、
森
井
敏
晴
、
溝
口
正
平
、

　
　

番　

尚
志

法
…
藤
井　

誠

工
…
小
島
省
三
、
玉
置
昭
平

教
…
岩
井
良
子
、
藤
井
園
子
、
森
井
晴
子

　
　

▽
…
８
月
度
納
涼
会
…
△

と　

き　

８
月
26
日
（
月
）

と
こ
ろ　

有
楽
町
「
綴
」

　

日
比
谷
・
有
楽
町
か
ら
至
近
に
あ
る
ニ
ュ
ー

ト
ー
キ
ョ
ー
系
列
の
「
綴
」
で
の
２
年
連
続
の
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納
涼
会
に
13
名
が
集
合
し
た
。

　

個
室
で
の
イ
タ
リ
ア
ン
・
フ
レ
ン
チ
料
理
を

堪
能
し
和
や
か
な
会
食
と
な
っ
た
。

　

久
し
ぶ
り
参
加
の
川
田
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
で

「
順
不
同
、
く
じ
で
順
番
を
決
め
る
」
サ
プ
ラ

イ
ズ
近
況
報
告
を
経
て
散
会
し
た
。

出
席
者　

13
名

経
…
安
居
院
彰
、
小
西　

順
、
三
宅
基
治
、

　
　

森　

泰
造

営
…
溝
口
正
平
、
番　

尚
志
、
森
井
敏
晴

工
…
揖
場　

熙
、
小
島
省
三
、
川
田
道
夫
、

　
　

玉
置
昭
平

教
…
岩
井
良
子
、
森
井
晴
子

（
有
本
常
美
）

　
　

東
京
18
会
（
昭
45
）

　
　

▽
…
10
月
例
会
…
△

と　

き　

10
月
18
日
（
金
）
正
午
〜

と
こ
ろ　

東
京
六
甲
ク
ラ
ブ　

　

昼
食
懇
親
会
を
行
い
、「
私
の
終
活
」
に
つ

い
て
意
見
交
換
・
自
由
討
議
。
幹
事
は
川
崎
さ

ん
と
横
地
さ
ん
。

　

メ
ン
バ
ー
が
喜
寿
を
迎
え
、
終
活
を
考
え
る

年
齢
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者　

15
名

経
…
柴
田
一
郎
、
真
塩
敏
幸
、
竹
本
鉄
三
、

　
　

山
田
晴
男
、
横
地　

旦

営
…
上
巳　

浩
、
永
田
真
文
、
山
内
一
三
、

　
　

葉
山　

孝
、
小
寺　

明
、
佐
良　

賢
、

　
　

大
辻
茂
雄
、
中
村
常
保

法
…
林　

佑
佶
、
河
崎
英
三

（
中
村
常
保
）

　
　

互　

礼　

会
（
昭
50
）

　
　

▽
…
卒
業
50
周
年
記
念

　
　
　
　
　
　

同
窓
会
の
ご
案
内
‼
…
△

　
「
互
礼
会
」（
昭
50
、
23
回
生
）
の
卒
業
50
周

年
記
念
同
窓
会
を
、
２
０
２
５
年
10
月
25
日

（
土
）
の
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
に
合
わ

せ
て
開
催
し
ま
す
‼

　

当
日
の
企
画
が
固
ま
り
次
第
、
ご
案
内
を
発

信
し
ま
す
の
で
、
必
ず
当
日
の
日
程
を
確
保
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
記
事
を
ご
覧
頂
く
機
会
が
な
い

で
あ
ろ
う
凌
霜
会
会
員
で
な
い
同
期
の
お
知
り

合
い
に
も
お
声
が
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
世
話
役
・
東　

誠
一
郎
）

茂　木　快　治
張　　　嘉　楠

国 民 経 済 雑 誌　第228巻　第３号（令和６年９月)３
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俊　野　雅　司

夫　馬　賢　治
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雨
災
害
対
応
等
で
１
名
し
か
参
加
で
き
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
今
回
は
19
名
の
参
加
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
総
会
を
開
き
、
実
盛
祥
隆
会
長
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
前
回
総
会
か
ら
の
収
支
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
長
沖
与
一
顧
問
、

向
山
典
佐
副
会
長
（
向
山
税
理
士
事
務
所
）
の

退
任
、
田
井
徳
太
郎
氏
（
田
井
屋
）、
柴
田
未

来
氏
（
し
ば
た
未
来
法
律
事
務
所
）
の
副
会
長

就
任
に
つ
い
て
、
出
席
者
全
員
の
承
認
が
得
ら

れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
後
の
懇
親
会
は
田
井
徳
太
郎
新
副
会

長
の
乾
杯
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
一
人
１
分
半
の

ル
ー
ル
で
の
自
己
紹
介
、
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
柴
田
未
来
新
副

会
長
が
「
来
年
か
ら
は
毎
年
総
会
・
懇
親
会
を

開
催
し
ま
す
」
と
宣
言
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
開
催
と
い
う
不
安
が
あ
っ
た
も

の
の
、
や
っ
て
み
る
と
楽
し
い
時
間
と
な
り
、

出
身
校
の
Ｏ
Ｂ
会
の
存
在
意
義
を
再
認
識
し
ま

し
た
。

出
席
者　

19
名

経
済
…
４
名

経
営
…
６
名

法
…
…
３
名

文
…
…
１
名

工
…
…
４
名

医
…
…
１
名

（
昭
56
営
・
向
山
典
佐
）

□
東　

　

京
□

　
　

▽
…
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
in
東
京
…
△

と　

き　

10
月
26
日
（
土
）

と
こ
ろ　

東
京
六
甲
ク
ラ
ブ

　

昨
年
に
引
き
続
き
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ

in
東
京
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
同
時
中
継
を
ク
ラ
ブ
の
大
型
ス
ク
リ

ー
ン
に
て
視
聴
し
、
終
了
後
は
懇
親
パ
ー
テ
ィ

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
今
年
の
参
加
者
は
23

名
、
昭
和
38
年
卒
か
ら
平
成
27
年
卒
、
親
・
子
・

孫
の
三
世
代
に
ま
た
が
り
、
学
部
も
す
べ
て
の

学
部
か
ら
の
参
加
。
ま
さ
に
ワ
ン
神
戸
と
し
て

の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

　

基
調
講
演
の
福
田
氏
は
、
初
め
て
知
っ
た
方

が
多
か
っ
た
で
す
が
、
面
白
い
話
し
ぶ
り
に
引

き
込
ま
れ
、
ク
ラ
ブ
に
寄
贈
さ
れ
て
い
た
多
数

の
著
書
を
皆
さ
ん
で
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
学
生

の
活
動
、
応
援
団
の
演
舞
、
ど
れ
を
と
っ
て
も

神
戸
の
香
り
が
し
ま
し
た
。

□
石　

　

川
□

　
　

▽
…
令
和
６
年
度
総
会
・
懇
親
会
…
△

と　

き　

10
月
17
日
（
木
）
午
後
６
時
半
〜

と
こ
ろ　

Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
リ
デ
イ
イ
ン

　
　
　
　

金
沢
ス
カ
イ

　

２
０
１
６
年
に
全
学
部
横
断
の
組
織
と
し
て

「
神
戸
大
学
石
川
県
校
友
会
」
を
立
ち
上
げ
、

そ
の
後
２
０
１
９
年
ま
で
毎
年
総
会
と
懇
親
会

を
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

２
０
２
０
年
以
降
開
催
を
見
送
っ
て
お
り
、
今

回
５
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
窓
生
が
多
く
在
籍
す
る
石
川
県
庁
、
北
國

銀
行
、
北
陸
銀
行
、
北
陸
電
力
、
Ｅ
Ｉ
Ｚ
Ｏ
の

幹
事
を
通
じ
て
出
席
を
促
す
と
と
も
に
、
過
去

の
同
窓
会
出
席
者
全
員
に
メ
ー
ル
等
で
連
絡
を

と
り
ま
し
た
が
、
５
年
の
間
に
連
絡
が
取
れ
な

く
な
っ
て
い
る
方
も
多
く
、
ま
た
、
石
川
県
庁

在
籍
の
方
は
、
能
登
半
島
地
震
及
び
能
登
の
豪

支
部　通

信
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懇
親
会
で
は
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
、
初
参
加

の
留
学
生
イ
ヴ
ァ
ネ
さ
ん
か
ら
は
神
戸
の
思
い

出
話
が
披
露
さ
れ
、
最
若
手
の
平
成
27
年
人
文

科
学
研
究
科
卒
ヒ
ー
ト
ン
さ
ん
か
ら
も
「
神
戸

が
一
番
！
」
の
言
葉
で
中
締
め
と
し
ま
し
た
。

　

神
戸
ま
で
行
く
の
は
ち
ょ
っ
と
し
ん
ど
い
、

と
言
う
方
、
是
非
来
年
は
Ｈ
Ｃ
Ｄ
in
東
京
に
参

加
頂
き
、
神
戸
の
仲
間
と
の
語
ら
い
を
楽
し
ん

で
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（

46
経
、
野
崎　

信
）

　
　

▽
…
あ
り
が
と
う
帝
劇
ビ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
光
美
術
館
…
△

と　

き　

９
月
13
日
（
金
）

と
こ
ろ　

東
京
六
甲
ク
ラ
ブ

　

出
光
美
術
館
の
田
中
伝
主
任
学
芸
員
を
お
招

き
し
て
、「
出
光
美
術
館
の
軌
跡　

こ
こ
か
ら
、

先
へ
／
伴
大
納
言
絵
巻
か
ら
若
冲
へ
」
と
題
し

て
解
説
い
た
だ
き
、
そ
の
後
美
術
館
鑑
賞
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
出
光
美
術
館
誕
生
の
経
緯
を
、
そ
の

最
大
の
功
労
者
で
あ
る
出
光
佐
三
に
ま
つ
わ
る

数
々
の
逸
話
を
交
え
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

　

今
回
の
展
示
物
の
解
説
を
美
術
館
と
し
て
の

意
図
を
中
心
に
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
地
味
な
趣
味
で
あ
っ
た
出
光
佐

三
の
思
想
と
ジ
ョ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
と
の
出
会
い

や
、
所
蔵
品
の
譲
受
が
現
在
の
美
術
館
収
蔵
品

の
豊
か
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

有
名
な
建
築
家
で
あ
る
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ

ド
・
ラ
イ
ト
と
の
関
わ
り
も
大
変
興
味
深
い
も

の
で
し
た
。

　

出
光
美
術
館
も
12
月
25
日
ま
で
の
展
示
会
を

最
後
に
、
し
ば
ら
く
休
館
と
な
り
ま
す
。

　

参
加
者
は
39
名
、
昭
和
35
年
卒
か
ら
平
成
７

年
卒
ま
で
幅
広
く
、
ご
夫
妻
で
の
鑑
賞
も
５
組

と
大
勢
で
賑
わ
い
ま
し
た
。（

57
法
、
鶴
原　

誠
）

　
　

▽
…
あ
り
が
と
う
帝
劇
ビ
ル

　
　
　
　

コ
ン
サ
ー
ト
「
日
本
の
抒
情
」
…
△

と　

き　

10
月
６
日
（
日
）

と
こ
ろ　

東
京
六
甲
ク
ラ
ブ

　

鈴
木
香
代
子
さ
ん
（
51
教
）
の
歌
、
村
上
江

里
佳
さ
ん
（
59
教
）
の
ピ
ア
ノ
で
大
正
浪
漫
か

ら
現
代
ま
で
の
日
本
の
心
と
風
景
を
奏
で
て
頂

き
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、「
待
ち
ぼ
う
け
」「
宵
待
草
」「
初

恋
」「
し
ぐ
れ
に
寄
せ
る
抒
情
」
な
ど
な
ど
。

　

第
２
部
で
は
鈴
木
さ
ん
が
颯
爽
と
「
さ
く
ら

横
ち
ょ
う
」「
風
の
光
芒
」（
源
義
経
題
材
の
歌
）

「Stand A
lone

」
を
歌
い
上
げ
、
拍
手
が
鳴

り
止
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
が
初
め
て
ク
ラ
ブ
で
歌
っ
た
の
は
、

も
う
20
年
も
前
の
こ
と
。
ま
だ
ピ
ア
ノ
が
な
く

て
カ
セ
ッ
ト
デ
ッ
キ
持
ち
込
み
で
伴
奏
を
流
し

な
が
ら
の
歌
唱
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、

会
員
有
志
の
厚
意
に
よ
り
ピ
ア
ノ
が
置
か
れ
、

教
育
学
部
・
発
達
科
学
部
音
楽
科
同
窓
生
に
よ

る
「Bel m

onte

六
甲
」
も
結
成
で
き
、
月
一
度
、

世
代
を
超
え
た
交
流
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
ク
ラ
ブ
会
員
・
卒
業
生
の
32
名
に

加
え
て
、
鈴
木
さ
ん
・
村
上
さ
ん
の
フ
ア
ン
26

名
も
加
わ
り
、
大
き
な
賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

（
46
経
、
野
崎　

信
）

　
　

▽
…
あ
り
が
と
う
帝
劇
ビ
ル

　
　
　
　
　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ラ
イ
ブ
…
△

と　

き　

10
月
20
日
（
日
）

と
こ
ろ　

東
京
六
甲
ク
ラ
ブ

　

帝
国
劇
場
で
上
演
さ
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
、

小
寺
美
穂
さ
ん
（
平
14
保
健
）
の
司
会
で
、
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
俳
優
森
田
浩
貴
さ
ん
達
と
、
六
甲

ク
ラ
ブ
の
時
代
の
流
れ
も
絡
め
な
が
ら
、
振
り

返
り
ま
し
た
。
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曲
名
は
、「
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」

全
て
の
山
に
の
ぼ
れ
、
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
、
な

ど
メ
ド
レ
ー
、「
レ
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」
夢
や
ぶ
れ
て
、

オ
ン
マ
イ
オ
ウ
ン
、
対
決
、
民
衆
の
歌
、
な
ど

メ
ド
レ
ー
、「
ラ
マ
ン
チ
ャ
の
男
」
見
果
て
ぬ
夢
、

「
マ
イ
フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
」
踊
り
あ
か
そ
う
、「
王

様
と
私
」Shall w

e dance
、
な
ど
な
ど
。

　

参
加
者
は
22
名
、
加
え
て
小
寺
さ
ん
フ
ァ
ン

の
20
名
も
加
わ
り
大
盛
況
。
昭
和
32
年
卒
か
ら

平
成
22
年
卒
ま
で
、
祖
父
か
ら
孫
の
年
代
に
渡

り
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
楽
し
み
ま
し
た
。

（
46
経
、
野
崎　

信
）

　
　

▽
…
第
１
７
０
回
木
曜
会
…
△

と　

き　

９
月
12
日
（
木
）

と
こ
ろ　

東
京
六
甲
ク
ラ
ブ

　

紫
陽
会
（
教
育
・
発
達
科
学
・
国
文
・
国
際

人
間
科
学
）
担
当
で
、
国
際
文
化
学
研
究
科
の

板
倉
史
明
教
授
を
お
迎
え
し
「
映
画
を
よ
り
深

く
味
わ
う
た
め
の
映
画
学
入
門
」
と
題
し
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

板
倉
先
生
は
、
筑
波
大
学
第
二
学
群
比
較
文

化
学
類
を
卒
業
後
、
京
都
大
学
人
間
・
環
境
学

で
博
士
号
を
取
得
。
東
京
国
立
近
代
美
術
館
フ

ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
を
経
て
、
12
年

前
に
神
戸
大
学
国
際
文
化
学
研
究
科
教
授
。
主

な
著
書
に
『
映
画
と
移
民
』（
単
著
、
新
曜
社
、

２
０
１
６
）、『
神
戸
と
映
画
』（
編
著
者
、
神

戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
、
２
０
１
９
）
な

ど
が
あ
り
、
テ
レ
ビ
出
演
だ
け
で
は
な
く
、
第

２
回
京
都
映
画
文
化
賞
（
１
９
９
９
年
）
を
受

賞
さ
れ
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
ご
活
躍

中
で
す
。

　

講
演
は
、
映
画
の
基
礎
用
語
、
シ
ョ
ッ
ト
、

カ
ッ
ト
、
シ
ー
ン
、
セ
ン
テ
ン
ス
、
シ
ー
ク
エ

ン
ス
な
ど
の
細
か
い
解
説
か
ら
始
ま
り
、
メ
イ

ン
は
、
映
画
制
作
時
の
演
出
７
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
。
①
セ
ッ
ト
②
小
道
具
③
衣
装
④
俳
優
の

動
か
し
方
と
演
技
⑤
編
集
（
フ
ィ
ル
ム
の
つ
な

ぎ
方
）
⑥
撮
影
（
色
、
ア
ン
グ
ル
、
長
さ
）
と

照
明
⑦
音
（
音
楽
、
効
果
音
、
声
）
に
つ
い
て

目
の
付
け
所
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
後
、
映
画

を
観
て
み
る
と
、
監
督
の
仕
掛
け
て
い
る
き
め

細
か
い
演
出
を
あ
ち
こ
ち
に
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
、
俳
優
の
何
気
な
い
し
ぐ
さ
や
小
道
具
の

一
つ
一
つ
に
込
め
ら
れ
た
熱
い
思
い
が
効
果
的

に
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
時
間
切
れ
で
観
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
日
本
映
画
「
夜
の
河
」の
解
説
付
き
鑑
賞
会

も
是
非
い
つ
か
拝
見
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
ク
ラ
ブ
参
加
25
名
、Zoom

参

加
８
名
の
計
33
名
。
平
成
生
ま
れ
の
若
者
や
女

性
の
参
加
者
が
多
い
、
紫
陽
会
ら
し
い
明
る
く

に
ぎ
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
60
教
、
菅
河
真
紀
子
）

　
　

▽
…
第
１
７
１
回
木
曜
会
…
△

と　

き　

10
月
10
日
（
木
）

と
こ
ろ　

東
京
六
甲
ク
ラ
ブ

　
「
生
涯
健
康
を
実
現
す
る
方
法
」
を
テ
ー
マ
に
、

群
馬
大
学
大
学
院
未
来
先
端
研
究
機
構
ウ
ィ
ル

ス
バ
ス
タ
ー
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
医
学
系

研
究
科
脳
神
経
再
生
医
学
分
野
の
平
井
宏
和
教

授
に
よ
る
講
演
。
現
代
社
会
が
抱
え
る
健
康
課

題
に
つ
い
て
科
学
的
な
視
点
か
ら
多
面
的
に
解

説
さ
れ
、
健
康
維
持
の
た
め
に
私
た
ち
が
で
き

る
具
体
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
示
さ
れ
た
。

　

高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
慢
性
疾
患
に
つ
い

て
、
薬
物
治
療
で
は
完
全
に
治
癒
す
る
こ
と
が

難
し
く
、
医
療
の
力
だ
け
で
な
く
、
予
防
を
心

が
け
る
こ
と
で
経
済
的
・
精
神
的
な
負
担
を
軽

減
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

次
に
、
腸
内
環
境
と
健
康
の
関
係
。
肥
満
が

腸
内
の
悪
玉
菌
の
増
加
に
起
因
す
る
こ
と
、
ま

た
善
玉
菌
を
増
や
す
た
め
に
は
オ
リ
ゴ
糖
や
食
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物
繊
維
を
積
極
的
に
摂
取
す
る
こ
と
が
効
果
的
。

　

そ
し
て
、
幸
福
感
と
神
経
伝
達
物
質
の
関
係
。

ド
ー
パ
ミ
ン
、
オ
キ
シ
ト
シ
ン
、
セ
ロ
ト
ニ
ン

と
い
っ
た
神
経
伝
達
物
質
が
心
の
健
康
に
重
要

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
、
特
に
「
ド
ー
パ
ミ
ン

的
幸
福
」
は
一
時
的
で
あ
り
、「
オ
キ
シ
ト
シ

ン
的
幸
福
」
や
「
セ
ロ
ト
ニ
ン
的
幸
福
」
を
重

視
す
る
こ
と
が
持
続
的
な
幸
福
感
を
得
る
鍵
で

あ
る
。

　

病
気
に
な
っ
て
か
ら
の
治
療
で
は
な
く
、
病

気
に
な
ら
な
い
た
め
の
予
防
に
力
を
入
れ
る
こ

と
が
大
切
。
特
に
、
日
常
生
活
の
中
で
無
理
な

く
実
践
で
き
る
食
事
改
善
や
運
動
が
重
要
。
ま

た
、
心
の
健
康
も
含
め
た
「
全
人
的
な
健
康
」

の
考
え
方
は
、
こ
れ
か
ら
の
健
康
管
理
の
指
針

と
し
て
非
常
に
有
用
。

　

参
加
者
は
、
ク
ラ
ブ
参
加
17
名
、Zoom

参

加
10
名
の
計
27
名
で
し
た
。

（
平
24
医
、
加
耒
佐
和
子
）

　
　

▽
…
第
15
回
東
京
六
甲
ク
ラ
ブ
杯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゴ
ル
フ
大
会
…
△

と　

き　

８
月
30
日
（
金
）

と
こ
ろ　

大
浅
間
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　

大
型
の
台
風
10
号
が
九
州
に
上
陸
し
、
全
国

的
に
不
安
定
な
天
候
が
続
く
中
、
従
来
「
神
戸

大
学
学
友
会
長
杯
ゴ
ル
フ
大
会
」
と
し
て
開
催

し
て
き
た
ゴ
ル
フ
大
会
は
、「
校
友
会
」
の
発

足
に
伴
い
「
学
友
会
」
が
消
滅
し
た
こ
と
に
よ

り
、
今
年
か
ら
取
り
あ
え
ず
「
東
京
六
甲
ク
ラ

ブ
杯
ゴ
ル
フ
大
会
」
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
初
19
名
の
参
加
申
込
に
対
し
、
台
風
の
影

響
で
参
加
者
は
12
名
に
減
少
し
ま
し
た
が
、
前

日
ま
で
の
雨
と
は
打
っ
て
変
わ
り
、
奇
跡
的
に
、

と
き
お
り
薄
日
が
差
す
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
と

な
り
、
参
加
者
は
和
気
藹
々
と
プ
レ
ー
を
満
喫

さ
れ
ま
し
た
。

成　

績
（
新
ペ
リ
ア
方
式
）

優　

勝　

多
田　

賢
男
（
昭
49
農
）

準
優
勝　

辻　
　
　

等
（
昭
44
営
）

第
３
位　

安
井　

泰
朗
（
昭
54
営
）

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
（
94
）
多
田
賢
男

そ
の
他
の
参
加
者

飯
塚
延
幸
（
46
経
）、
森
本
高
行
（
46
営
）、
藤

田
祥
治
（
46
営
）、
武
藤
敏
直
（
49
経
）、
梶
井

香
樹
（
49
農
）、
渡
部
賢
一
（
50
経
）、
青
木
俊

造
（
51
経
）、
末
澤
寿
一
（
51
農
）、
田
中　

易

（
56
農
）

　

次
回
は
、
10
月
24
日
、
茨
城
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

で
第
69
回
石
井
光
次
郎
杯
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

予
定
。

　

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
藤
田
祥
治
）

□
神　

　

戸
□

　
　

▽
…
第
１
５
７
８
回
午
餐
会
…
△

と　

き　

９
月
11
日
（
水
）

と
こ
ろ　

湊
川
神
社
「
楠
公
会
館
」

講　

師　

神
戸
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　

石
井　

淳
蔵　

氏

演　

題　
「
進
化
す
る
ブ
ラ
ン
ド
と
日
本
の
経
営
」

講
師
略
歴

　

昭
和
45
年
神

戸
大
学
経
営
学

部
卒
、
昭
和
50

年
大
学
院
経
営

学
研
究
科
博
士

課
程
修
了
、
商
学
博
士
。
同
志
社
大
学
商
学
部

教
授
、
神
戸
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
教
授
、

流
通
科
学
大
学
学
長
、
流
通
科
学
研
究
所
所
長

を
歴
任
。
平
成
22
年
阪
神
電
鉄
監
査
役
、
平
成

27
年
レ
ン
ゴ
ー
監
査
役
。
日
本
商
業
学
会
会
長
、

日
本
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
協
会
理
事
、
日
本
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
学
会
会
長
歴
任
。
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講
演
概
要

　

多
く
の
日
本
の
会
社
は
、
自
身
の
会
社
ブ
ラ

ン
ド
を
大
事
に
し
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
ブ
ラ
ン

ド
は
、
時
代
と
と
も
に
進
化
し
て
い
ま
す
。
会

社
ブ
ラ
ン
ド
に
重
点
を
置
き
、
そ
の
進
化
を
進

め
る
と
い
う
日
本
の
会
社
の
や
り
方
は
、
世
界

で
も
独
特
の
や
り
方
だ
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
や
り
方
に
ど
の
よ
う
な
利
点
が
あ
る
の
か
、

そ
し
て
ど
う
し
て
日
本
の
会
社
は
そ
う
し
た
ブ

ラ
ン
ド
づ
く
り
を
行
う
の
か
を
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

出
席
者　

53
名

石
光
輝
男
（
昭
21
）、
三
木
谷
節
子
（
29
経
）、

升
谷　

博
（
31
営
）、
鶴　

浩
一
（
32
経
）、
髙

橋　

潔
、
吉
田
昭
彦
（
32
営
）、
福
本
哲
也
、

髙
倉
俊
夫
、
安
中
一
雄
、
吉
田　

健
（
32
法
）、

四
谷　

實
、
石
原
謙
一
（
33
経
）、
荷
宮
英
文
、

大
原
八
十
八
（
34
経
）、
曽
根　

準
、
高
﨑
正

弘
（
34
営
）、
山
邑
陽
一
（
34
法
）、
井
上　

惇
（
35
法
）、
杉
田
文
夫
（
36
経
）、
柿　

聰
、

王
鞍　

功
（
36
営
）、
谷
田
光
彌
（
37
営
）、

前
田
慎
一
郎
（
37
法
）、
藤
田
宜
紀
、
鈴
木
雅

弐
（
38
経
）、
藤
原
達
也
（
38
営
）、
新
垣
恒
則

（
40
営
）、
村
岡　

孝
（
41
経
）、
前
川
洋
一
郎
、

松
尾　

享
（
42
営
）、
今
村
文
繁
（
43
経
）、

松
重
君
予
（
43
法
修
）、
坂
井
信
也
、
進
藤
政

和
（
45
経
）、
安
藤
幹
雄
（
45
法
）、
一
木　

仁

（
46
経
）、
阪
本　

恵
、
田
中
貴
俊
（
46
営
）、

嶋
谷　

健
（
47
経
）、
岩
佐
良
明
（
48
経
）、
飯

田
敏
康
（
48
営
）、
村
田
克
明
（
50
経
）、
芝
池

勉
（
51
営
）、
岸
本
晴
夫
、
西
岡
慶
則
（
52
営
）、

若
狭
一
弘
（
55
経
）、
森
地
高
文
（
56
営
）、
三

宅
陽
子
（
32
文
）、
森
岡
宏
次
（
41
工
修
）、
石

賀
暢
一
（
45
農
）、
浦
嶋
ま
さ
子
（
53
教
）、
谷

田
明
穂
、
平
田　

晃
（
ゲ
ス
ト
）

　
　

▽
第
１
５
７
９
回
午
餐
会
△

と　

き　

10
月
９
日
（
水
）

と
こ
ろ　

湊
川
神
社
「
楠
公
会
館
」

講　

師　

神
戸
大
学
法
学
研
究
科
教
授

　
　
　
　

簑
原　

俊
洋　

氏

演　

題　
「
迫
る
米
大
統
領
選
挙
と
そ
の
結
果

　
　
　
　
　
　

：
日
本
は
何
を
覚
悟
す
べ
き
か
」

講
師
略
歴

　

１
９
９
２
年

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
デ
ィ
ヴ
ィ

ス
校
卒
、
１
９

９
６
年
神
戸
大

学
政
治
学
修
士
、
１
９
９
８
年
同
博
士
。
１
９

９
９
年
神
戸
大
学
法
学
部
助
教
授
、
２
０
０
５

〜
０
７
年
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
客
員
フ
ェ

ロ
ー
及
び
ラ
イ
デ
ン
大
学
客
員
教
授
、
２
０
１

７
年
神
戸
大
学
法
学
研
究
科
教
授
、
２
０
１
９

年
イ
ン
ド
太
平
洋
問
題
研
究
所
理
事
長
。

講
演
概
要

　

米
国
約
２
５
０
年
の
歴
史
で
、
初
め
て
有
罪

判
決
が
下
っ
た
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
岩
盤
支
持
基
盤
に
支
え
ら
れ
た
彼

の
人
気
は
一
向
に
衰
え
る
気
配
を
見
せ
ず
、
ま

た
、
暗
殺
未
遂
事
件
を
経
て
か
ら
は
「
神
の
ご

加
護
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
訴
え
て
キ
リ
ス
ト
教

右
派
の
支
持
を
取
り
込
ん
で
さ
ら
に
選
挙
戦
に

弾
み
が
つ
い
た
。
他
方
、
活
気
を
欠
い
て
い
た

民
主
党
は
、
大
統
領
討
論
会
以
降
、
周
囲
に
多

く
の
不
安
を
抱
え
さ
せ
て
い
た
バ
イ
デ
ン
大
統

領
が
突
如
退
陣
を
表
明
し
、
代
わ
っ
て
副
大
統

領
の
ハ
リ
ス
が
民
主
党
の
大
統
領
候
補
に
な
っ

た
こ
と
で
、
選
挙
の
潮
目
は
大
き
く
変
わ
り
、

接
戦
州
で
競
り
合
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
と

は
い
え
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
女
性
が
果
た
し

て
大
統
領
の
座
を
射
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
。
11
月
５
日
の
投
票
日
が
間
近
に
迫
る
中
で
、

選
挙
の
現
況
を
解
説
し
、
両
候
補
が
主
張
す
る

政
策
と
日
本
へ
の
影
響
を
分
析
し
つ
つ
、
日
本
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の
取
る
べ
き
対
応
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

出
席
者　

69
名

石
光
輝
男
（
昭
21
）、
三
木
谷
節
子
、
小
川
光

生
（
29
経
）、
升
谷　

博
（
31
営
）、
朝
倉
榮
一

（
31
法
）、
鶴　

浩
一
（
32
経
）、
吉
田
昭
彦
（
32

営
）、
福
本
哲
也
、
髙
倉
俊
夫
、
安
中
一
雄
、

吉
田　

健
（
32
法
）、
四
谷　

實
、
石
原
謙
一
、

河
合
利
一
（
33
経
）、
森
清
晴
夫
（
33
営
）、
荷

宮
英
文
（
34
経
）、
野
々
垣
剛
、
曽
根　

準
、

高
﨑
正
弘
、
寺
井
洋
一
（
34
営
）、
宮
﨑
高
明
、

岡
村
二
郎
（
34
法
）、
井
上　

惇
（
35
法
）、
杉

田
文
夫
（
36
経
）、
柿　

聰
、
王
鞍　

功
（
36
営
）、

左
鴻
秋
義
（
37
経
）、
加
輪
上
敏
彦
（
37
営
）、

藤
原　

博
（
37
法
）、
青
山
徳
次
、
藤
田
宜
紀
、

鈴
木
雅
弐
（
38
経
）、
須
田　

巖
、
上
杉　

強

（
39
営
）、
新
垣
恒
則
（
40
営
）、
根
岸　

哲
（
40

法
）、
村
岡　

孝
（
41
経
）、
杉
原　

豊
（
42
経
）、

平
松
秀
則
、
松
尾　

享
、
吉
岡
伸
敏
、
小
山
哲

史
（
42
営
）、
長
谷
州
二
（
42
法
）、
今
村
文
繁

（
43
経
）、
松
重
君
予
（
43
法
修
）、
大
澤
一
敞

（
44
経
）、
長
谷
川
鐐
一
（
44
営
）、
野
口
紀
之
、

坂
井
信
也
、
進
藤
政
和
（
45
経
）、
安
藤
幹
雄

（
45
法
）、
一
木　

仁
（
46
経
）、
田
中
貴
俊
（
46

営
）、
嶋
谷　

健
（
47
経
）、
岩
佐
良
明
（
48
経
）、

飯
田
敏
康
（
48
営
）、
村
田
克
明
（
50
経
）、
高

士　

薫
（
50
法
）、
岸
本
晴
夫
（
52
営
）、
山
本

亮
三
（
53
営
）、
吉
岡
猛
逸
（
54
営
）、
森
地
高

文
（
56
営
）、
淺
井
良
昭
（
61
法
）、
赤
塚
宏
一

（
37
船
）、
森
岡
宏
次
（
41
工
修
）、
石
賀
暢
一

（
45
農
）、
浦
嶋
ま
さ
子
（
53
教
）、
平
田　

晃
（
ゲ

ス
ト
）、
福
田
優
也
（
法
３
年
）

　
　

▽
…
第
１
５
８
０
回
午
餐
会
…
△

と　

き　

11
月
13
日
（
水
）

と
こ
ろ　

湊
川
神
社
「
楠
公
会
館
」

講　

師　

一
般
財
団
法
人
神
戸
観
光
局

　
　
　
　

神
戸
フ
ィ
ル
ム
オ
フ
ィ
ス　

　
　
　
　

担
当
部
長　

松
下　

麻
理　

氏

演　

題　
「
神
戸
大
学
で
撮
影
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

映
画
・
ド
ラ
マ
」

講
師
略
歴

　

奈
良
市
生
ま

れ
。
神
戸
市
内

３
つ
の
ホ
テ
ル

で
の
勤
務
を
経

て
、
２
０
１
０

年
に
神
戸
市
が
初
め
て
公
募
し
た
広
報
専
門
官

に
就
任
。
２
０
１
３
年
か
ら
は
広
報
官
と
し
て

神
戸
市
の
広
報
を
担
う
。
２
０
１
５
年
か
ら
は

神
戸
フ
ィ
ル
ム
オ
フ
ィ
ス
に
て
、
映
像
作
品
の

誘
致
や
ロ
ケ
支
援
を
通
じ
て
神
戸
の
魅
力
発
信

を
行
っ
て
い
る
。

講
演
概
要

　

日
本
に
お
け
る
映
画
発
祥
の
地
で
あ
る
神
戸
。

21
世
紀
の
新
し
い
映
像
文
化
を
神
戸
か
ら
発
信

し
ま
す
。
神
戸
フ
ィ
ル
ム
オ
フ
ィ
ス
は
映
画
や

ド
ラ
マ
の
撮
影
を
誘
致
し
、
様
々
な
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

神
戸
大
学
は
映
像
制
作
者
が
撮
影
を
熱
望
す

る
人
気
の
ロ
ケ
地
。
神
戸
大
学
で
撮
影
さ
れ
た

さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
、
撮
影
時
の
こ
ぼ
れ
話
と

共
に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

出
席
者　

45
名

石
光
輝
男
（
昭
21
）、
三
木
谷
節
子
、
小
川
光

生
（
29
経
）、
升
谷　

博
（
31
営
）、
鶴　

浩
一

（
32
経
）、
髙
橋　

潔
、
吉
田
昭
彦
（
32
営
）、

福
本
哲
也
、
髙
倉
俊
夫
、
渡
辺
忠
男
、
安
中
一

雄
、
吉
田　

健
（
32
法
）、
石
原
謙
一
、
河
合

利
一
（
33
経
）、
森
清
晴
夫
（
33
営
）、
荷
宮
英

文
（
34
経
）、
曽
根　

準
、
寺
井
洋
一
（
34
営
）、

岡
村
二
郎
（
34
法
）、
井
上　

惇
（
35
法
）、
杉

田
文
夫
（
36
経
）、
柿　

聰
、
王
鞍　

功
（
36

営
）、
谷
田
光
彌
、
渡
邊
洋
司
（
37
営
）、
新
垣

恒
則（
40
営
）、
根
岸　

哲（
40
法
）、
村
岡　

孝
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（
41
経
）、
杉
原　

豊
（
42
経
）、
野
口
紀
之
、

坂
井
信
也
、
進
藤
政
和
（
45
経
）、
安
藤
幹

雄
（
45
法
）、
一
木　

仁
（
46
経
）、
瀬
野
鋼
太

郎
（
46
営
）、
嶋
谷　

健
（
47
経
）、
村
田
克
明

（
50
経
）、
岸
本
晴
夫
、
西
岡
慶
則
（
52
営
）、

若
狭
一
弘
（
55
経
）、
石
賀
暢
一
（
45
農
）、
谷

田
明
穂
、
平
田　

晃
、
子
安
奈
都
子
、
磯
辺
康

子
（
ゲ
ス
ト
）

（
村
田
克
明
）

□
愛
媛
県
□

　
　

▽
…
夏
の
同
窓
会
…
△

と　

き　

８
月
３
日
（
土
）

と
こ
ろ　

ネ
ス
ト
ホ
テ
ル
松
山

　
　
　
　
「
延
安
の
間
」

　

神
戸
大
学
校
友
会
愛
媛
県
支
部
と
し
て
は
第

１
回
と
な
る
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
と
申

し
ま
し
て
も
、
凌
霜
会
と
し
て
長
年
続
け
て
き

た
神
戸
大
学
同
窓
会
を
引
き
続
き
行
っ
て
、
内

容
的
に
は
旧
交
を
温
め
る
会
と
し
て
そ
の
伝
統

を
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

　

今
回
の
話
題
は
二
つ
。
一
つ
は
、
現
在
、
神

奈
川
県
に
在
住
の
加
藤
裕
朗
先
輩
（
昭
和
32
経
）

が
松
山
に
帰
省
さ
れ
、
久
し
振
り
に
愛
媛
県
支

部
の
同
窓
会
に
も
御
出
席
を
い
た
だ
い
た
こ
と
。

こ
れ
ま
で
も
開
催
日
に
併
せ
て
帰
省
の
日
を
調

整
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
も
そ
れ
が
叶
い
、

大
先
輩
の
お
話
を
お
伺
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
加
藤
章
先
輩
（
昭
47
農
）
が
、

松
山
市
に
隣
接
す
る
東
温
市
の
市
長
と
し
て
三

選
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
今
回
の
同
窓
会
出
席
は

叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
次
回
の
冬
の
同
窓
会

に
は
是
非
お
越
し
い
た
だ
い
て
、
抱
負
な
ど
お

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
有
り
難
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

出
席
者　

12
名

加
藤
裕
朗
（
昭
32
経
）、
滿
野　

光
（
38
工
）、

渡
部　

剛
（
44
経
）、
渡
部
浩
三
（
48
経
）、
村

上　

聖
（
48
工
）、
山
崎
芳
樹
（
49
法
）、
松
本

浩
伸
（
55
営
）、
宮
本　

徹
（
55
経
）、
越
智
和

彦
（
55
法
）、
大
西
亮
一
（
58
法
）、
藤
川
広
治

（
61
工
）、
佐
伯
典
昭
（
平
１
経
）（

越
智
和
彦
）

□
福　

　

岡
□

　
　

▽
…
令
和
６
年
家
族
会
…
△

と　

き　

10
月
25
日
（
金
）
午
後
６
時
〜

と
こ
ろ　

稚
加
栄

　

コ
ロ
ナ
明
け
後
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

家
族
会
を
参
加
者
14
名
で
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

家
族
会
と
い
っ
て
も
昔
は
、
子
供
、
孫
の
出

席
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
会
員
の
高
齢

化
に
よ
り
、
一
部
の
会
員
の
夫
人
が
出
席
さ
れ

る
会
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
昭
和
37
年
卒
の
西
川
實
氏
の
乾
杯

の
音
頭
で
開
宴
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
顔
を

合
わ
せ
る
方
も
多
く
、
じ
っ
く
り
と
話
し
込
ん

で
頂
こ
う
と
の
趣
旨
で
特
段
の
催
し
を
企
画
す

る
こ
と
も
な
く
楽
し
い
２
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
回
初
参
加
の
昭
和
40
年
卒
原
猛

氏
、
昭
和
53
年
卒
川
野
正
裕
氏
の
リ
ー
ド
で
「
商

神
」
を
大
合
唱
し
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

出
席
者　

14
名

西
川　

實
（
昭
37
）、
原　

猛
（
昭
40
）、
小
森

俊
介
（
昭
43
）、
白
石
信
子
、
竹
崎
敏
和
（
昭

46
）、
同
夫
人
、
小
澤
良
一
（
昭
51
）、
同
夫
人
、

藤
下　

博
（
昭
52
）、
同
夫
人
、
漆
間
道
宏
（
昭

52
）、
川
野
正
裕
（
昭
53
）、
平
井
義
人
（
昭
54
）、

日
下
健
太
（
平
４
）

（
経
・
藤
下　

博
）
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藤
蔭
四
の
会
（
藤
井
茂
ゼ
ミ
新
制
４
回
）

と　

き　

令
和
６
年
５
月
24
日
（
金
）

と
こ
ろ　

六
甲
台

　
　
　
　

レ
ス
ト
ラ
ン
「
さ
く
ら
」

　
　
　
　

社
会
科
学
系
図
書
館
、
他

　

毎
年
５
月
に
京
都
、
大
阪
等
で
集
ま
っ
て
き

た
が
、
今
年
は
初
め
て
母
校
で
開
催
。
全
員
が

満
90
歳
超
と
な
り
、
出
席
は
６
名
の
み
（
含
、

家
族
３
名
）。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
「
さ
く
ら
」
に
て
昼
会
食
・
懇

談
の
後
、
図
書
館
に
て
大
先
輩
・
中
山
正
實
画

伯
の
壁
画
「
青
春
」
他
を
鑑
賞
。
出
光
佐
三
記

念
六
甲
台
講
堂
は
都
合
に
よ
り
入
れ
な
か
っ
た
。

　

思
い
出
の
キ
ャ
ン
パ
ス
棟
、
黒
松
、
楠
木
な

ど
年
季
の
入
っ
た
佇
ま
い
な
ど
を
堪
能
し
て
散

会
。

参
加
者

東
谷　

晟
、
福
永
幸
雄
、
酒
井
國
男

家
族

東
谷
勢
津
子
、
柴
田
敦
子
、
西
川
和
子
（
故
、

西
川
明
氏
の
夫
人
、
藤
井
教
授
の
ご
息
女
、
横

浜
在
住
、
毎
年
参
加
）

（
酒
井
國
男
）

　
　

幸
ゼ
ミ
（
新
野
ゼ
ミ
）

　
　

▽
…
２
０
２
４
年
度
総
会
…
△

と　

き　

９
月
22
日
（
日
）

と
こ
ろ　

六
甲
台
ア
カ
デ
ミ
ア
館

　

こ
れ
ま
で
年
１
回
ほ
ぼ
こ
の
時
期
に
開
催
し

て
い
ま
し
た
が
、
２
０
２
０
年
12
月
に
新
野
幸

次
郎
先
生
が
ご
逝
去
な
さ
れ
て
以
降
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
流
行
も
あ
り
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
幸

ゼ
ミ
会
員
の
再
開
へ
の
強
い
希
望
も
あ
り
、
昨

年
度
に
続
い
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
当
日

は
朝
か
ら
雨
模
様
の
１
日
で
し
た
が
、
ゼ
ミ
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
31
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
は
こ
れ
ま
で
通
り
、
第
１
部
と
し
て
背

広
ゼ
ミ
を
ア
カ
デ
ミ
ア
館
３
階
の
「
さ
く
ら
」

で
行
い
、
僭
越
な
が
ら
、
筆
者
が
最
近
の
様
々

な
マ
ク
ロ
デ
ー
タ
を
使
い
な
が
ら
主
と
し
て
２

０
１
０
年
代
の
日
本
経
済
の
状
況
に
つ
い
て
話

題
提
供
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

参
加
者
と
一
緒
に
今
後
の
日
本
経
済
の
在
り
方

等
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
、
大
変

有
意
義
な
背
広
ゼ
ミ
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
懇
親
会
は
同
じ
く
ア
カ
デ
ミ
ア
館

３
階
の
「
さ
く
ら
」
で
行
い
、
最
初
に
和
田
義

次
会
長
（
14
回
生
）
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

そ
の
後
、
会
長
の
ご
発
声
に
よ
る
乾
杯
が
あ
り

ま
し
た
。
出
席
者
は
、
お
互
い
歓
談
し
あ
っ
た

あ
と
参
加
者
の
近
況
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
現
在
の
仕
事
内
容
や
過
ご
し
方
、

さ
ら
に
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
趣
味
の
実
践
な
ど
ユ

ー
モ
ア
を
交
え
て
報
告
が
あ
り
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
参
加
者
が
記
念
撮
影
を
行
い
、
今

年
度
の
幸
ゼ
ミ
総
会
は
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者

14
回
生
（
昭
41
）
…
和
田
義
次

15
回
生
（
昭
42
）
…
小
野
村
敏
文
、
片
山
誠
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　

前
田
武
文
、
森
口
康
徳

19
回
生
（
昭
46
）
…
前
田
隆
夫

21
回
生
（
昭
48
）
…
田
中
康
秀

22
回
生
（
昭
49
）
…
高
谷
晋
介
、
滝
本　

学
、

　
　
　
　
　
　
　
　

正
岡
茂
明
、
枡
井
俊
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　

森　

嘉
彦

23
回
生
（
昭
50
）
…
大
東
辰
雄

つどい
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Ⅱ

－

23
回
生
（
昭
51
）
…
嘉
村
勝
行

25
回
生
（
昭
52
）
…
山
本
浩
司

26
回
生
（
昭
53
）
…
片
木
茂
久

27
回
生
（
昭
54
）
…
蔭
山
秀
一
、
畠
山
恭
子
、

　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
修
一
、
山
田
幸
三

28
回
生
（
昭
55
）
…
石
井　

昇
、
上
田
真
造
、

　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
博
史
、
村
上
尚
典

31
回
生
（
昭
58
）
…
中
西
博
人

32
回
生
（
昭
59
）
…
川
口
浩
司
、
原　

秀
樹

33
回
生
（
昭
60
）
…
田
渕
信
也
、
村
島
明
成

34
回
生
（
昭
61
）
…
新
籾
完
志
、
長
澤
幸
一

（
田
中
康
秀
）

　
　

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
関
西
Ｏ
Ｂ
会

　
　

▽
…
５
年
ぶ
り
第
38
回
…
△

と　

き　

９
月
21
日
（
土
）

と
こ
ろ　

神
戸
大
学
大
阪
ク
ラ
ブ

　

２
０
１
９
年
９
月
に
開
催
し
て
か
ら
、
実
に

５
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の

影
響
も
あ
り
や
っ
と
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
現
役
の
２
名
を
含
め
、
35
名

が
集
ま
り
12
時
半
開
会
。

　

浅
野
洋
さ
ん
（
30
営
）
差
し
入
れ
の
シ
ャ
ン

パ
ン
で
の
乾
杯
で
会
は
始
ま
り
ま
し
た
。
初
参

加
の
岩
瀬
芳
則
さ
ん
（
53
経
）、
望
月
薫
博
さ

ん
（
57
営
）、
吾
妻
信
章
さ
ん
（
57
営
）
か
ら

の
挨
拶
の
後
、
現
役
生
参
加
の
米
谷
和
真
さ
ん

（
工
４
年
）、
小
西
玄
基
さ
ん
（
海
１
年
）
か
ら

現
役
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
状
況
、
寄
付
の
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
。

　

現
状
の
グ
リ
ー
の
厳
し
い
状
況
（
現
在
６
名
）

や
、
そ
の
中
で
も
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
、
グ
リ
ー
の
灯
を
と
も
し
続
け
て
い
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
新
入
団
員
を
確
保

し
て
、
少
し
で
も
増
や
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
井
上
和
雄
さ
ん
（
38
経
）、
阪
上

公
博
さ
ん
（
60
工
）、
岩
瀬
芳
則
さ
ん
（
53
経
）

が
順
に
い
つ
も
の
愛
唱
曲
を
指
揮
し
て
、
参

加
者
全
員
で
合
唱
し
ま
し
た
。
愛
唱
曲
は
、

「
希
望
の
島
」、「Standchen

」、「Song of 

Soldiers
」、「U

boy

」、「
秋
の
ピ
エ
ロ
」、「
商

神
」
そ
し
て
「
遥
か
な
る
友
に
」
で
し
た
。
久

し
ぶ
り
の
合
唱
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
元
気
い
っ

ぱ
い
の
歌
声
が
ホ
ー
ル
に
響
き
わ
た
っ
て
い
ま

し
た
。

　

六
甲
男
声
合
唱
団
員
の
参
加
は
13
名
と
多
く
、

本
年
12
月
７
日
の
70
周
年
記
念
定
期
演
奏
会
の

案
内
を
し
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
９
月
の
第
一
土
曜
日
（
６
日
）
に

12
時
半
か
ら
開
催
し
ま
す
。

参
加
者

浅
野　

洋
（
30
営
）、
大
谷　

遷
（
31
理
）、
丹

下
豊
吉
（
32
工
）、
寺
井
洋
一
（
34
営
）、
加
輪

上
敏
彦
（
37
営
）、
桐
ヶ
窪
卓
（
37
経
）、
井
上

和
雄
（
38
経
）、
加
藤
雅
夫
（
39
法
）、
川
島
国

暉
（
42
経
）、
丹
下
良
祐
（
44
営
）、
的
場
元
信

（
44
営
）、三
木
研
司（
44
経
）、岡
田
登
史
彦（
45

営
）、
徳
重
光
彦
（
45
営
）、
前
田
豊
治
（
45
経
）、

奥
村　

隆
（
46
営
）、
永
井
哲
郎
（
47
営
）、
上

田　

孝
（
50
経
）、
板
敷　

勝
（
52
経
）、
丸
山

文
雄
（
52
経
）、
苗
田
英
彦
（
52
工
）、
金
平
哲

也
（
53
経
）、
岩
瀬
芳
則
（
53
経
）、
北
条　

淳

（
53
経
）、
西
本
憲
生
（
53
工
）、
松
尾
誠
司
（
55

経
）、
樋
口
荘
一
郎
（
56
営
）、
望
月
薫
博
（
57

営
）、
吾
妻
信
章
（
57
営
）、
濱
田　

輝
（
59
法
）、

柏
木
将
男
（
59
法
）、
村
田
一
朗
（
59
教
）、
阪

上
公
博
（
60
工
）、
米
谷
和
真
（
工
４
年
）、
小

西
玄
基
（
海
１
年
）

（
永
井
哲
郎
）

　
　

宝
生
流
謡
会

　
　

▽
…
東
京
地
区
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
例
会
…
△

と　

き　

10
月
17
日
（
木
）
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と
こ
ろ　

東
京
六
甲
ク
ラ
ブ

　

毎
年
恒
例
の
東
京
地
区
神
戸
大
学
宝
生
会
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
を
開
催
。「
紅
葉
狩
」「
船
弁
慶
」

の
２
曲
を
往
年
と
遜
色
の
な
い
元
気
い
っ
ぱ
い

の
声
で
謡
い
ま
し
た
。

　

今
日
の
謡
会
の
た
め
に
遥
々
神
戸
か
ら
２
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
伊
東
静
夫
師
範
と
一

緒
に
若
手
代
表
と
し
て
神
戸
本
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

会
の
藤
森
会
長
が
参
加
、
高
齢
化
の
進
む
東
京

地
区
宝
生
会
に
と
っ
て
は
明
る
い
材
料
の
一
つ

に
な
り
ま
し
た
。

　

出
席
メ
ン
バ
ー
各
人
の
近
況
報
告
と
宝
生
流

関
連
情
報
の
交
換
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
老

境
に
あ
っ
て
能
楽
の
世
界
に
心
酔
し
て
い
る
人
、

能
楽
か
ら
離
れ
て
本
人
や
家
族
の
健
康
、
子
供

の
教
育
問
題
等
々
こ
れ
ま
で
長
期
に
亘
る
苦
闘

を
よ
う
や
く
脱
し
て
心
の
安
寧
が
訪
れ
た
こ
と

を
し
み
じ
み
述
懐
す
る
人
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
悲

喜
交
々
の
人
生
航
路
を
歩
ん
で
来
た
頼
も
し
い

仲
間
達
で
す
。

　

来
年
５
月
に
は
、
神
戸
大
学
宝
生
会
（
神
戸

大
学
宝
生
流
能
学
部
）
再
興
10
周
年
記
念
の
大

会
が
神
戸
で
企
画
中
と
か
で
、
当
地
区
か
ら
の

参
加
希
望
も
あ
り
本
部
神
戸
と
の
連
携
を
強
め

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

若
手
の
活
躍
の
期
待
を
込
め
、
来
年
の
開
催

を
約
し
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

出
席
者　

７
名

井
上
良
三
（
昭
41
経
）、
伊
東
静
夫
（
昭
42
経
）、

和
田　

博
（
昭
43
経
）、
古
賀
正
明
（
昭
45
営
）、

上
田
安
子
（
昭
46
文
）、
徳
井
久
義
（
昭
47
経
）、

藤
森
丈
太
郎
（
令
２
経
）

（
井
上
良
三
）

　
　

東
京
六
甲
ク
ラ
ブ
囲
碁
会

　
　

神
戸
Ｋ
Ｕ
Ｃ
囲
碁
ク
ラ
ブ

　
　

▽
…
箱
根
囲
碁
研
修
会
…
△

と　

き　

11
月
20
日
〜
21
日

と
こ
ろ　

箱
根
仙
谷
原

　
　
　
　

ホ
テ
ル
花
月
園

　

新
装
な
っ
た
小
田
原
駅
前
の
新
城
下
町
は
、

郷
土
の
偉
人
と
い
わ
れ
る
二
宮
金
次
郎
夫
妻
の

銅
像
も
置
か
れ
、
ブ
ー
ム
タ
ウ
ン
化
し
て
い
て

外
人
観
光
客
も
大
勢
で
大
変
な
賑
わ
い
。
そ
の

駅
前
の
北
条
早
雲
の
像
か
ら
、
バ
ス
で
１
時
間

足
ら
ず
で
花
月
園
に
つ
い
た
。
紅
葉
に
は
少
し

早
い
が
濃
い
緑
の
谷
間
か
ら
は
霧
が
沸
き
、
白

銀
輝
く
富
士
山
も
望
め
る
景
勝
の
地
で
、
調
度

も
整
っ
て
い
る
こ
の
花
月
園
で
は
古
く
か
ら
囲

碁
、
将
棋
の
タ
イ
ト
ル
戦
が
行
わ
れ
て
い
て
、

最
近
で
は
こ
の
10
月
22
日
〜
23
日
に
柴
野
虎
丸

と
一
力
遼
の
囲
碁
名
人
戦
の
第
５
局
が
打
た
れ

た
ば
か
り
。

　

メ
ン
バ
ー
は
東
京
六
甲
ク
ラ
ブ
10
名
、
神
戸

Ｋ
Ｕ
Ｃ
４
名
、
技
術
師
会
５
名
の
19
名
で
、
棋

力
に
応
じ
て
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
３
ク
ラ
ス
に
分
か

れ
て
対
局
し
た
。

　

Ａ
級
優
勝
は
斉
藤
紀
明
さ
ん
（
東
京
六
甲
・

昭
47
）、
Ｂ
級
優
勝
は
河
辺
弘
さ
ん
（
東
京
六

甲
・
昭
34
）、
Ｃ
級
優
勝
は
木
戸
健
二
さ
ん
（
神

戸
Ｋ
Ｕ
Ｃ
・
昭
48
）
の
結
果
に
な
っ
た
。
例
年

の
こ
と
な
が
ら
東
京
六
甲
ク
ラ
ブ
の
担
当
者
の

行
き
届
い
た
配
慮
で
、
今
年
も
仙
境
に
遊
ぶ
２

日
間
を
満
喫
で
き
た
。

　

碁
は
、
手
談
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
盤
上
で
の

会
話
で
あ
る
が
、
盤
外
で
の
会
話
も
楽
し
い
。

元
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
紅
一
点
の
川
村

麻
紗
子
さ
ん
は
、
有
段
者
で
日
本
棋
院
の
普
及

指
導
員
、
全
碁
協
広
報
委
員
長
を
務
め
ら
れ
、

ほ
か
に
も
各
種
囲
碁
大
会
を
主
催
す
る
な
ど
囲

碁
の
普
及
に
大
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
全

員
の
写
真
の
撮
影
を
さ
れ
て
い
る
川
本
晃
生
さ

ん
は
90
歳
を
超
え
て
な
お
世
界
の
ス
ポ
ー
ツ
観

戦
に
も
関
心
が
あ
り
、
今
年
は
ア
メ
リ
カ
西
海
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岸
に
大
谷
翔
平
を
、
東
海
岸
に
テ
ニ
ス
の
新
星

コ
コ
・
ガ
ウ
フ
を
観
戦
に
行
か
れ
た
。
夕
食
の

歓
談
の
中
で
は
、
内
部
告
発
文
書
に
端
を
発
し

た
兵
庫
県
知
事
の
不
信
任
議
決
と
17
日
に
行
わ

れ
た
選
挙
結
果
も
話
題
に
な
っ
た
。

　

東
京
六
甲
ク
ラ
ブ
囲
碁
会
は
毎
月
第
２
金
曜

日
・
第
４
金
曜
日
に
、
神
戸
Ｋ
Ｕ
Ｃ
囲
碁
ク
ラ

ブ
は
毎
月
第
４
金
曜
日
に
中
央
区
諏
訪
山
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
元
町
駅
北
徒
歩
７
分
）
で
例

会
を
開
催
し
て
お
り
、
棋
力
を
問
わ
ず
新
規
加

入
者
を
歓
迎
し
て
い
る
。（

34
法
・
岡
村
二
郎
）

　
　

水
霜
談
話
会

　
　

▽
…
第
６
３
５
回
例
会
…
△

と　

き　

９
月
12
日
（
木
）
正
午
〜

と
こ
ろ　

如
水
会
館

講　

師　

神
戸
大
学
先
端
膜
工
学
研
究

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
長

　
　
　
　

教
授　

松
山　

秀
人　

氏

演　

題　
「
地
球
環
境
問
題
（
水
不
足
、
温
暖
化
）

の
解
決
に
貢
献
す
る
膜
技
術
」

如
水
会
参
加
者

峯
岸　

準
一
（
昭
40
）　

乃
村　

　

晃
（
昭
40
）

神
田　

芳
雄
（
昭
41
）　

鵜
澤　

　

静
（
昭
44
）

倉
澤　

　

亨
（
昭
45
）　

渡
邊　

　

彰
（
昭
46
）

上
田　

幸
伺
（
昭
46
）　

三
善　

信
明
（
昭
47
）

大
井　

　

篤
（
昭
48
）　

網
屋　

伸
介
（
昭
56
）

佐
藤　

文
男
（
昭
59
）

凌
霜
会
参
加
者

宮
崎　

徹
夫
（
昭
40
）　

田
邉　

弘
幸
（
昭
43
）

松
田　

　

武
（
昭
43
）　

道
野　

　

徹
（
昭
46
）

内
田　

健
温
（
昭
51
）　

松
平　

正
久
（
昭
52
）

田
中　

秀
一
（
昭
55
）　

田
中　

幸
一
（
昭
55
）

北
野　

幸
広
（
昭
55
）　

鶴
原　

　

誠
（
昭
57
）

（
経
・
道
野　

徹
）

　
　

大
阪
凌
霜
短
歌
会

□
第
３
９
３
回
（
９
月
９
日
）

と
こ
ろ　

大
阪
凌
霜
ク
ラ
ブ

出
詠
者　

11
名

老
松
の
厳
た
る
幹
に
れ
い
し
の
葉

巻
き
つ
き
い
ぼ
い
ぼ
青
き
実
を
下
ぐ

昭
30
営　

宮
本　

靖
彦

偶
々
に
水
の
惑
星
に
九
十
年

何
を
あ
く
せ
く
思
い
煩
う昭

30
経　

黒
田　

守
彦

地
を
擦
ら
ん
ば
か
り
に
往
き
来
す
る
つ
ば
め

虫
湧
く
夕
べ
餌
採
り
忙
し昭

34
法　

加
藤　

高
明

酷
暑
下
に
息
を
ひ
そ
め
し
庭
の
蚊
は

盆
明
け
涼
め
ば
一
気
に
攻
め
来
る

昭
41
経　

林　
　

耕
作

淀
屋
は
ん
道
頓
は
ん
と
く
ら
ぶ
れ
ば

松
下
は
ん
は
少
し
小
さ
い　

　
　

田
土　

成
彦

変
ら
な
い
幼
な
じ
み
の
声

さ
れ
ど
会
う
を
た
め
ら
う
八
十
路
す
ぎ
れ
ば

田
土　

才
恵

□
第
３
９
４
回
（
10
月
21
日
）

と
こ
ろ　

大
阪
凌
霜
ク
ラ
ブ

出
席
者　

11
名

行
き
暮
れ
の
予
期
せ
ぬ
暗
さ
と
こ
の
寒
さ

帰
っ
て
来
た
ね
浪
速
の
秋
が

昭
30
営　

宮
本　

靖
彦

会
い
た
い
と
千
葉
よ
り
癌
の
姉
来
た
り

京
で
食
事
す
妹
も
呼
び

昭
30
経　

黒
田　

守
彦

夏
枯
れ
の
野
辺
に
鮮
や
か
紅
い
花

十
日
遅
れ
の
彼
岸
花
咲
く昭

34
法　

加
藤　

高
明

「
う
め
き
た
」
に
芝
と
噴
水
現
れ
て

よ
そ
行
き
児
童
が
濡
れ
は
し
ゃ
ぎ
お
り
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昭
41
経　

林　
　

耕
作

そ
の
五
分
何
な
ん
だ
ら
う
バ
ス
の
来
る
方
を

眺
め
て
バ
ス
待
つ
時
間　

　
　
　

田
土　

成
彦

ひ
た
む
き
に
歩
み
し
茶
道
覚
え
た
る

大
徳
寺
納
豆
そ
の
し
ょ
っ
ぱ
さ
も

田
土　

才
恵

（
黒
田
守
彦
）

　
　

東
京
凌
霜
俳
句
会

　
　

▽
…
８
月
例
会
（
６
５
８
回
）
…
△

　

第
49
回
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
句
会
を
行
っ
た
。

出
句
・
選
句
者
は
６
名
。
リ
ア
ル
句
会
出
席
者

は
４
名
。

　

今
回
の
自
選
句
は
次
の
と
お
り
。

夏
蝶
の
修
羅
の
ご
と
く
に
翻
る

昭
32
営　

大
隅　

徳
保

監
督
の
声
ま
で
日
焼
け
し
て
を
り
ぬ

昭
36
法　

福
島　

有
恒

秋
立
つ
や
噛
み
し
め
て
飲
む
井
戸
の
水

昭
41
工　

宗
村　

俊
明

棚
経
に
向
か
う
僧
侶
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

昭
42
文　

稲
葉
小
宇
天

金
木
犀
父
の
遺
せ
し
墨
を
す
る

昭
46
農　

星
川　

白
行

み
ん
み
ん
の
躯
き
ら
り
と
路
の
上

昭
46
経　

橋
爪　

耕
読

　

熊
野
ひ
ろ
し
さ
ん
か
ら
今
年
３
月
以
来
の
投

句
が
あ
り
ま
し
た
が
、
締
め
切
り
期
限
に
間
に

合
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
そ
の
う
ち
の
一
句

を
掲
載
し
ま
す
。

風
の
盆
母
に
は
判
る
笠
の
中

昭
30
経　

熊
野
ひ
ろ
し

　
　

▽
…
９
月
例
会
（
６
５
９
回
）
…
△

　

第
50
回
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
句
会
を
行
っ
た
。

出
句
・
選
句
者
は
６
名
。
リ
ア
ル
句
会
出
席
者

は
４
名
。

　

今
回
の
自
選
句
は
次
の
と
お
り
。

鳥
獣
の
戯
画
出
て
遊
ぶ
秋
の
月

昭
32
営　

大
隅　

徳
保

誰
も
居
ぬ
池
は
蜻
蛉
の
交
差
点

昭
36
法　

福
島　

有
恒

池
塘
ゆ
く
風
の
き
ら
め
き
草
紅
葉

昭
41
工　

宗
村　

俊
明

送
電
塔
目
印
に
し
て
墓
参
り

昭
42
文　

稲
葉
小
宇
天

と
り
ど
り
に
色
づ
く
風
や
山
装
ふ

昭
46
農　

星
川　

白
行

鉄
棒
に
体
揺
す
れ
ば
秋
の
風

昭
46
経　

橋
爪　

耕
読

　
　

▽
…
10
月
例
会
（
６
６
０
回
）
…
△

　

第
51
回
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
句
会
を
行
っ
た
。

投
句
・
選
句
者
は
６
名
。
リ
ア
ル
句
会
出
席
者

は
４
名
。

　

今
回
の
自
選
句
は
次
の
と
お
り
。

絵
硝
子
の
十
二
使
徒
像
小
鳥
来
る

昭
32
営　

大
隅　

徳
保

吾
亦
紅
あ
る
と
も
見
え
ぬ
風
に
揺
れ

昭
36
法　

福
島　

有
恒

出
格
子
に
映
ゆ
る
日
差
し
や
秋
の
水

昭
41
工　

宗
村　

俊
明

鶏
頭
を
植
え
た
る
庭
に
軍
鶏
の
籠

昭
42
文　

稲
葉
小
宇
天

ざ
わ
め
き
を
越
え
て
秋
風
上
高
地

昭
46
農　

星
川　

白
行

幼
稚
園
門
の
表
示
は
「
う
ん
ど
う
か
い
」

昭
46
経　

橋
爪　

耕
読

（
経
·
橋
爪
信
篤
）

　
　

大
阪
凌
霜
俳
句
会

　
　

▽
…
９
月
（
第
４
９
０
回
）
例
会
…
△

と　

き　

９
月
30
日
（
月
）
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と
こ
ろ　

大
阪
凌
霜
ク
ラ
ブ

出
席
者
５
名
。
各
自
の
自
選
句
は
次
の
通
り
。

秋
暑
し
地
震
大
雨
能
登
半
島昭

32　

山
際
美
代
子

十
六
夜
の
月
に
控
へ
の
雲
の
舟

昭
36　

石
井
の
ぼ
る

雀
き
て
鳩
き
て
水
を
原
爆
忌昭

39　

新
谷　

壯
夫

熱
帯
夜
鳴
い
て
よ
い
か
と
秋
の
虫

昭
44　

八
十
嶋
敦
子

一
頭
に
出
合
ふ
頂
渡
り
蝶

昭
46　

石
原
真
紀
子

　
　

▽
…
10
月
（
第
４
９
１
回
）
例
会
…
△

と　

き　

10
月
28
日
（
月
）

と
こ
ろ　

大
阪
凌
霜
ク
ラ
ブ

　

出
席
者
４
名
。
各
自
の
自
選
句
は
次
の
通
り
。

不
許
の
門
な
れ
ど
も
灘
の
新
酒
な
ら

昭
36　

石
井
の
ぼ
る

通
草
の
実
ム
ン
ク
の
叫
び
見
え
て
き
し

昭
39　

新
谷　

壯
夫

閑
か
さ
の
極
ま
り
に
鳴
る
添
水
か
な

昭
40　

吉
本
隆
太
郎

フ
ラ
ン
ス
語
の
声
の
降
り
た
る
松
手
入

昭
46　

石
原
真
紀
子

　
　

▽
…
11
月
（
第
４
９
２
回
）
例
会
…
△

と　

き　

11
月
25
日
（
月
）

　

今
月
は
晩
秋
の
吟
行
を
実
施
。
大
川
・
中
之

島
ク
ル
ー
ズ
の
後
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
オ
タ
ニ

で
ラ
ン
チ
。
引
き
続
き
句
会
を
行
っ
た
。

　

出
席
者
は
７
名
。各
自
の
自
選
句
は
次
の
通
り
。

ク
ル
ー
ズ
や
こ
れ
は
こ
れ
は
と
秋
陽
中　

　

昭
32　

山
際　

み
こ

浮
鳥
の
目
線
に
現
れ
て
天
守
閣

昭
33　

伊
達　

雅
和

紅
葉
の
真
只
中
に
大
阪
城

昭
36　

石
井
の
ぼ
る

橋
い
く
つ
潜
り
て
出
遭
ふ
城
小
春

昭
39　

新
谷　

壯
夫

牡
蠣
舟
の
昭
和
を
醸
す
ビ
ル
狭
間

昭
40　

吉
本
隆
太
郎

冬
暖
か
春
風
馬
堤
の
橋
く
ぐ
る

昭
44　

八
十
嶋
敦
子

手
振
り
あ
ふ
八
軒
家
浜
冬
ぬ
く
し

昭
46　

石
原
真
紀
子

（
経
・
新
谷
壯
夫
）

　
　

凌
霜
川
柳
ク
ラ
ブ

　
　

▽
…
10
月
句
会
…
△

投
句
者　

８
名
（
投
句
者
間
の
互
選
で
進
行
）

　

宿
題
「
揺
ら
ぐ
」

五
点
句

朝
決
め
た
禁
酒
禁
煙
揺
ら
ぐ
宵

昭
34
経　

大
原
八
十
八

幾
た
び
か
揺
ら
ぎ
な
が
ら
も
ダ
イ
ヤ
婚

昭
34
営　

井
上　

　

朗

友
逝
き
て
自
信
が
揺
ら
ぐ
我
が
体

昭
52
営　

奥
村　

昌
彦

三
点
句

米
不
足
揺
れ
る
稲
穂
に
頭こ

う
べ垂

れ

ど
ち
ら
か
な
「
揺
れ
る
」「
揺
ら
す
」
恋
心

平
16
法　

上
羽　

利
明

二
点
句

金
メ
ダ
ル
取
る
ま
で
心
揺
る
が
な
い

昭
44
経　

三
谷　

史
生

１
０
０
年
で
築
い
た
聖
地
揺
る
ぎ
な
し

昭
52
営　

奥
村　

昌
彦

Ａ
Ｉ
を
揺
ら
ぐ
心
で
使
っ
て
る

平
９
経　

伏
木
真
理
子

一
点
句

良
く
ぞ
生
き
そ
れ
で
も
揺
ら
ぐ
老
い
心
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昭
34
営　

渡
辺
仁
太
郎

揺
る
ぎ
な
い
決
意
を
語
る
各
候
補

昭
34
経　

大
原
八
十
八

天
辺
に
昇
る
と
揺
ら
ぐ
主
義
主
張

昭
34
営　

井
上　

　

朗

揺
ら
ぐ
州
大
統
領
の
首
決
め
る

昭
44
経　

三
谷　

史
生

買
い
も
ん
に
行
け
ば
誘
惑
一
升
瓶　

昭
62
農　

藤
井　

貞
雄

　

宿
題
「
時
事
川
柳
を
テ
ー
マ
に
」

六
点
句

目
に
は
目
を
い
つ
ま
で
続
く
殺
し
合
い

昭
34
営　

渡
辺
仁
太
郎

五
点
句

神
様
よ
酷
い
じ
ゃ
な
い
か
能
登
豪
雨

昭
34
営　

井
上　

　

朗

四
点
句

恐
ろ
し
や
ポ
ケ
ベ
ル
ま
で
も
殺
人
器

昭
34
営　

渡
辺
仁
太
郎

ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
が
不
人
気
振
り
に
涙
す
る

昭
44
経　

三
谷　

史
生

三
点
句

ナ
マ
ズ
で
す
南
海
ト
ラ
フ
予
知
し
ま
す

昭
44
経　

三
谷　

史
生

総
裁
も
知
事
も
民
意
を
外
に
置
き

昭
52
営　

奥
村　

昌
彦

歳
聞
か
れ
ア
ラ
ン
ド
ロ
ン
と
同
い
年

昭
34
経　

大
原
八
十
八

つ
い
に
く
る
定
形
郵
便
百
円
台

平
９
経　

伏
木
真
理
子

一
点
句

決
戦
投
票
改
革
の
声
消
え
て
い
く

昭
34
経　

大
原
八
十
八

北
中
露
高
み
の
見
物
米
選
挙

昭
52
営　

奥
村　

昌
彦

県
産
品
蟹
蠣
玉
葱
酒
と
知
事

昭
62
農　

藤
井　

貞
雄

兵
庫
知
事
あ
れ
で
は
嫁
も
大
変
だ

平
16
法　

上
羽　

利
明

ト
ラ
ン
プ
か
打
つ
手
を
模
索
経
営
者

平
９
経　

伏
木
真
理
子

　

次
回
は
令
和
７
年
１
月
、
宿
題
「
選
ぶ
」
で

２
句
、「
時
事
川
柳
」
で
２
句
。
１
月
10
日
（
金
）

ま
で
に
メ
ー
ル
で
大
平
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

M
ail : k.ohira2382@

raum
s.jp　

　

川
柳
で
「
憂
さ
晴
ら
し
」
や
「
心
の
ゆ
と
り
」

を
持
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

（
凌
霜
川
柳
ク
ラ
ブ
事
務
局　

大
平
賀
寿
子
）

　
　
神
戸
大
学
ニ
ュ
ー
ス
ネ
ッ
ト
委
員
会
Ｏ
Ｂ
会

　

１
月
17
日
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年

を
迎
え
る
の
を
前
に
、
学
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

企
画
展
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

社
会
科
学
系
図
書
館
は
、
所
蔵
資
料
を
中
心

と
し
た
写
真
や
地
図
な
ど
で
紹
介
す
る
資
料
展

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
30
年　

あ
の
日
の
神
戸

―
記
憶
の
継
承
―
」
を
、
本
館
２
階
展
示
ホ
ー

ル
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
震
災
当
時
の
被
災
状

況
や
街
の
様
子
と
30
年
後
の
復
興
を
遂
げ
た
現

在
の
様
子
と
と
も
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
入
場

無
料
で
、
２
月
３
日
（
月
）
ま
で
。

　

ま
た
大
学
文
書
史
料
室
は
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
犠
牲
と
な
っ
た
神
戸
大
生
・
教
職
員
を

紹
介
す
る
特
別
展
「
１
９
９
５
．
１
．
１
７
―

神
戸
大
学
震
災
犠
牲
者
の
追
憶
―
」
を
神
戸
大

百
年
記
念
館
１
階
展
示
ホ
ー
ル
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
入
場
無
料
、
１
月
31
日
（
金
）
ま
で
。

　

ニ
ュ
ー
ス
ネ
ッ
ト
委
員
会
も
、
六
甲
や
深
江

周
辺
の
被
災
し
た
街
を
記
録
し
た
パ
ネ
ル
写
真

展
「
あ
の
日
、
壊
れ
た
街　

六
甲
道
・
深
江
・

三
宮
…
」
を
開
催
。
神
戸
大
鶴
甲
第
１
キ
ャ
ン

パ
ス
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
」
に
続
い
て
、

１
月
31
日
（
金
）
ま
で
百
年
記
念
館
１
階
展
示
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ホ
ー
ル
に
会
場
を
移
し
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
12
日
、
学
長
選
考
・
監
察
会
議
の
結
果
、

藤
澤
正
人
・
現
学
長
が
次
期
学
長
予
定
者
に
決

定
し
ま
し
た
。
２
期
目
の
任
期
は
２
０
２
５
年

４
月
１
日
か
ら
２
０
２
７
年
３
月
31
日
ま
で
。

今
回
の
学
長
選
は
同
氏
と
國
部
克
彦
・
経
営
学

研
究
科
長
が
立
候
補
し
て
い
ま
し
た
。
藤
澤
学

長
は
、
１
９
８
４
年
に
神
戸
大
医
学
部
卒
。

　

神
戸
大
ニ
ュ
ー
ス
ネ
ッ
ト
委
員
会
が
配
信
し

た
、
８
月
中
旬
か
ら
11
月
中
旬
の
ニ
ュ
ー
ス
の

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
を
お
届
け
し
ま
す
。
詳
し
い
ニ

ュ
ー
ス
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://kobe-u-

new
snet.com

 

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

◎
山
野
ジ
ャ
ズ
コ
ン　

マ
ソ
ッ
ク
は
13
位
、
古

川
千
鶴
さ
ん
に
ソ
リ
ス
ト
賞
〜
８
月
18
日

◎
は
ち
の
巣
座
が
新
人
公
演
「
い
つ
ま
で
も
君

を
」
〜
８
月
24
日

◎
学
長
選
・
最
終
候
補
者
の
所
信
表
明
と
面
接

映
像
公
開
〜
８
月
30
日

◎
硬
式
野
球
部
、
秋
季
開
幕
２
連
勝　

１
部
復

帰
向
け
好
発
進
〜
９
月
５
日

◎
30
回
目
の
灘
チ
ャ
レ
ン
ジ　

学
生
と
地
域
が

１
・
１
７
伝
え
る
〜
９
月
15
日

◎
神
大
ラ
リ
ー
豊
岡
市
で　

自
動
車
部
主
催
〜

９
月
15
日

◎
ニ
ュ
ー
ス
ネ
ッ
ト
が
夏
合
宿　

震
災
30
年
の

取
材
計
画
決
め
る
〜
９
月
28
日

◎
百
年
記
念
館
に
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
開
店
〜
10

月
１
日

◎
神
戸
市
バ
ス
運
賃　

20
円
値
上
げ
〜
10
月
１

日
◎
生
物
学
で
社
会
を
よ
り
よ
く　

ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｍ 

sci-net

メ
ン
バ
ー
募
集
〜
10
月
１
日

◎
男
子
ラ
ク
ロ
ス
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
３
進
出　

関

西
連
覇
ま
で
あ
と
２
勝
〜
10
月
６
日

◎
神
戸
大
生
の
飲
食
店
検
索
ア
プ
リ
「
え
ー
ご

は
ん
」
リ
リ
ー
ス
〜
10
月
13
日

◎
ベ
ル
カ
ン
業
界
セ
ミ
ナ
ー　

六
１
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
幕
〜
10
月
20
日

◎
秋
新
歓　

鶴
１
食
堂
横
で
始
ま
る
〜
10
月
21

日
◎
社
会
科
学
系
図
書
館
で
震
災
資
料
展
始
ま
る

〜
10
月
22
日

◎
学
生
会
館　

Ｗ
ｉ－
Ｆ
ｉ
開
通
〜
10
月
22
日

◎
業
界
・
企
業
説
明
会
ス
タ
ー
ト　

キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
主
催
〜
10
月
22
日

◎
大
学
文
書
史
料
室
の
震
災
30
年
特
別
展
始
ま

る　

百
年
記
念
館
で
〜
10
月
24
日

◎
11
月
投
開
票
の
学
長
選　

両
候
補
の
主
張
大

き
く
異
な
る
〜
10
月
25
日

◎
あ
の
頃
の
景
色
再
び　

第
18
回
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
イ
〜
10
月
26
日

◎
理
工
系
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
始　

26
年
卒
対

象
に
工
・
理
・
農
学
部
同
窓
会
主
催
〜
10
月

28
日

◎
男
子
ラ
ク
ロ
ス　

22
年
ぶ
り
関
西
連
覇
果
た

す
〜
11
月
４
日

◎
秋
晴
れ
の
な
か
六
甲
祭
開
幕　

六
甲
台
に
笑

顔
〜
11
月
９
日

◎
壷
井
達
也
、
Ｇ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
初
の
表
彰
台　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
３
位
〜
11
月
９
日

◎
藤
澤
正
人
・
現
学
長
が
次
期
学
長
予
定
者
に

〜
11
月
12
日

◎
第
３
０
０
回
迎
え
た
都
市
安
全
研
オ
ー
プ
ン

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
〜
11
月
16
日

◎
ニ
ュ
ー
ス
ネ
ッ
ト
震
災
30
年
写
真
展
始
ま
る 

鶴
１
で
〜
11
月
21
日

◎
兵
庫
県
知
事
選　

前
尼
崎
市
長
の
稲
村
氏
（
平

10
法
修
）
は
13
万
票
余
差
で
及
ば
ず
〜
11
月

17
日

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

み
な
さ
ん
の
サ
ー
ク
ル
・
部
活
Ｏ
Ｂ
会
の
周

年
事
業
、
ゼ
ミ
同
期
会
な
ど
、
神
戸
大
学
関

連
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
は
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new
snet_kobe_u@

goo.jp

あ
て
。

　

最
新
の
ニ
ュ
ー
ス
や
速
報
は
Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ

タ
ー
＠new

snet_kobe_u

）
で
、
詳
し
く
は

サ
イ
ト
（https://kobe-u-new

snet.com

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
神
戸
大
学
ニ
ュ
ー
ス
ネ
ッ
ト
委
員
会
Ｏ
Ｂ
会
）

そ
の
他
の
参
加
者

飯　

武
明
（
38
経
）、
久
保
敏
英
（
43
法
）、
中

尾
益
大
（
46
営
）、
阿
部
哲
男
（
46
経
）、
前
川

眞
基
（
48
経
）、
藤
縄
康
通
（
53
経
）、
小
林
義

弘
（
53
経
）、
原
口
栄
二
郎
（
58
経
）

（
新
井
範
彦
）

　
　

茨
木
凌
霜
会 

　
　

▽
…
９
月
７
Ｋ
会
…
△

と　

き　

９
月
22
日
（
日
）

と
こ
ろ　

茨
木
Ｃ
Ｃ
東
西
コ
ー
ス

　

毎
年
恒
例
の
７
Ｋ
会
（
Ｋ
が
イ
ニ
シ
ャ
ル
に

付
く
７
大
学
対
抗
戦
）
に
茨
木
凌
霜
会
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
大
雨

で
８
名
参
加
予
定
が
５
名
の
参
加
に
。

　

各
大
学
と
も
参
加
者
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま

い
、
対
抗
戦
は
来
年
に
持
ち
越
し
と
な
り
ま
し

た
。
60
名
近
く
の
参
加
者
の
も
と
、
雨
の
中
で

の
プ
レ
ー
と
な
り
ま
し
た
が
、
楽
し
い
交
流
会

と
な
り
ま
し
た
。

成　

績　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｇ　

Ｎ

第
６
位　

岩
波　

嘉
信
（
平
16
営
）　

87　

72

第
11
位　

藤
田　

周
史
（
平
14
医
）　

85　

74

第
17
位　

澤　
　

秀
司
（
昭
50
理
）　

102　

77

　
　

名
古
屋
凌
霜
ゴ
ル
フ
会

　
　

▽
…
第
２
４
１
回
例
会
…
△

と　

き　

10
月
18
日
（
金
）

と
こ
ろ　

貞
宝
Ｃ
Ｃ

参
加
者　

11
名

　

今
回
も
最
高
齢
84
歳
の
方
も
参
加
さ
れ　

元

気
に
安
全
に
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
63
歳
の
新

人
？
も
新
し
く
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
も

っ
と
も
っ
と
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
愛
知
県
の
方
々
、
下
記
幹
事
メ
ー
ル
宛
へ
是

非
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
回
は
、
２
０
２
５
年
４
月
17
日
（
木
）、

貞
宝
Ｃ
Ｃ
で
す
。

成
績　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｇ　

Ｎ

優
勝　

矢
佐　

俊
幸
（
45
営
）　

91　

74.2

２
位　

宮
里　

宣
哲
（
45
法
）　

98　

75.2

３
位　

新
井　

範
彦
（
53
営
）　

102　

76.8

ゴ
ル
フ
会
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第
34
位　

湯
ノ
谷
英
生
（
昭
47
営
）　

98　

81

第
44
位　

牧　
　

恭
彦
（
昭
63
医
）　

104　

83

（
岩
波
嘉
信
）

　
　

西
宮
高
原
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
Ｋ
Ｕ
Ｃ

　
　

▽
…
第
42
回
競
技
会
…
△

と　

き　

10
月
14
日
（
月
・
祝
）

と
こ
ろ　

西
宮
高
原
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

　

朝
か
ら
快
晴
。
当
コ
ー
ス
は
海
抜
４
０
０
ｍ

前
後
あ
り
、
気
温
が
下
界
よ
り
１
〜
２
度
低
い

と
は
い
え
、
午
後
は
ま
だ
夏
で
し
た
。

　

次
回
第
43
回
は
、
12
月
１
日
（
日
）
の
予
定
。

成
績　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｇ　

Ｈ　

Ｎ

優
勝　

高
田　

正
三
（
56
医
）　

98　

29　

69

２
位　

戎
野　

正
洋
（
53
工
）　

92　

22　

70

３
位　

北
条　

悦
子　

　
　
　
　
98　

27　

71

４
位　

堀　
　

和
博
（
44
経
）　

89　

14　

75

そ
の
他
の
参
加
者
（
成
績
順
）

久
野
久
榮
、
清
水
洋
二
（
48
営
）、
小
山
保
和

（
42
営
）、
畑　

善
太
（
52
経
）、
後
藤　

謙
（
36

海
）、
宮
﨑
教
嘉
（
平
６
営
）、
北
条
念
郎
（
46

工
院
）

（
酒
井
國
男
）

　
　

廣
野
如
水
凌
霜
Ｋ
Ｕ
Ｃ
会

　
　

▽
…
第
２
０
４
回
例
会
…
△

　
　
　
　
（
第
２
２
８
回
廣
野
凌
霜
会
）

と　

き　

７
月
13
日
（
土
）

　

当
初
予
定
の
６
月
23
日
が
警
報
級
の
悪
天
候

の
た
め
、
こ
の
日
に
振
替
え
開
催
し
た
。

　

村
津
さ
ん
が
パ
ー
プ
レ
ー
で
優
勝
、
角
元
さ

ん
ご
寄
贈
の
23
年
度
取
り
切
り
賞
と
橋
本
（
覚
）

さ
ん
ご
寄
贈
の
24
年
度
賞
と
併
せ
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

次
回
は
10
月
12
日
（
土
）
で
す
。

成
績　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｇ　

Ｈ　

Ｎ

優
勝　

村
津　

敬
介
（
ゲ
ス
ト
）
91　

19　

72

２
位　

宮
本　

知
治
（
61
工
）　

101　

26　

75

３
位　

佐
藤　

　

潤
（
平
１
理
博
）
94　

16　

78

４
位　

戸
田　

　

宏
（
38
経
）　

95　

17　

78

そ
の
他
の
参
加
者

角
元
敬
冶
（
60
法
）、
山
本
亮
三
（
53
営
・
ゲ

ス
ト
）

　
　

▽
…
第
２
０
５
回
例
会
…
△　

　
　
　
　
（
第
２
２
９
廣
野
凌
霜
会
）

と　

き　

10
月
12
日
（
土
）

　

倶
楽
部
選
手
権
開
催
中
の
コ
ー
ス
設
定
に
９

人
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
宮
本
さ
ん
が
28
ポ
イ
ン

ト
で
優
勝
、
橋
本
覚
さ
ん
ご
寄
贈
の
24
年
度
賞

と
併
せ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
（
内
規
に
よ
る
繰
り

上
げ
）。

　

次
回
は
、
12
月
28
日
（
土
）
で
す
。

成
績　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｈ　

Ｐ

優
勝　

宮
本　

知
治
（
61
工
）　　

　
24　

28

２
位　

村
津　

敬
介
（
ゲ
ス
ト
）　　
19　

29

３
位　

橋
本　

一
豊
（
31
経
）　　

　
48　

24

４
位　

佐
藤　

　

潤
（
平
１
理
博
）
16　

23

そ
の
他
の
参
加
者

西
原
興
一
郎
（
40
海
）、
和
気
弘
典
（
平
３
経
）、

枡
本
守
生
（
如
水
）、
山
本
礼
二
郎
（
如
水
）、

山
本
亮
三
（
53
営
・
ゲ
ス
ト
）

（
佐
藤　

潤
）

　
　

芦
屋
凌
霜
Ｋ
Ｕ
Ｃ
会

　
　

▽
…
第
３
９
３
回
…
△

と　

き　

９
月
21
日
（
土
）

　

11
名
の
参
加
を
得
て
開
催
。
蒸
し
暑
い
な
が

ら
も
太
陽
の
照
り
つ
け
が
な
く
、
ほ
ど
よ
い
夏

場
（
９
月
で
す
が
！
）
の
ゴ
ル
フ
に
な
り
ま
し

た
。
山
村
さ
ん
が
優
勝
、
夏
は
ス
タ
ミ
ナ
が
心

配
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
無
理
を
せ
ず
打
ち
つ
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な
い
だ
お
か
げ
で
ス
コ
ア
が
ま
と
ま
っ
た
と
の

こ
と
。

成　

績　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｇ　

Ｎ

優　

勝　

山
村　

武
平
（
47
医
院
）　

109　

67

第
２
位　

大
井　

静
雄
（
48
医
）　　

101　

70

第
３
位　

佐
藤　

　

稔
（
45
法
）　　

92　

74

そ
の
他
の
参
加
者

工
藤
雅
和
（
49
工
）、
尾
崎　

馨
（
37
医
）、
高

松
良
一
（
53
理
）、
南　

昌
作
（
平
10
法
）、
大

原
八
十
八
（
34
営
）、
藤
盛
孝
博
（
49
医
）、
田

野
美
雄
（
54
経
）
石
川
光
一
（
51
工
院
）

　
　

▽
…
第
３
９
４
回
…
△

と　

き　

10
月
19
日
（
土
）

　

当
初
12
名
参
加
予
定
で
し
た
が
、
ス
タ
ー
ト

前
か
ら
雨
が
降
り
始
め
、
こ
れ
か
ら
強
く
な
る

と
の
予
報
が
出
た
た
め
６
名
で
の
競
技
と
な
り

ま
し
た
。
途
中
雨
が
激
し
く
降
り
、
濃
霧
も
発

生
し
視
界
が
ま
っ
た
く
な
く
な
り
午
前
中
で
終

了
。
優
勝
は
住
本
さ
ん
。
９
月
の
「
敬
老
の
日

杯
」
で
３
位
に
入
っ
て
調
子
を
上
げ
、
今
日
も

雨
と
ガ
ス
の
な
か
乱
れ
る
こ
と
な
く
真
ん
中
シ

ョ
ッ
ト
で
実
力
を
実
証
さ
れ
た
。

成
績
（
ハ
ー
フ
・
Ｓ
Ｆ
制
）　　

　

Ｇ　

Ｐ

優　

勝　

住
本　

泰
三
（
35
海
）　

51　

16

第
２
位　

佐
藤　

　

稔
（
45
法
）　

50　

13　

第
３
位　

小
嶋　

弘
行
（
46
工
）　

47　

12

そ
の
他
の
参
加
者

大
井
静
雄
（
48
医
）、
藤
盛
孝
博
（
49
医
）、
尾

崎　

馨
（
37
医
）

　
　

▽
…
第
３
９
５
回
…
△

と　

き　

11
月
16
日
（
土
）

　

例
会
は
吉
田
山
会
と
の
交
流
会
と
し
て
お
こ

な
わ
れ
、
当
会
７
名
、
吉
田
山
会
11
名
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
９
回
目
。
団
体
戦
は
行
な
わ
ず
表
彰

も
し
ま
せ
ん
が
、
励
み
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
上
位

５
人
の
合
計
を
競
っ
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
合
計

で
当
会
は
３
８
８
、
吉
田
山
会
は
３
７
３
と
な

り
残
念
な
が
ら
敗
者
と
な
り
ま
し
た
（
５
勝
４

敗
）。

　

個
人
戦
は
、
吉
田
山
会
の
山
口
孝
司
さ
ん
が

強
い
雨
の
中
、
午
前
午
後
乱
れ
る
こ
と
な
く
落

ち
着
い
た
ゴ
ル
フ
で
優
勝
。
凌
霜
Ｋ
Ｕ
Ｃ
会
で

は
第
２
位
に
佐
藤
が
、
第
３
位
に
住
本
さ
ん
が

入
賞
し
健
闘
。
石
川
さ
ん
は
昨
年
の
交
流
会
に

続
き
ベ
ス
グ
ロ
で
す
。

成　

績　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｇ　

Ｎ

優　

勝　

山
口　

孝
司
（
吉
田
山
会
）
98　

71

第
２
位　

佐
藤　

　

稔
（
45
法
）　　

　

96　

72

第
３
位　

住
本　

泰
三
（
35
船
）　　

　

101　

75

そ
の
他
の
Ｋ
Ｕ
Ｃ
会
参
加
者

石
川
光
一
（
51
工
院
）、
尾
崎　

馨
（
37
医
）、

保
山
政
廣
（
54
営
）、
藤
盛
孝
博
（
49
医
）、
大

原
八
十
八
（
34
営
）

（
佐
藤　

稔
）

　
　

花
屋
敷
Ｋ
Ｕ
Ｃ
会

　
　

▽
…
第
２
５
８
回
…
△

と　

き　

９
月
29
日
（
日
）

と
こ
ろ　

花
屋
敷
Ｇ
Ｃ
ひ
ろ
の
コ
ー
ス

　

永
く
続
い
た
猛
暑
、
残
暑
が
流
石
に
10
月
間

近
と
な
り
、
漸
く
秋
の
気
配
を
感
じ
な
が
ら
12

名
参
加
で
開
催
。

　

谷
村
智
佐
子
さ
ん
が
ネ
ッ
ト
72
の
ス
コ
ア
で

今
年
度
初
優
勝
。
ま
た
今
年
度
の
花
屋
敷
Ｇ
Ｃ

新
会
員
（
法
人
会
員
）
の
澤
田
博
和
さ
ん
（
昭

62
法
）
が
Ｋ
Ｕ
Ｃ
に
入
会
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
１
月
か
ら
ゴ
ル
フ
を
始
め
た
と
の
こ
と
で

し
た
が
、
最
近
毎
週
ラ
ウ
ン
ド
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

成
績　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

Ｇ　

Ｈ　

Ｎ

優
勝　

谷
村
智
佐
子
（
平
１
文
）
95　

23　

72
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２
位　

山
根　

修
治
（
50
工
院
）
89　

15　

74

３
位　

玉
利　

俊
彦
（
49
営
）　

94　

17　

77

そ
の
他
の
参
加
者
（
成
績
順
）

泉
谷
太
一
（
29
経
）、
箕
輪
周
一
（
平
13
海
）、

中
西
兵
衛
（
57
工
院
）、
坂
田
英
洋
（
48
工
）、

井
上　

茂
（
52
営
）、
泉
谷
生
子
、
西
原　

剛

（
平
10
工
）、
澤
田
博
和
（
62
法
）、
阿
部
太
聞

（
43
営
）

　
　

▽
…
第
２
５
９
回
…
△

と　

き　

10
月
26
日
（
土
）

と
こ
ろ　

花
屋
敷
Ｇ
Ｃ
ひ
ろ
の
コ
ー
ス

　

漸
く
秋
が
感
じ
ら
れ
る
天
候
の
中
、
９
名
の

参
加
で
開
催
。
こ
こ
数
日
の
朝
・
昼
・
夜
の
気

温
差
が
大
き
く
、
風
邪
を
ひ
い
た
り
、
猛
暑
の

疲
れ
が
ど
っ
と
出
る
方
も
お
ら
れ
る
よ
う
で
、

健
康
の
あ
り
が
た
さ
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

９
月
例
会
３
位
の
玉
利
氏
が
ネ
ッ
ト
72
の
ス

コ
ア
で
今
年
度
初
優
勝
。

成
績　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

Ｇ　

Ｈ　

Ｎ

優
勝　

玉
利　

俊
彦
（
49
営
）　　
88　

16　

72

２
位　

田
畑　

正
吾
（
平
７
営
）
86　

12　

74

３
位　

西
原　

　

剛
（
平
10
工
）
97　

20　

77

そ
の
他
の
参
加
者
（
成
績
順
）

箕
輪
周
一
（
平
13
海
）、
古
賀
征
夫
（
41
営
）、

井
上　

茂
（
52
営
）、
泉
谷
太
一
（
29
経
）、
泉

谷
生
子
、 

杉
本
正
人
（
平
３
経
）

　
　

▽
…
第
２
６
０
回
…
△

と　

き　

11
月
17
日
（
日
）

と
こ
ろ　

花
屋
敷
Ｇ
Ｃ
ひ
ろ
の
コ
ー
ス

　

朝
７
時
半
頃
よ
り
小
雨
が
降
り
始
め
た
が
、

ス
タ
ー
ト
の
９
時
に
は
雨
も
す
っ
か
り
止
み
晴

れ
の
中
、
７
名
が
参
加
。
当
初
参
加
予
定
の
メ

ン
バ
ー
２
名
が
、
朝
の
雨
で
残
念
な
が
ら
キ
ャ

ン
セ
ル
さ
れ
た
。

　

今
会
は
セ
ル
フ
プ
レ
ー
、
古
賀
征
夫
氏
が
グ

ロ
ス
91
、
ネ
ッ
ト
72
で
今
年
度
初
優
勝
。

成
績　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｇ　

Ｈ　

Ｎ

優
勝　

古
賀　

征
夫
（
41
営
）　　
91　

19　

72

２
位　

西
原　

　

剛
（
平
10
工
）
95　

19　

76

３
位　

山
根　

修
治
（
50
工
院
）
95　

13　

82

そ
の
他
の
参
加
者
（
成
績
順
）

井
上　

茂
（
52
営
）、
渡
辺
千
佐
子
、
杉
本
正

人
（
平
３
経
）、
渡
辺　

昇
（
50
法
）

（
井
上　

茂
）
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坪　井　珍　彦　昭24　　令和 6 年 9 月13日
辻　川　嘉　彦　昭26　　令和 5 年 7 月25日
吉　田　富　政　昭26　　令和 6 年 6 月17日
的　場　政　史　昭27　　令和 6 年 9 月22日
和　田　　　實　昭31法　令和 6 年 1 月27日
浅　野　定　志　昭31経　令和 6 年 4 月 9 日
茂　木　　　孟　昭34営　令和 6 年 9 月16日
徳　田　浩　次　昭35経　令和 6 年 9 月29日
奥　村　智加男　昭35経　令和 6 年10月21日

池　永　　　滉　昭37営　令和 6 年 9 月 6 日
近　江　清　勝　昭38法　令和 6 年 6 月15日
春　名　美　典　昭39経　令和 6 年 8 月28日
田　中　從　之　昭40営　令和 6 年 8 月18日
上　原　隆　弥　昭41経　令和 6 年 3 月 5 日
中　畑　勝　明　昭41営　令和 6 年 9 月12日
小　浜　　　進　昭43経　令和 6 年 6 月23日
藤　原　潤　一　昭46法　令和 6 年 5 月25日
八　坂　文　教　昭46営　令和 6 年11月 2 日

物　　故　　会　　員

　ご遺族、ご友人、支部、大学本部から連絡のありました会員・元会員のうち、ご遺族のご了承の
ありました方を掲載しています。
　心よりご冥福をお祈り申し上げます。
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国内支部連絡先（転勤の際にはご連絡ください）

支部活動をご投稿ください

北
海
道
　
060-
0061
札
幌
市
中
央
区
南
１
条
西
４
丁
目
　
南
舘
ビ
ル
5
階

　
　
　
　
㈱
一
光
堂
　
内
山
晴
記
（
昭
50
経
）　haruki.ucym

@
live.jp

東

　北
　
980-
0804
仙
台
市
青
葉
区
大
町
1
―
3
―
7

　
　
　
　
佐
々
木
フ
ミ
子
（
昭
61
法
）　fum

iko-law
@
crest.ocn.ne.jp

東

　京
　
100-
0005
千
代
田
区
丸
の
内
3
―
1
―
1
　
帝
劇
ビ
ル
地
下
2
階

　
　
　
　
東
京
六
甲
ク
ラ
ブ
内
　tokyo@rokko-club.jp

　
　
　
　（
0
3
―
3
2
1
1
―
2
9
1
6
）

横

　浜
　
236-
0003
横
浜
市
金
沢
区
幸
浦
2
―
1
―
15

　
　
　
　
松
田
真
人
（
昭
60
経
）　m

.m
atsuda@

am
e.nhkspg.co.jp

浜

　松
　
431-
0451
湖
西
市
白
須
賀
5
7
3
9
　浜
名
湖
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
藤
田
正
治
（
昭
48
経
）　fujitam

asaharu@
eagle.ocn.ne.jp

石

　川
　
920-
0855
金
沢
市
武
蔵
町
1
―
14
　
M
ビ
ル
2
Ｆ

　
　
　
　
し
ば
た
未
来
法
律
事
務
所

　
　
　
　
柴
田
未
来
（
平
9
法
）　offi

ce@
shibatam

iki.com

富
山
県
　
930-
8686
富
山
市
牛
島
町
15
番
1
号
 
北
陸
電
力
㈱
人
事
総
務
部

　
　
　
　
布
見
博
幸
（
平
19
営
）　hiroism

716@
gm
ail.com

福
井
県
　
918-
8065
福
井
市
水
越
1
―
5
1
0
―
1
　

　
　
　
　
朝
倉
真
博
（
昭
55
法
）　kapi_shop@

yahoo.co.jp

　
　
　
　

名
古
屋
　
461-
0018
名
古
屋
市
東
区
主
税
町
2
―
18
　名
古
屋
リ
ー
ガ
ル
オ
フ
ィ
ス

　
　
　
　
出
田
真
太
郎
（
昭
61
経
）　sideta@

n-legal.jp

三
重
県
　
510-
0812
四
日
市
市
西
阿
倉
川
1
4
8
8
―
1

　
　
　
　
伊
藤
久
弥
（
昭
58
法
）　i-hisaya@

cty-net.ne.jp

京

　滋
　
520-
0867
大
津
市
太
平
1
―
24
―
21

　
　
　
　
駒
井
直
彦
（
昭
42
営
）　kom

ai1944@
gm
ail.com

大

　阪
　
530-
0001
大
阪
市
北
区
梅
田
1
―
3
―
1
大
阪
駅
前
第
一
ビ
ル
11
階

　
　
　
　
神
戸
大
学
大
阪
ク
ラ
ブ
内
（
0
6
―
6
3
4
5
―
1
1
5
0
）

奈
良
県
　
藤
村
佳
嗣
（
昭
52
営
）　shindai.nara@

gmail.com

和
歌
山
　
640-
8656
和
歌
山
市
本
町
1
―
35
　
㈱
紀
陽
銀
行
人
事
部

　
　
　
　
北
川
剛
大
（
平
8
営
）　bob4747bob@

ezweb.ne.jp

播

　磨
　
淺
井
良
昭
（
昭
61
法
）　asai@

usukuchi.com

鳥
取
県
　
689-
1111
鳥
取
市
若
葉
台
北
1
―
1
―
1
　公
立
鳥
取
環
境
大
学

　
　
　
　
田
中
洋
介
（
昭
57
営
）　yohsukekun1028@

gm
ail.com

島
根
県
　
690-
0845
松
江
市
西
茶
町
27

　
　
　
　
大
下
弘
之
（
平
5
法
）　oshim

o-hiroyuki@
pref.shim

ane.lg.jp

岡

　山
　
713-
8115
倉
敷
市
玉
島
道
口
4
3
2
1
―
1

　
　
　
　
木
下
憲
明
（
昭
58
経
）　nhk-tam

ashim
a@
ac.auone-net.jp

福

　山
　
720-
0045
福
山
市
宝
町
6
―
7

　
　
　
　
下
江
正
文
（
昭
52
法
）　shim

oe2980@
docom

o.ne.jp

広

　島
　
730-
8670
広
島
県
安
芸
郡
府
中
町
新
地
3
―
1

　
　
　
　
マ
ツ
ダ
㈱
車
両
技
術
部
塗
装
技
術
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
河
瀬
英
一
（
平
16
工
修
）　kawase.e@

mazda.co.jp

下

　関
　
751-
0806
下
関
市
一
の
宮
町
1
―
2
―
1
―
6
0
2

　
　
　
　
中
島
　
潔
（
昭
48
営
）　kiyo-nakashim

a@
nifty.com

香

　川
　
760-
0027
高
松
市
紺
屋
町
2
―
6
　
高
松
フ
コ
ク
生
命
ビ
ル

　
　
　
　
有
限
責
任
監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ

　
　
　
　
大
石
皓
平
（
平
28
営
）　kohei.47b@

gm
ail.com

愛
媛
県
　
791-
8083
松
山
市
新
浜
町
6
―
6

　
　
　
　
越
智
和
彦
（
昭
55
法
）　ochim

ail@
gm
ail.com

徳

　島
　
770-
0868
徳
島
市
福
島
1
―
7
―
24
　
㈱
西
内
商
店

　
　
　
　
西
内
元
信
（
平
１
工
）　nisiuti9880@

gm
ail.com

高
知
県
　
780-
8605
高
知
市
南
は
り
ま
や
町
1
丁
目
1
―
1

　
　
　
　
㈱
四
国
銀
行
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部

　
　
　
　
藤
坂
　
徹
（
平
13
経
）　tourun0617@

gm
ail.com

北
九
州
　
806-
0021
北
九
州
市
八
幡
区
黒
崎
3
―
1
―
7

　
　
　
　
ア
ー
ス
コ
ー
ト
黒
崎
駅
前
ビ
ル
2
階
　
廣
瀬
公
認
会
計
士
事
務
所

　
　
　
　
廣
瀬
隆
明
（
昭
52
営
）　hirose@

kkvc.co.jp

福

　岡
　
810-
0041
福
岡
市
中
央
区
大
名
2
丁
目
11
―
25
　新
栄
ビ
ル
5
0
1

　
　
　
　
日
下
健
太
公
認
会
計
士
税
理
士
事
務
所

　
　
　
　
日
下
健
太
（
平
4
経
）　kenta@

kusakacpa.com

熊
本
県
　
862-
0941
熊
本
市
中
央
区
出
水
7
―
42
―
1

　
　
　
　
宮
﨑
豊
喜
（
昭
42
経
）　toyoki.m

1124@
gm
ail.com

大

　分
　
870-
0021
大
分
市
府
内
町
3
―
4
―
1

　
　
　
　
㈱
大
分
銀
行

　
　
　
　
此
松
智
秀
（
平
11
経
）　dos-kono@

oct-net.ne.jp
宮

　崎
　
880-
0211
宮
崎
市
佐
土
原
町
下
田
島
2
0
3
0
4
番
地
50

　
　
　
　
今
村
安
秀
税
理
士
事
務
所

　
　
　
　
今
村
安
秀
（
昭
56
経
）　yasu1056@

leaf.ocn.ne.jp

鹿
児
島
　
892-
0827
鹿
児
島
市
中
町
11
番
4
号
　
熊
谷
ビ
ル
４
階

　
　
　
　
弁
護
士
法
人
鹿
児
島
中
央
法
律
事
務
所

　
　
　
　
立
石
隆
博
（
平
27
法
院
）（
0
9
9
―
2
1
6
―
3
6
4
4
）
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次
号
の
原
稿
締
切
日
は
２
月
10
日
（
必
着
）、
原
則
、
７
日
以
上
遅
延
の
原

稿
は
次
に
回
し
ま
す
の
で
、
ご
承
知
お
き
下
さ
い
。
発
行
は
４
月
初
旬
で
す
。

原
稿
は
簡
潔
に
、
人
名
や
固
有
名
詞
は
明
瞭
に
願
い
ま
す
。
著
者
校
正
希
望

は
、
特
に
そ
の
旨
を
申
し
出
下
さ
い
。
申
し
出
な
き
場
合
は
編
集
部
責
任
校

正
と
し
ま
す
。
規
定
字
数
は
厳
守
し
て
下
さ
い
。
規
定
を
超
え
る
場
合
は
編

集
部
で
割
愛
し
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
字
数
は
次
の
と
お
り
（
出
席
者

名
、
卒
年
・
学
部
等
除
く
）。

　
ク
ラ
ス
大
会
　
　
　
　
　
　
１
、０
０
０
字
以
内

　
凌
霜
ひ
ろ
ば
　
　
　
　
　
　
１
、０
０
０
字
以
内

　
支
部
例
会
　
　
　
　
　
　
　
４
０
０
字
以
内

　
ク
ラ
ス
会
・
各
種
つ
ど
い
　
　
　
　〃

　
追
　
悼
　
文
　
　
　
　
　
　
１
、０
０
０
字
以
内

　
本
と
凌
霜
人
（
書
評
）
　
　
　
　６
０
０
字
以
内

　
　
　（
著
者
お
よ
び
評
者
は
会
員
に
限
る
）

　
原
稿
は
極
力
、
Ｅ
メ
ー
ル
添
付
で
お
願
い
し
ま
す
。

　E-m
ail:ryoso@

ryosokai.net

　Fax
:

（078

）805-3837

編
集
委
員
長
　
行
　
澤
　
一
　
人

編
集
委
員

　
大
　
住
　
敏
　
之
　
　
松
　
尾
　
憲
　
治
　
　
清
　
水
　
泰
　
洋

　
鈴
　
木
　
　
　
純
　
　
岸
　
本
　
晴
　
夫
　
　
西
　
岡
　
慶
　
則

　
堀
　
口
　
雅
　
一

投
　
稿
　
規
　
定

編

集

後

記

　

異
様
に
暑
か
っ
た
夏
・
秋
も
過
ぎ
て
、
よ
う
や
く
い
つ
も
の
冬
が
戻
っ

て
き
ま
し
た
。
六
甲
台
の
紅
葉
も
11
月
の
下
旬
に
は
本
格
的
に
色
づ
き
始

め
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
皆
様
に
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

年
末
に
な
り
ま
す
と
、
中
間
試
験
（
小
テ
ス
ト
）
や
期
末
（
ま
た
は
ク

オ
ー
タ
ー
末
）
試
験
な
ど
の
準
備
に
取
り
か
か
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で

す
が
、
こ
の
よ
う
な
定
期
試
験
で
い
つ
も
頭
を
悩
ま
す
の
が
採
点
作
業
で

す
。
も
ち
ろ
ん
受
講
者
が
多
い
と
多
く
の
答
案
を
採
点
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
そ
れ
自
体
が
大
変
な
こ
と
な
の
で
す
が
、
中
に
は
非
常
に
判
読
の
困

難
な
文
字
が
綴
ら
れ
て
い
る
答
案
が
一
定
の
確
率
で
出
現
し
、
そ
れ
が
さ

ら
な
る
頭
痛
の
種
と
な
る
の
で
す
。
判
読
困
難
性
は
、
当
該
学
生
の
文
字

の
癖
に
由
来
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
が
、
多
く
は
学
生
が
時
間
不
足
の

せ
い
で
急
い
で
書
く
あ
ま
り
、
文
字
が
過
剰
に
「
泳
い
で
」
し
ま
う
こ
と

で
生
じ
ま
す
。
そ
の
必
死
な
姿
勢
に
答
え
て
、
こ
ち
ら
も
真
剣
に
解
読
作

業
に
努
め
る
の
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
ど
う
し
て
も
時
間
が
か
か
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
２
０
２
６
年
度
の
司
法
試
験
か
ら
パ
ソ
コ
ン
で
答
案
を
作

成
す
る
Ｃ
Ｂ
Ｔ
方
式
（Com
puter Based T

esting

）
が
始
ま
り
ま
す
。

ま
た
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
法
科
大
学
院
の
期
末
試
験
な
ど
も
パ
ソ
コ
ン
対

応
に
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
少
な

く
と
も
判
読
困
難
な
文
字
の
解
読
作
業
か
ら
は
解
放
さ
れ
そ
う
で
す
。
こ

れ
が
学
内
の
試
験
一
般
に
ま
で
広
が
る
の
か
ど
う
か
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
六
甲
台
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
波
が
確
実
に
押
し
寄
せ
て
き

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

み
な
さ
ま
に
は
、
良
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
ま
せ
。

（
編
集
委
員
長　

法
学
研
究
科
教
授　

行
澤
一
人
）
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